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「いってらっしゃい、赤ずきん。『おおかみ』に気をつけてね」

　西の村の外はずれ、森との境さかい目めにある小さな家の扉とびらを一人の少女が開く。

「はーい。行ってきます！」

　赤ずきんと呼ばれたその少女は、家の中にいるお母さんにそう答えた後、空を見上げた。

　落ちてきそうなほど重量感がある鉛なまり色いろの雲が、空を覆おおっていた。

　傘かさを持っていくか否いなかを考えたが、すでに両手は少し重いバスケットで塞ふさがっている。目的地まで雨が降りださないほうに賭かけて、そのまま森へ向けて歩きだした。森の奥にある、おばあちゃんの家へとバスケットの中身、焼きたてのパンとワインを届けるために。

　森の奥と言ってもその道中は開かい拓たくされていて、これまでに何度も通った一本道だ。道を外れさえしなければ迷うこともない。手に持つバスケットが少しだけ歩みを遅くするが、それも大好きなおばあちゃんのためだと思うと、自然と笑えみが浮かんだ。

「今日のパンは私も焼くの手伝ったって気づいてくれるかなー。あ、でもいつもよりおいしくないとか言われたらどうしよう……いやいや、おばあちゃんがそんなこと言うわけないよね、大丈夫」

　うんうんと一人で頷うなずきながら、赤ずきんは歩き続ける。

　周囲を木々に覆われた薄うす暗ぐらい道。黒い鳥が一度だけ短く鳴いて飛び去った。

　道中半なかばまで来た時、鼻先に一粒水すい滴てきが落ちてきた。ひんやりとした感覚に、赤ずきんは空を見上げた。その顔に何滴も雨粒が触ふれる。

「あー……降ってきちゃったな」

　そう呟つぶやき、赤ずきんは足を速める。

　蓄たくわえていたものを吐はきだすように、一度雲から漏もれだした雨はどんどん勢いを増し、おばあちゃんの家が見えるころには、乾いた部分を探すほうが難しいほどに赤ずきんの全身を濡ぬらしていた。

　しかし当の本人は、珍めずらしく自分もかかわって製作したパンの心配ばかりしながら、おばあちゃんの家の軒のき先さきへと駆かけこむ。

「おばあちゃん、パンを持ってきました！」

　扉を二度叩たたく。しかしいくら待っても反応がない。

「おばあちゃーん？」

　先ほどよりも強くノックをするが、やはり望んだ祖母の声は家の中から聞こえてこない。

「あれ？」

　足あし腰こしが弱いおばあちゃんが外出することは少ないけれど、ありえないとは言えない。しかし今日赤ずきんが訪れることは事前に手紙で伝えていたし、さらにこの雨だ。もしかしたら具合が悪くて寝ているのかもしれない。そう思い扉に手を掛けると、なんの抵てい抗こうもなく開いた。

「入りますよー？」

　部屋に一歩足を踏ふみ入れた赤ずきんは、その場にバスケットを置き、思わず片手で口を押さえた。こみ上げてくる胃い液えきを必死に堪こらえる。密閉されていた部屋に充じゆう満まんする鉄サビのような臭においとわずかな腐ふ臭しゆうが、鼻び孔こうを通り喉のどを侵おかす。生理的な嫌けん悪お感かんがこの部屋を拒きよ絶ぜつした。

　それでも赤ずきんは部屋を見回し、違い和わ感かんを持つ。不自然なほどに暗い。

　灯あかりは点ともっている。だが、そこに薄黒い霧きりのようなものが纏まとわりつき、光を阻そ害がいしていた。

　その霧は均きん一いつに部屋を覆っているわけではなく、おばあちゃんの寝室へ向かうにつれてより濃こくなっている。部屋の扉は開かれているのだが、その中は赤ずきんがいる位置からは、真っ黒に塗ぬり潰つぶされているようにしか見えなかった。

「お……ばあ……ちゃん……？」

　闇やみに吸い寄せられるかのように、赤ずきんは寝室へ向かう。体に霧が纏わりつく。それ自体に質量があるようで、一歩一歩が重い。先へ進んではならないと頭では警けい鐘しようが響ひびくが、それでもおばあちゃんを思う気持ちが赤ずきんを前へと動かす。

　見てはいけない。でも見ないわけにもいかない。

　そう思いながら寝室の前にたどり着き、中を覗のぞく。

　暗くら闇やみの中、二つの赤い光が揺ゆれていた。

　そして地を揺らすような低い唸うなり声。

　響く声に反応するかのように、黒い霧が徐々に晴れていく。いや、その表現は少しばかり正しくない。黒い霧は決して薄まり消えているわけではなく、波のように部屋の奥へと引いているのだ。結果として、周囲が見えるようになっただけの話で、まだ黒い霧は存在している。二つの赤い光を中心に、密度を高め、形を成して。

　その過程を、赤ずきんはどこか非現実的なものとして、ただ目に映しているだけだった。だが、気づいてしまった。

「あ……」

　霧の集合体が一体何になろうとしているのか、ということに。

　それは壁かべに映った人の影を立体的にしたようなもの。しかし明らかに人と違うのは、頭部にある二つの突とつ起き。獣けものの耳。そして垂たれ下がる太い尾。

　──『おおかみ』に気をつけてね。

　お母さんの言葉を思い出す。

「じ……人じん狼ろう……」

　人間と同等の知性、人間以上の身体能力を持ち、人知を超えた現象を引き起こす生物。

　攻撃的で戯たわむれに人間を殺す、人間の敵。

　その恐おそろしい生物が目の前で、双そう眼がんを赤く輝かがやかせながら赤ずきんを見つめていた。

　恐きよう怖ふゆえか……もしくは人狼が何かしたのだろうか。体が動かない。声の出し方、呼吸の仕方を忘れる。心しん臓ぞうが胸むねを突き破るかのように激しく、速く鼓こ動どうする。

　赤ずきんはかろうじて自由になる目線だけでも人狼から逃にげようと、床を見る。見てしまう。見つけてしまう。

　人狼の足元に転がる、おばあちゃんのものだった頭を。

　無理やりねじ切られたのか、ボロボロの断面から流れ、床に溜たまった赤黒い液体を。

　いつも赤ずきんに優しく微笑ほほえみかけてくれていた顔はそこになく、大きく見開かれた目から少し飛びでた眼球と、だらしなく垂れた舌が、決して安らかな最さい期ごではなかったことをありありと物語っていた。

「い……いやああああああ!!」

　そこでやっと、赤ずきんは声の出し方を思い出したかのように悲鳴を上げた。

　同時に固まっていた体が急に溶け、そのまま腰を抜かし、しゃがみこんでしまう。逃げなくてはと思うのだが、うまく立ち上がることができない。

　人狼が唸り声を上げながら、一歩足を踏みだした。

　その足に蹴けり飛ばされ、おばあちゃんの頭が赤ずきんの元へ転がる。

　思わず吸った息が喉の奥で「ひぃ」と鳴った。

「来ないで……」

　這はうように手と足を動かして、人狼から逃のがれようと必死に藻も搔がくが、それでも距きよ離りが遠くなることはなく、一歩、また一歩と寄ってくる。

　すると赤ずきんの手に、不意に何かが触れた。無意識のうちに引き寄せると、それは赤ずきんが持ってきていた、渡す相手がいなくなったバスケットだった。

「こ、来ないでっ！」

　無む我が夢む中ちゆうで赤ずきんはその中に入っていたパンを投げつけるが、人狼から大きく逸それて飛んでいってしまった。

　人狼はそれに見向きもせず、また一歩進む。

　それでも赤ずきんはパンを投げた。無意味だとわかっていても、そうしないではいられなかった。

　本来ならば、おばあちゃんに食べてもらうはずだったパンは、今は床でおばあちゃんの血を吸っている。

　パンがなくなると次はワインボトルを投げた。これは人狼に当たり、大きな音を響かせながら割れたが、それでも人狼が怯ひるんだ様子はない。

　人狼の赤く光る眼が弧こに歪ゆがみ、眼以外は黒一色だった顔に新たに赤い部分が現れる。闇が裂さけたかのように思えたが違う。それは大きな口。二つの眼と反対向きに弧を描く。人狼は笑っていた。

　人狼は楽しんでいる。少女が恐怖し、錯さく乱らんし、無ぶ様ざまに足あ搔がく様を。そして想像している。少女を嬲なぶり、蹂じゆう躙りんし、破は壊かいすることを。

「お母さん……助けて……」
















　投げる物がなくなり、空からになったかに思えたバスケットの底で、何かが赤ずきんの手に触れた。

　それはお母さんが、赤ずきんが初めて一人でおばあちゃんの家に行く時に、お守り代わりに入れてくれていた小さな銀のナイフ。

　これまで一度も取りだすことがなく、赤ずきんも存在を忘れていたそのナイフを、投げる。意識してのことではなく、パンやワインボトルを投げた時と同じく、単なる防ぼう衛えい本能としての行為。

　護ご身しん用ようではなく、観賞用として作られているナイフに鞘さやはなく、そのため当然刃やいばは潰つぶされていて、短く頼りない。しかし、それは人狼の右みぎ腕うでに当たり……。

　まるで抵抗がないかのように、そのまま人狼の右腕を貫つらぬいた。

　呻うめき声を上げながら右腕を押さえて、その場に蹲うずくまる人狼の目は苦く痛つうに歪んでいる。

「い、今のうちに！」

　──逃げなくちゃ。

　と、初めは這うように、そして徐々に手足に力が戻ってくると起き上がり、赤ずきんはおばあちゃんの家から飛びだした。

　人狼から少しでも遠くへ。

　恐怖でそのことしか頭になかった赤ずきんは、本来の道から逸れてしまっていることに気づけない。

　木の枝が肌はだを傷つける痛みにすら気づかずに、無我夢中でひたすら逃げた。

　背はい後ごからはあの唸り声が聞こえてくる。

　もしかしたら幻げん聴ちようだったのかもしれない。しかし赤ずきんは、立ち止まり後ろを振り向くことができなかった。

　風が木々を揺らす音、生おい茂しげる草の影、さらには走る自分の足音まで、自分を狙ねらって追ってきた人狼のもののように思えてしまい、赤ずきんは叫び声を上げそうになる口を両手で塞ぎ、なんとか堪えた。




　どれくらい走っただろうか。時間の感覚など、人狼に出会った瞬しゆん間かんから奪うばわれた。

　疲労で足が重い。雨水を吸った服が体に纏わりつき、さらに動きを鈍にぶらせる。

「もう……無理……」

　ついに赤ずきんは足を止め、その場に倒れこんだ。

　泥濘ぬかるんだ地面の感触を頰ほおに感じながら、赤ずきんはゆっくりと目を閉じる。

　意識が遠のいていく中、誰だれかの足音が聞こえた気がした。

























　赤ずきんが倒れた位置からそれほど離れていない場所に、ひっそりとその館やかたはあった。

　館を建てるために木を切り倒してスペースを造ったわけではなく、たまたまそこにあった空間に無理やり押しこんだため、館の存在を知らない大たい抵ていの人間は気づかずに通りすぎるだろう。

　年とし老おいた館の主人の目的はそれだった。

　煩わずらわしい人間関係を断たつために、あえてそのように造らせた。

　館の存在を知っているのは身内と、周囲の村の人間のみ。さらにその中のどれだけが、実際にたどり着けるだろうか。

　そんな目的を持って造られたはずの館に今、主あるじを入れて七人の人間が同時にいるという事態は、この館が造られて以来初めてのことだった。

　そして幸運にもその七人に含まれていた赤ずきんは、館のリビングのソファで目を覚ました。

「ん……」

　赤ずきんがゆっくりと目を開く。

　最初に目に映ったものは、心配そうにこちらを覗きこんでいる少女の顔。

「よかった！　気がついたんですね」

　赤ずきんよりも二つか三つ年上に見えるその少女は、目を細めて微笑んだ。

　──ああ、私は死んでしまったんだ。

　優しく温かい雰ふん囲い気きを持った少女を、赤ずきんは天使なのだと思った。ここは天国なのだろうとも。それほどまでに少女の笑顔は赤ずきんを魅み了りようし、そして錯覚させた。

　当然ながらそれは勘かん違ちがいで、自分はまだ生きていると実感できたのは、

「本当だ！」

　という、未いまだ意識が朦もう朧ろうとしている赤ずきんには騒さわがしく感じてしまう声量で発された、少年の声のおかげ、いや、声のせいだった。

　その声の主ぬしは跳はねるように赤ずきんの元へ駆かけ寄ってくる。

「大丈夫？　名前は？　何か飲む？　あ、どっか痛いところはない？」

　言葉を発するたびに、羊を模もして作られた綿わた帽ぼう子しの角つのが揺れる。

「えっ？　えっと……あの……」

　矢や継つぎ早ばやに質問を繰くりだす少年に、状況が全く理解できていない赤ずきんはひたすら戸と惑まどうしかない。

「羊ひつじ飼かいさん、彼女は目を覚ましたばかりなんですからそれは……」

　少女にたしなめられ、羊飼いと呼ばれた少年は、

「あ、ごめんね！　でも本当によかったよ！」

　そう言って声を出して笑った。先ほどの少女とは違う、無む邪じや気きで人ひと懐なつっこそうな笑顔で。

「まったく……羊飼いはもう少し落ち着くということを覚えたほうがいいと思うよ」

　赤ずきんの正面。机を挟はさんで向こう側にあるソファに腰こし掛かけた青年が、呆あきれた顔をして羊飼いを見る。

「だってすごく心配してたからさ！　嬉うれしくてテンションも上がるよね！」

　その場でピョンピョンと跳ねる羊飼いを、青年に寄り添うように座っている女性が「羊飼いさん！」と呆れた顔で止める。

　羊飼いは、あっと一言声を上げた後、罰ばつが悪そうな顔で、口の前に人差し指を立てて、

「しー！　道具屋、しー！」

　と、青年に向かって言った。

「なんで僕なんだよ……」

　青年──道具屋は深いため息いきをつく。

　そのやりとりを、赤ずきんに向けたものと変わらぬ優しい笑顔で見ていた少女は、

「面おも白しろい方ですよね」

　と赤ずきんに声をかけた。

「は、はい……」

　状況が整理できないまま、ここまで置いてけぼりにされていた赤ずきんは、そう返すことしかできない。

「起き上がれますか？　もし大丈夫なようであれば温かい飲み物を持ってこようと思うのですが……」

　未だ寝ている体勢のままの赤ずきんは、その言葉でようやく少女に膝ひざ枕まくらをされていることに気づき、先ほどから頭を載せていた柔やわらかいものが、少女の太ももだったと意識する。

「す、すいません！　起きます、起き上がれます！　ああ、私絶対に涎よだれ垂たらしてますよね！　ごめんなさい！」

　飛び（という表現がしっくりくる勢いで赤ずきんは）上がった。が、急に動いたからだろう。脳のうへの血液と酸さん素その供給が減少し、目の前が一瞬暗転して再び倒れそうになる赤ずきんを、少女が抱だきとめた。

「もう……急に動くと危ないですよ」

　少女がその言葉を向けた対象である赤ずきんには、たしなめられて反省するような、そんな余裕はなかった。少女の甘い香りと、胸の柔らかさと弾だん力りよくをその顔いっぱいに体感し、申し訳なさと、そして同性とはいえ抱きしめられているという状態の恥はずかしさが、少女の言葉を理解させてはくれない。

　結局慌あわてて離れてまた目眩めまいを起こしては少女に抱きとめられるという流れを三度繰り返した後、ようやく落ち着いて座ることができた。

「では、少し待っていてくださいね」

「は、はい……」

　そう言うと少女は立ち上がり、台所へと向かっていった。

　その姿が視界から消えたすぐ後、何かが倒れるような音と、

「あうっ！」

　という少女の情けない声が聞こえてきた。

「山さん菜さい採とりちゃん、大丈夫かな……」

　羊飼いが少女──山菜採りが消えていった扉を、心配そうに見ながら呟つぶやいた。




「何やら大変だったみたいだね」

　山菜採りが去った後、正面に座る道具屋が赤ずきんに話しかけた。

「あ、まだ名乗ってなかったね。僕は道具屋。南の村で道具屋を経営してるんだ。で、こっちは花屋」

　横の女性が会え釈しやくをする。

「あ、僕は羊飼いだよ！」

「お前には別に聞いてない」

「なんで！」

　その二人のやりとりを、花屋は横で微笑ほほえみながら眺ながめる。

　道具屋と花屋は成人しているのだろう。羊飼いはもちろん、山菜採りとも違う、落ち着いた雰囲気を持った二人だと、赤ずきんは思った。

　未だ羊飼いと何やら言い合っている道具屋に代わり、今度は花屋が続ける。

「ずっとあなたを介かい抱ほうしていた女の子が山菜採りさんで、そして──」

　花屋は赤ずきんの後ろを手で示す。

　それにつられて振り向くと、部屋の隅すみにある扉に一人の男性が腕を組んでもたれかかっていた。首には耳あてをかけ、銃じゆうを背負っている。帽子を深く被かぶり、さらにうつむいているため表情は見えないが、時折頭が上下に動いていることから、どうやらうたた寝をしているようだ。

「あちらが狩人かりゆうどさん。この館のご主人のお孫さんだそうです。彼が森で倒れていたあなたをここまで運んできたんですよ。後でお礼を言わないといけませんね」

「そうなんですか……」

　森で倒れていたという言葉が、あの出来事は夢だったのではないかという赤ずきんの淡あわい希望を否ひ定ていし、表情を曇らせる。

「今ここにいる皆みなさんは、それぞれの事情があって森にいたみたいですが、突然の雨で偶ぐう然ぜんこの館に集まったんですよ。と言っても、私と道具屋さん、そして羊飼いさんは同じ南の村の出身ですから知り合いですし、羊飼いさんは羊のミルクをそれぞれの村へ届けたりしてますから、山菜採りさんとも顔見知りみたいですので、皆が皆全く知らない関係というわけでもないみたいですね」

　自分の目的を考えてしまう。思い出してしまう。

　あの恐ろしい人狼を。無む残ざんな姿にされたおばあちゃんの死体を。落ち着いたことで頭が回ってしまう。思考し始めてしまう。無意識に体が震ふるえだす。奥歯がカタカタと音をたてる。

「あなたの名前は……」

　花屋がそんな赤ずきんの異変に気づく。

「だ、大丈夫ですか？」

　驚いた花屋の声に、道具屋と羊飼いも言い争いをやめ、顔を見合わせた。

「おばあちゃん……おばあちゃん！　おばあちゃん!!」

　それまで必死に押し留とどめていた嗚お咽えつが濁だく流りゆうのように溢あふれだす。人狼に襲おそわれてから一体どれぐらいの時間が過ぎたのだろうか。赤ずきんは初めて声を上げて泣くことができた。

　状況が全く理解できない三人は、異常なまでの赤ずきんの叫びに声をかけることができず、それは台所から戻ってきた山菜採りも同様だった。

　その中で、一人の男──狩人が閉じていた目を開け、ゆっくりと赤ずきんの元へ近づいていき、

「うるさい」

　と、赤ずきんの頭にタオルを被せた。

「せっかく気持ちよく寝ていたのに起こされた。泣くならもう少し静かに泣け」

　不ふ機き嫌げんそうな低い声でそう言い放つと、そのままソファの空いているスペース、赤ずきんの隣となりへ乱らん暴ぼうに腰を下ろし、足を組んで、目を閉じた。

　狩人が座った衝しよう撃げきが伝わり、赤ずきんは一瞬ビクッと体を硬こう直ちよくさせたが、そのままタオルを握にぎりしめ、しばらく叫びとも泣き声ともとれる声を上げ続けた。

「ちょっと狩人君……」

　あまりにも不ぶ躾しつけなのではないかと道具屋が諫いさめようとするのを、花屋が小声で制す。

「もしかして彼、泣き顔を隠かくしてあげたんじゃないですか……？」

「あ……」

　その後、しばらく館には激しい雨音と赤ずきんの声だけが聞こえていた。

　雨はまだまだ止みそうにもない。




「すみませんでした……」

　泣きはらし、少しだけ落ち着いた赤ずきんは、その場の皆に頭を下げた。

「いえいえ、何があったかわかりませんが、とりあえずどうぞ」

　山菜採りが、ホットミルクが入ったカップを差しだす。それを受け取った赤ずきんは、両手で包みこむと一口飲む。
















「おいしい……」

　牛乳よりも強い甘みが、雨に打たれながら走り続け冷えきった赤ずきんの体にじんわりと染しみこんでいく。

「そりゃそうだよ！　なんといっても僕が育てた自じ慢まんの羊のミルクだからね！　愛情を込めて世話をしてるから、とってもおいしいんだよ」

　羊飼いいわく、それは自分が放牧している羊のもので、この館に定期的に届けに来ているものだそうだ。牛と比べて羊はミルクの生産量が少ないため、一般の村人には普ふ及きゆうしていないが、その味と栄養価から一部の富裕層に需じゆ要ようがあるらしい。

「この辺りの村だと、山菜採りちゃんが住んでる北の村にも売ってくれーって人がいるから、たまにお届けしにいくんだ」

　その時に山菜採りちゃんとも知り合ったんだよ、と羊飼い。

「今日もね、この館にミルクを持ってきてたんだけど、途中であの大雨でしょ。届けるついでに雨宿りさせてもらおうと思ってたんだけどなんとビックリ！　道具屋と花屋さんもいるんだもん！」

「僕たちは二人でハイキングに来てたんだけどね、途中で雨が降ってきて……ってところは羊飼いと一緒だよ。館があるらしいってことは知ってたからね。実際に来るのは初めてだから、本当にあって助かったよ」

　羊飼いに続く形で道具屋も、この館にたどり着いた経いき緯さつを話した。

「いやー、僕が方向音おん痴ちなせいで花屋とはぐれちゃった時はどうしようかと思ったんだけどね。雨まで降ってきちゃってさ。でもこの館の近くで奇跡的に再会できて本当によかったよ」

「本当です！　もっとしっかりしてください。あまりにも頼りにならないと嫌きらいになっちゃいますよ」

「ええ!?　ちょっと花屋！」

　本気で焦あせる道具屋に、

「冗じよう談だんですよ」

　花屋は笑いかける。

　微笑ましい二人のやりとりを見て、自然と赤ずきんの顔に笑えみが浮かんだ。

「はいはい、ごちそうさま！　この二人は婚こん約やくしてるんだけど、隙すきがあらばイチャイチャしようとするから気をつけてね！」

「お、おい羊飼い！」

　抗こう議ぎしようとする道具屋を無視して、羊飼いは赤ずきんに問いかける。

「そういえばまだ君の名前を聞いてなかったよね。せっかくだし、他の皆も自じ己こ紹しよう介かいしようよ。どうせまだ雨は止みそうにもないし、親しん睦ぼくを深めちゃおう！　うん、いい案！」

　自じ画が自じ賛さんしながら頷うなずく羊飼いに、山菜採りがそうですねと同意した。

「では、私は山菜採りと言います。羊飼いさんがさっきおっしゃいましたが、北の村に住んでいます。この辺りでしか採れない山菜があるので以前からこの館の近くまで来ることがあったのですが、今日は雨が急に降ってきましたから……後は皆さんと一緒ですね。雨宿りさせていただけないかと思って」

　よろしくおねがいします、と山菜採りは締めた。

「その腕うではどうしたんだい？」

　道具屋が聞く。

　山菜採りの右腕、肘ひじから手首にかけて包帯が巻かれている。

「えっと……」

　右腕を体の後ろに回して言葉に詰まった山菜採りを見て、

「ちょっと道具屋、女の子にそういうこと聞いちゃ駄だ目めだよ！　まったくデリカシーがないよね」

　と、羊飼いが割りこんだ。その後、花屋に同意を求めたところ、花屋も全くその通りだと道具屋を非ひ難なんする。

「あ、ごめんね、言いたくないことってあるよね！　僕ってほら、デリカシーがないみたいだから……」

「い、いえ、あの、大丈夫です……私こそすいません……」

　がっくりと肩かたを落としながら謝罪する道具屋に、山菜採りも表情を曇らせて答える。

　少しだけ重くなった空気を変えようと、赤ずきんが口を開く。

「あ、えっと、そういえばさっき転んでたみたいですけど大丈夫ですか？」

「そ、そーそー！　大丈夫？」

　赤ずきんの意い図とを察したのか、羊飼いも赤ずきんに続いた。

「え？　なんのことですか？」

　山菜採りは赤ずきんのほうに向き直る。

「え？　さっき台所で転んで……」

「なんのことでしょう」

　先ほどまでと変わらない優しい笑顔。

「転んで……」

　笑顔なのだが……

「転んでませんよ？」

　赤ずきんは追及することをやめた。やめざるをえなかった。引きつった笑顔で、あ、はい……と言うことが精せい一いつ杯ぱいだった。

「じゃ、じゃあ次は狩人君いってみよう！」

　よくわからないが、このままでは赤ずきんが危ない気がすると、羊飼いは本能的に悟さとり、話題の照準を狩人へ向けることにした。

　渡りに船とばかりに赤ずきんも隣に座っている、これまで会話に全く参加していなかった狩人のほうを見た。

　しかし当の本人は目を閉じたまま、我われ関せずといった様子で口を開く気配がない。

　初めてマジマジと狩人の顔を見ることになった赤ずきんは、まつ毛が長い──とまず思った。

　狩人が人狼を追い払ったのかどうかはわからないが、それでもあの雨の中で意識を失ったままでいれば、体温が下がり、危険な状態になっていただろう。いや、もしかしたら本当に危険な状態だったのかもしれない。それに人狼でなくとも森の獣けものに襲われていた可能性もある。命の恩人という表現は決して大げさではない。

　その狩人の精せい悍かんな顔立ちを見ていると、少しだけドキドキしてしまう。

　とにかくお礼をしっかり言わなくちゃ……と赤ずきんが改めて心に決めたところで、狩人がゆっくりと目を開いた。

　目が合った。瞬しゆん間かん、時が止まったような気がした。鼓こ動どうが速くなる。呼吸がうまくできず、口からは言うはずだったお礼の言葉が出てこない。忘れてしまった。人じん狼ろうに対たい峙じした時と同じようで違うその感覚に、全身を支配されてしまう。

「人の顔をジロジロ見るな」

　気だるそうに発された狩人の言葉で、赤ずきんは我に返る。

　顔が一気に熱くなる。

　もしかしたら今、自分の顔は赤くなっているんじゃないだろうか。いや、『赤』ずきんという赤色を有する名前なのだから、ずきんだけじゃなく、顔が赤くなってもおかしくない。そう、全く問題ない。これも個性であり、性質であり、特性であり、私なのだ。うん、大丈夫、何が大丈夫なのかちっとも理解はできないけれども大丈夫。

　と目を泳がせながら、

「え、あ、あの、その」

　どうやっても伝わることがないただの文字の羅ら列れつを発している、明らかに不ふ審しんな赤ずきんを見て、狩人は眉み間けんに皺しわを寄せる。

「お前、聞いているか……？」

「は、はい！　聞いてます！　大丈夫です！」

　声が裏返り、この謎なぞの恥ずかしさは増していくばかりだ。

「彼女は自分を助けてくれたヒーローに会えて照れちゃってるみたいだね。そんな彼女のためにも狩人君、自己紹介をよろしく！」

　茶化すような羊飼いの言葉が赤ずきんの体温をさらに上げるが、それに反論すらできずにうつむいた。

　そんな赤ずきんを狩人は怪け訝げんそうに見ながら、

「狩人だ」

　と言うと、また目を閉じる。

「ちょっと狩人君！　もっと他に言うことあるでしょー、これまでの流れ聞いてた？」

　羊飼いの抗議に狩人は片目だけを開き、

「知るか」

　心底面倒くさそうに言い放つと、また眠ろうとする。

「駄目だってばー！　皆してるんだから狩人君もしようよー」

　それでも狩人の腕を引っ張ったり目の前で跳ねたりして食い下がる羊飼い。

　他の四人もそれを止めようとしないということは、そこは羊飼いに同意のようだ。

「ああもう、わかったわかった………くそっ！　ガキはこれだから………」

「失礼な！　僕はもう十九歳だ！」

「俺からしたら十分ガキだ」

　そのやりとりを見て山菜採りがクスクスと笑った。

　いつの間にか羊飼いのペースに乗せられていた狩人は、苦々しい表情で一度舌した打うちをした後に話しだした。

「……この館の持ち主の孫だ。久々に爺じいさんの顔でも見てやろうかと思って来てやったんだよ。もっとも、まだ会っていないけどな。……ほら、これでいいんだろ」

「おっけーおっけーやればできるじゃーん！」

「撃うっていいか……」

　背負っている銃を外す狩人。

「ごめんなさい。調子に乗ってました」

　頭を下げる羊飼いを見て道具屋が笑いながら言う。

「そうか、今夜はラムが食べられるな」

「物ぶつ騒そうなこと言わないで！　それに僕は大人だからマトンだよ！」

　もうっ！　と頰を膨ふくらませて拗すねる羊飼いは、十九という年ねん齢れいにしてはやはり幼おさなく感じられるが、しかしそれが違い和わ感かんなく自然にできてしまうところは彼の魅み力りよくといっていいだろう。羊飼いの前では誰もが知らず知らずのうちに警けい戒かい心しんをなくす。誰にでも好かれる。それは持って生まれた才能というわけではなく、彼が自みずから『そういう風』になることを選んだ結果だ。

「さあ、最後は君だよ、お嬢じようさん」

　羊飼いがその笑顔を赤ずきんに向ける。それを合図に皆の視線が赤ずきんに集まった。

　狩人も羊飼いとのやりとりですっかり目が冴さえたようで、再び眠ろうとはせずに赤ずきんを見み据すえる。

　複数の視線を受け、少しだけ緊張しつつも赤ずきんはここでようやく、自分の名前を名乗った。

「私の名前は赤ずきんです。西の村から来ました」

　しかしその後、この館へ来た理由を話そうとすると言葉に詰まった。

　果たして人狼に出会ったことを話していいものだろうか。いらぬ不安を彼らに与える必要があるのだろうか。何よりもそれを話すことでまた思い出さなくてはいけない。あの残ざん酷こくで悲ひ惨さんな光景を。

　もちろん思い出そうとせずとも脳のう裏りに焼きついて、今もジリジリと赤ずきんの頭を焦こがしているが、それに自ら触れてしまうと、その部分から侵しん食しよくが始まってしまい、最終的には体の全てを壊こわされてしまうようで怖いのだ。

　せっかく目を逸そらし、何も感じないふりができているというのに、再び泣きわめいて情けない姿を晒さらしてしまうかもしれない。

　言いよどむ赤ずきんに何かを察したのだろう。山菜採りが両手のひらを合わせて音をたてた。

「あ、皆さんお腹なか空すいてませんか？　狩人さんに台所を使う許可を頂いているので、よかったら何か作りますよ」

「あ、ほんと？　僕、お腹ぺこぺこなんだ！」

「実は僕もなんだよね」

　山菜採りの提案に羊飼いと道具屋が賛さん成せいした。狩人は何も言わないが、異論を唱となえないということは別に構わないということだろう。

「雨もまだまだ止まないみたいだし、外はすっかり暗くなってしまった。よかったら狩人君、今日はここで一晩過ごさせてもらえないかな」

　窓の外を見ながら道具屋が狩人に尋たずねる。

「あ、僕も僕も！」

　それを聞いて羊飼いも、両手を上げて二度跳ねた。

「爺さんに聞いてみないことにはわからんが、まあ大丈夫だろう。部屋は余ってるしな。飯ができたら呼びに行く。その時に伝えておこう」

　ため息をつきながらも、狩人はそう答えた。

「もちろんあなたも、ね」

　先ほどから表情を曇らせたままの赤ずきんを見て、花屋が言った。

「ありがとうございます……」

　皆に気を使わせていることが申し訳なかったが、それでも赤ずきんはその優しさに甘えることにした。

「なら今日は皆さん一緒の夕食ですね。こんな大人数で食事をするのは初めてなので、腕によりをかけて作らせていただきます」

「私も手伝います」

　山菜採りと花屋は立ち上がり、台所へと向かっていった。

「あ、私も……」

　同性として一人取り残されてはいけないと立ち上がろうとした赤ずきんの頭ず巾きんを、狩人が引っ張って制す。頭巾を留めていた紐ひもに首を絞しめられ、赤ずきんはぐえっと蛙かえるのような声を出してしまう。

「な、何するんですか！」

　振り返り抗議する赤ずきんの剣けん幕まくを狩人は気にした様子もなく、

「お前はまず顔を洗ってこい」

　と赤ずきんに告げた。

「え？」

「涎の跡を消してこい」

　勢いよく自分の口元を押さえる。今度は顔が赤くなるのがわかった。口元を押さえていた手をずり上げて顔全体を隠す。

「洗面所はあっちだ」

　狩人は台所とは反対の方向を顎あごで示す。

「い……いってきます！」

　狩人が示した方向がわかっていたのかは定かでないが、踏ふみだした先は幸さいわいなことに正しい方向だったようだ。赤ずきんは『顔を押さえたまま』バタバタと洗面所へと向かった。そのため正面に待ち受ける扉とびらでおでこをぶつけたのは必然であると言える。

　あああああ！　と訳がわからない言葉を発しながら去っていく赤ずきんを見て、羊飼いは声を上げて笑い、それを道具屋がたしなめる。しかし明らかに笑いを堪こらえていて説得力はない。その中で狩人は一度だけ、小さく鼻で笑った。

　赤ずきんは山菜採りの気持ちがよくわかった……気がした。




　赤ずきんがそんな愉ゆ快かいなことをしている間、台所では山菜採りと花屋が料理に取りかかっていた。

「さて、腕によりをかけて……とは言いましたけれど、ここにある材料を考えると……豪ごう華かな食事というよりは、スープやサラダが精一杯といったところですね」

　食料保存庫から材料を取りだしながら、山菜採りは言う。

「食に無む頓とん着ちやくな方みたいですね。なんかもっとすごい食材があるかと思ってました」

　山菜採りによって目の前に並べられていく食材を見ながら花屋は言った。

　もちろん、高価なものを期待していたわけではないが、そこにある食材は村人の誰もが一般的に口にするようなものばかりだった。噂うわさではこの館の主人は相当資産を持っているにもかかわらず。

　いや、これは偏へん見けんなのかもしれないが。

「このような場所にお一人で住んでいる方ですから、質というよりは調理しやすくて、尚なお且かつ保存がきく食べ物を重視されてるみたいですね。野菜の状態を見ると少し古いのもありますし、頻ひん繁ぱんに食料を運んできてもらっているって感じでもないみたいです」

「なるほど……」

　保存庫を一目見ただけでそれだけのことがわかるのかと、花屋は素す直なおに感心した。

「さあ、材料は出し終わりました。調理開始です」

　迷いがない手つきで野菜を洗い始める山菜採り。

　一方で花屋は困っていた。実は花屋は料理がそこまで得意ではない。

　山菜採りが料理を作ると言った時に、なんとなくこの場は女性である自分たちがそれを担当するのが自然かと思って手伝いに来てみたのだが、いざ調理が始まると何から手をつければいいのか判断できなかった。

「えっと、私は何をすればいいですか？」

「じゃあ私が洗った野菜の皮を剝むいて切ってもらえますか？　私はお肉の下ごしらえをするので」

　よし。と一度謎の気合を入れて野菜を手に取る花屋の姿を見た後、山菜採りは自分の作業へと向かう。

　小さいころに両親を亡なくした山菜採りは、ずっと一人で暮らしていた。生前の両親は共働きではあったが、家事は主おもに母親がこなしており、山菜採りは子どもながらに力になりたいと、母親の手伝いをするようになった。手伝いをしている間は、忙しい母親を独ひとり占じめできる唯ゆい一いつの時間だった。ゆえに今でも家事は好きだ。家事をしている間は母親が側にいてくれるような気がして。

　もちろん子どもが一人で暮らすには、辛つらいことや悲しいこと、どうしようもないことも多々経験した。しかしそんな時ほど、山菜採りは家事をしながら自分を保たもってきたのだ。

　なぜだろうか、今日は家事が普段よりもさらに楽しい。

　その疑問はすぐに解消された。誰かのために、そして誰かと一緒に、という普段とは違うこの状況。一体どれくらいぶりだろうか。

　というわけで山菜採りが上機嫌に鼻歌を口ずさんでしまうのは当然だった。

「さて次は……痛っ！」

　下ごしらえを終え、次の工程へ進もうとした山菜採りの頭に、小さな欠片かけらのようなものが飛んできた。

　足元に落ちた赤い物体を拾うためにしゃがみこむと、再び山菜採りの頭に欠片が飛んでくる。

　それは人にん参じんだった。

　なぜ人参が……そう思いながら花屋のほうを見た山菜採りは自分の目を疑った。

　左手に握った人参を、右手に握った包ほう丁ちようで横に切る花屋という光景をどうして信じられようか。

「は、花屋さんストップストップ！」

　慌てて止めに行く山菜採りの声は花屋には届かず、

「えい！」

　掛け声と共にまた人参が発はつ射しやされ、それは見事に山菜採りのおでこへと命中した。

「あうっ！」

　その結果、以前台所で響ひびかせたものと同じ、情けない声を山菜採りは上げることとなった。もう言い逃れ（ではなかったが）はできないだろう。

　結局、ほとんどの作業を山菜採り一人でやることになった。そのほうが圧倒的に効率的だったのだ。花屋は申し訳なさそうに台所に置いてあった椅い子すに座っている。

「すみません、全くお役に立てなくて……」

　スープを混ぜる山菜採りの背中に向かって、花屋は声をかけた。

「いえいえ、誰にだって得意不得意はありますから。普段のお食事は道具屋さんが？」

「そうですね、いつも彼が作ってくれます。彼の料理、すごくおいしいんですよ！」

　表情を見ずとも、弾はずむような声で花屋が笑っているということが容よう易いに想像でき、山菜採りも思わず笑みが溢れる。

「それにすごく気がきくし、優しいし、手先も器用で……あ、実はこの服、一目見た時にすごく気に入ったんですけど、少し私には小さくて諦あきらめてたら、道具屋さんが仕立て直してくれたんですよ！」

　花屋はパタパタと足を揺ゆらす。それに合わせて、道具屋が仕立て直して余裕ができた部分、つまり胸も揺れた。先ほどまでの落ちこんだ表情は消え去り、今にも鼻歌でも歌いだしそうだ。

「この間だって……ってすみません、こんなこと聞かされても反応に困りますよね」

「いえいえ。普段そういう話を聞くことがないのですごく楽しいです」

　山菜採りは火を止めて振り向く。

「山菜採りさんにはそういう方は？」

「わ、私ですか？　私は……まだそういう王子様には出会えてないですね……」

「お、王子様……」

　花屋は口を押さえて必死に笑いを堪えた。その言葉を発する山菜採りは、可か憐れんな外見とも相まって、あまりにも夢見る乙女おとめという言葉が似合いすぎていたのだ。失礼だと思いながらも、妙にツボに入ってしまい、肩を震わせる。

「え？　え？　何か変なこと言いました？」

　戸惑う山菜採りの姿がおかしくて、ついに花屋は堪えきれず、声を出して笑った。

　笑う花屋を見て山菜採りは頰を膨らませながら、

「酷ひどいです……」

　と呟く。そんな動作も今の花屋には逆効果だと知らずに。

　結果、その後しばらく台所には花屋の笑い声が響き渡った。

「道具屋さんは花屋さんの王子様じゃないんですか？」

　ようやく花屋の笑いが収まった後に、山菜採りは聞いてみる。

　王子様という単語が発せられた瞬間、花屋の体がピクッと硬直したが、なんとか堪えて花屋は答える。

「王子様……にしては、見た目が冴えなさすぎですけどね……」

　今度は山菜採りが噴ふきだす番だった。










「なんであんなことに……」

　涎の跡を無事消すことができた赤ずきんは、洗面所の鏡かがみに自分の顔を映しながら一人呟いた。

　あんなこと……とは言わずもがな館に来る前のことであり、一人になるとどうしても考えずにはいられなかった。

　人狼が自分を追いかけ、館の近くまで来ていることは間違いないだろう。言い知れぬ不安が赤ずきんを襲う。

「酷い顔してるな……」

　鏡に映る表情には疲労の色が濃こく浮きでている。目元には隈くまができ、顔色も悪い。

「しっかりしなきゃ！」

　軽く自分の頰を両手のひらで叩たたく。

　館に集まっている他の人間は、赤ずきんが経験した恐きよう怖ふを知らない。知らないのであれば、わざわざ知らせ、彼らを無意味に不安がらせる必要はない。

　しかし、先ほどのように不安定な情じよう緒ちよのままではいらぬ心配をさせてしまうだろう。

「もう迷めい惑わくはかけられないよね」

　まず皆にお礼を伝えよう。そう思いながら鏡に笑いかけてみたが、そこに映る自分の表情はとてもぎこちないものだった。

　そんな自分を見てため息をついた瞬間、鏡の中心が歪ゆがんだ気がした。

　目が疲れているのだろうと思い、二度、三度と目を擦こすってもう一度見てみるが、相変わらず中心は歪んだままだ。

　それは歪みではなく、その部分だけが液体に変わってしまったかのように、小刻みに揺れているのだと赤ずきんは気づいた。

　そしてそこから波は紋もんが、鏡の表面を覆おおっていく。

「な、何……？」

　異変はそれだけではなかった。揺れる鏡の表面に映っている赤ずきんの背はい後ごに、ぼんやりと影が生まれていく。

　赤ずきんは魅み入いられたかのようにその光景から目が離せなかった。

　影が次し第だいにはっきりとしていくにつれ、鏡の揺れは収まっていく。

　それは少年の姿をしていた。

　赤ずきんよりも三つほど年下に見えるその少年は、大人用なのだろうか、明らかに長さが余っているマフラーを巻いている。

　そして少年は赤ずきんと目が合うと、歳相応の無邪気な笑顔を見せ、

「やっほー」

　と両手を顔の前で小さく振りながら言った。

　その手にあわせて、頭についている二つの獣の耳も動いていた。

　慌てて赤ずきんは後ろを振り向くが、そこには誰もいない。

「あ、僕、鏡の中にいるから。後ろからいきなりガオーとかの心配はいらないよ」

　赤ずきんがもう一度鏡を向き直すと、やはり自分の背後に少年がいるように見えた。

「あなた、人狼なの……？」

　赤ずきんは鏡の中の少年に話しかけた。

　そんな自分に違和感を覚える。なぜこうも平然としていられるのだろうか。つい先ほどまでは口に出すことさえ躊躇ためらってしまうほど、人狼という存在に怯おびえていたというのに。

「そうだね、僕は人狼。といっても、今は何もできないすごく不安定な存在だけど。いや、存在すら危あやういかもしれないね」

　そう言って鏡の中の人狼は肩をすくめ、少しだけ寂さびしそうな顔をする。

　鏡の中の人狼が言っていることの後半は理解できなかったが、赤ずきんは質問を続ける。

「私を殺しにきたの？　あの……おばあ……ちゃんみたいに……」

　鏡の中の人狼に対して恐怖心は感じないが、それでも口に出すのは声が震えた。相手はおばあちゃんを殺した人狼……ではないとは思うが。

「だから言ったでしょ。何もできないって。本当にこうして君と話していることすら奇跡みたいなものなんだから」
















　鏡の中の人狼がため息をつくと、獣の耳もペタッと垂れた。

「今回は挨あい拶さつだけさ。近いうちにまた会えるから」

　ばいばーい、と鏡の中の人狼が手を振ると、再び鏡の表面に波紋が広がり、先ほどとは逆に彼の姿は消えていった。

　赤ずきんは自分しか映らなくなった鏡の表面をペタペタと触さわってみるが、どこにも変わったところは見つけられなかった。

「なんだったの……？」

　赤ずきんは鏡に向かって話しかけるが、しかし答えは返ってこない。

　近いうちにまた会えるという言葉が頭に響き渡り、赤ずきんの心をざわつかせた。










「わ、大丈夫？　なんかさっきより顔色悪いよ？」

　さっきの出来事はなんだったのだろうか。そのことを考えながらフラフラとリビングに戻った赤ずきんを、驚いたような羊飼いの声が現実に引き戻す。

「えっと……」

　洗面所での出来事を話そうか思し惟いしたが、伝えたところで信じてくれないだろうと判断した。ただでさえ気を使わせているのだ。新たにその材料を増やす必要はない。

「大丈夫です」

　自分にできる精一杯の笑顔を見せながら答え、ソファの先ほどと同じ位置に座った。羊飼いがさらに何か言おうとしたが、

「もうすぐお食事の用意ができますよー」

　という、台所から聞こえてきた山菜採りの声に遮さえぎられた。

「爺さんを呼んでくる。飯の時ぐらい顔を出すだろう」

　狩人はそう言うと立ち上がり、二階への階段を上のぼっていった。

「山菜採りちゃんの料理楽しみだね！　ね！」

　羊飼いが目を輝かがやかせて、リビングにいる残りの二人、道具屋と赤ずきんの顔を見回しながら言うと、道具屋がそれに答える。

「彼女、そんなに料理上手なのかい？」

「そうだよ！　すごく上手だから期待してていいと思うよ！」

「そうなのか。うちの花屋が邪じや魔ましてなければいいけれど……」

「そんなに酷いの？」

「目的が炭すみを作ることなら、完かん璧ぺきだけどね……あ、これ花屋に言わないでくれよ？」

「えー、どうしようかなー」

　二人がそんな会話をしている間、手持ちぶさたになった赤ずきんはなんとなくリビングを見渡してみた。赤ずきんの正面には玄げん関かんがあり、左に台所、右には洗面所に繫つながる通路への扉がある。

　後ろを向くと、中央には二階へ上がるための階段があり、両りよう端はしには中庭へ出ることができる扉があった。その扉は上部がガラス張りになっていて、外の様子が窺うかがえる。相変わらず激しい雨がガラスを叩き続けていた。

　階段から足音が聞こえ、窓からそちらへ目を向けると、狩人が下りてきた。その表情が少しだけ険けわしく見える。

「どうかしたんですか？」

「いくら呼んでも返事がない」

　狩人は足を止めることなく、そのままリビングの戸と棚だなから鍵かぎをいくつか取りだした。

「ただ寝てるだけかもしれないが、もう年だからな。万が一ということもある。合鍵を使って扉を開ける」

　再び階段へ向かい、一段目に足をかけたところで立ち止まって、振り返った。

「そうだ、そこのお前……道具屋だったか？　一緒に来い」

「え？　あ、うん。わかった」

　どうしたの？　と尋ねながら道具屋は狩人の後に続き、二階へと上がっていく。

「どうしたんだろうね？」

　二人を見送った後に羊飼いと赤ずきんは顔を見合わせた。

　その直後──

「だ、誰か来てくれ！　大変だ！」

　道具屋の叫び声が二階から聞こえてきた。即座に反応した羊飼いが階段を駆け上がっていく。

　それと入れ替わりで、道具屋が階段を転がり落ちそうな勢いで駆け下りてくる。表情に恐怖を張りつかせて。

「お……おおおお……お……」

　何かを伝えようと必死に言葉を紡つむごうとするが、声が震えて全く単語になっていない。だが明らかに異常な何かが起こっていることだけは伝わってくる。

　そして、

「わああああああああ！！！」

　羊飼いの絶ぜつ叫きようが今度は館全体に響き渡った。道具屋に近づこうとしていた赤ずきんは、ビクッと体を縮こまらせる。

「どうしたんですか？」

　その声を聞き、台所から山菜採りと花屋も飛びだしてきた。

「道具屋さん！」

　花屋が道具屋の元へ駆け寄り、山菜採りは二階へと向かう。赤ずきんも後に続いた。何が起こっているのか、確認するために。

　嫌いやな予感しか、しない。それは山菜採りも同じだろう。頭の中で警けい鐘しようが鳴り響く。行ってはいけない、けれども行く以外の選せん択たく肢しは与えられていない。

　階段を上りきると、正面に開け放たれた扉と、その前で腰を抜かして座りこんでいる羊飼いの姿が見えた。その横を通り、部屋の中へ入る。

「あ！　み、見ちゃ駄目！」

　羊飼いの制止の声はすでに遅かった。赤ずきんはその場に立ち止まる。いや、扉の奥の『それ』から目が離せないのと同様に、足も釘くぎ付づけにされたかのように動けなかった。

　開け放たれた窓から雨が室内へと侵しん入にゆうし、『それ』を乱らん暴ぼうに濡ぬらしている。『それ』を伝って流れ落ちる雨水は、別の液体と混じり合い、どす黒く変わって床を汚よごしている。

　その傍かたわらに狩人が立っていた。

　何を考えているのか、表情からは読み取れない。いや、赤ずきんにはその思考ができない。それ以前に狩人は、視界に入ってすらいない。

　胸にナイフを突き立てられている死体から目が離せない。

「殺されてる……」

　大きく見開いた二つの目の縁ふちを這うように雨水が流れ、そこから頰へと伝う様は泣いているように見える。意思を持たなくなった瞳に赤ずきんが映った、気がした。

　赤ずきんはその目を知っている。知らされてしまった。

　自分の脳へ乱暴に手を突っこまれ、無理やり引きずりだされたそれを直接自分の目に貼りつけられたかのように、しっかりと鮮せん明めいに蘇よみがえる、おばあちゃんの最期の目。

　瞬まばたきすら許されない気がした。視界が赤く染まっていく。眼球が溢れてしまいそうだ。

　しかしその視界が遮られ、すぐ側で声が聞こえた。

「あまり見ないほうがいい」

　いつの間にか側に来ていた狩人が、手で赤ずきんの両目を覆い隠したが、それは決して赤ずきんの救いにはなりえなかった。目の前が闇やみに包まれたことで、今度は別の記き憶おくが赤ずきんを襲う。

　闇そのものだった人狼から植うえつけられた恐怖。それが一気に芽め吹ぶき、赤ずきんの体全体に根を張り、ジワジワと侵おかす。

「じ…………う……」

　赤ずきんが荒あらい呼吸と共に吐きだしている音が、何かの単語であると気づいた狩人は、赤ずきんに耳を近づける。

「じ……んろ……う……」

『人狼』

「おい、何か心当たりがあるのか？」

　錯さく乱らんしている人間には逆効果だとわかっていても、無意識に語ご尾びが強くなる。

　直接触れている手を通し、赤ずきんがビクッと硬直したことが伝わってきた。

　狩人は冷静になれと自分に言い聞かせる。今は駄目だと。たとえ赤ずきんから発せられた『人狼』という言葉が、狩人が最も憎にくむべき魔物を指すとしても。

　──たとえ人狼に両親を殺されているのだとしても。

　狩人は一度大きく息を吸って吐きだし、背後──扉のほうへ顔を向けると、道具屋と花屋が表情を強こわ張ばらせたまま死体を見つめていた。羊飼いはその場に座りこみ、顔色を青白くしながら口を手で押さえていた。嘔おう吐とを必死で堪えているようだ。そして山菜採りが傍らで羊飼いの背を擦さすっている。

「おい、山菜採り、こいつを下に連れていってやれ」

　狩人がそう声をかけると、山菜採りは何も言わずに頷いて立ち上がり、狩人と赤ずきんの元へ近寄る。そして未だ狩人に目を塞ふさがれたまま、「なんでなんでなんでなんで……」と、同じ言葉を繰り返している赤ずきんの両手を、山菜採りは優しく自分の手で包みこんだ。

「ゆっくり深呼吸をしてください。ここには私達がいます。大丈夫……大丈夫です」

　穏おだやかなその声は、赤ずきんの強張っていた体を溶かしたようで、赤ずきんの呼吸が少しだけ落ち着く。

「しっかり目を閉じてろ」

　狩人が赤ずきんから手を外す。言われた通りに赤ずきんの目はしっかりと閉じられていた。それを確認すると山菜採りは、

「花屋さん、手伝ってもらえますか？」

　と花屋に呼びかける。

「わかりました」

　山菜採りと花屋に左右から支えられながら、赤ずきんは部屋を後にした。

　狩人は部屋の奥へと入り、開いたままになっている窓から中庭を少しだけ眺めた後、それを閉めた。

　死体を見る。心しん臓ぞうをナイフで一突きにされているそれは壁に寄りかかったまま何も語らない。

「俺たちも下に行くぞ」

「そ、そうだね……ほら羊飼い」

　部屋から出て階段を下りていく狩人の後を、羊飼いは道具屋に肩を借りながらついていった。
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「何があったか、私達は知りません。でも、よかったら話してくれませんか？」

　手を握ったまま、落ち着きを取り戻した赤ずきんに山菜採りが切りだした。

　その言葉で、一同の視線が赤ずきんに集まる。この館に来た状況や、これまでの赤ずきんの異常な反応から、皆何かを察してはいたが、それが具体的になんなのかわからないという不安を今は解消するべきだった。

「人狼とか言ってたな。何があった」

「人狼って……まさか！」

　狩人の言葉に反応したのは、赤ずきんではなく道具屋だった。

「何か知ってるのか？」

「あ、いや……僕の知り合いも人狼に殺されたことがあってさ……」

「そうか」

　さほど興味もなさそうに狩人は、道具屋に向けていた視線を赤ずきんへと戻す。

　道具屋の話はそれほど珍めずらしいことではない。残念ながらこの近きん隣りんの村ではわりとよくある話なのだ。

　皆が人狼に怯えている。しかしどうすることもできず、自然災さい害がいと同じようなものだと諦めるしかない。そんな考えが村人達の間に蔓まん延えんしている。

　もちろん初めはそうではなかった。人狼による被害が出始めたころ、近隣の村が共同で討とう伐ばつ隊たいを組織した。しかし討伐隊が森に入った次の日の朝、それぞれの村の入り口に、討伐隊に参加したうちの一人が綺き麗れいに四等分されて一つずつ置かれており、他の者が戻ってくることはなかった。

　それ以降、人狼を討うとうと声を上げる人間はいなくなってしまった。ゆえに誰しもが、人狼という単語に過か剰じように反応したとしても、おかしくはない。

「無理に、とは言いません。でも、狩人さんのお祖じ父い様さまが、その……亡くなって……皆不安なんです。もしそれが人狼の仕し業わざなのだとしたらなおさら……」

　繫ぐ手にギュッと力がこもり、赤ずきんは山菜採りを見る。その表情を見て察する。

　山菜採りはこの館に来てから常つねに赤ずきんを気き遣づかってくれていた。それは確かに短い時間ではあるが、それでもその存在がわずかな衝撃で崩くずれてしまう赤ずきんの精神を、かろうじて保たせていた。しかし考えてみれば、彼女も赤ずきんより数年長く生きている程度の少女でしかないのだ。

　赤ずきんはゆっくりと周りを見回す。

　この場にいる皆が、山菜採りと同じ表情をしているように見えた。浮かぶものはただ一つ。──不安。

　この場で、人が死んだという異常な状況が、不安でたまらないのだ。

　そして赤ずきんから発せられた『人狼』という不ふ穏おんな単語。

　そもそも関係しているかどうかは定かでないし、何かが好転するというわけでもないけれど、それでも赤ずきんに何があったのか、それを知っておきたい。あやふやな不安を、せめて具体的なものへ変へん換かんするために、赤ずきんが事情を話すことを皆が望んでいる。

　赤ずきんは一度深呼吸をした後にゆっくりと言葉を紡いだ。

「……ここに来る前に……おばあちゃんが人狼に殺されたんです」

　おばあちゃんの家へパンを届けに向かったこと。そこで、おばあちゃんが人狼に殺されていたこと。人狼に襲われたが、お守り代わりのナイフを投げたら人狼の腕に刺ささり、怯んだ隙に逃げだせたということ。逃げている途中で道に迷い、そこで意識を失ってしまったこと。時々つっかえながらも、赤ずきんは全てを話した。

　頭を抱かかえる者、驚きに目を見開く者、それぞれが何を思っているのかはわからないが、ただただ黙だまって話を聞いていた。

　赤ずきんの話が終わった後、しばらく沈ちん黙もくが続いていたが、狩人がそれを破り、問う。

「人狼の腕にナイフが刺さったとか言っていたな」

「はい」

「それはどっちの腕だ？」

　少し考えて、赤ずきんは答える。

「右腕……でした」

「そうか……」

　ゆっくりと狩人が立ち上がり、山菜採りへと近づく。

　そして次の瞬間、

「きゃっ！」

　山菜採りの悲鳴。

　その場の誰もが、何が起きたのか一瞬わからなかった。

　いち早く、山菜採りが狩人に『背後から手を取られ、背中を足で押さえつけられている』のだと理解した羊飼いは、

「おい！　彼女に何をするんだ！」

　と狩人に摑つかみかかろうとするが、狩人は片手で背中から銃を抜き、銃口を向けてそれを制する。カチャリと安全装そう置ちが外れる音が鳴った。道具屋は、その音で我に返り、花屋を自分の背後に隠した。

「何をしているかって？　わからないのか？　人狼を拘こう束そくしているんだよ」

「何を馬ば鹿かなことを！」

　羊飼いが叫ぶ。

「話によると、人狼は右腕に傷を負おっているらしいじゃないか。この女の右腕に巻かれた包帯はなんだ？　明らかにこいつが人狼ってことだろ？」

　そんな……と山菜採りが悲ひ痛つうな声を上げる。狩人は銃口を羊飼いから山菜採りの頭へ押しつけた。

「違う！　山菜採りちゃんは子どものころに事じ故こで腕を大おお火傷やけどしてるんだ！　だからそれを隠しているだけだ！」

「え……？」

　羊飼いの言葉に反応し、小さく声を出したのはなぜか山菜採りだった。だがそれに気づく人間は誰もいなかった。皆、狩人と羊飼いの動向に神経を集中させている。

「ほう、ならお前がこの包帯を取れ。そしたら違うのだと証明できる」

「なぜだ！　僕が違うと言っているんだ！　その必要はないだろ！」

「お前もグルの可能性があるだろ？　雌めすの人狼は男をたぶらかすらしいからな。それに、この目で見ないと信用なんかできない。今この場で包帯を取って証明しないなら、お前もグルだ。殺すぞ」

「お前……！」

　激げき昂こうした羊飼いはもう一度狩人に飛びかかろうと構えた。山菜採りを救えるなら、自分は撃たれても構わない。そんな気迫を察した狩人は、再び銃口を羊飼いへ向け、引き金に指をかける。

　しかし羊飼いが飛びかかることも、銃声が響くこともなかった。

「二人とも、落ち着いてください」

　凜りんとした声が二人を制した。

　その声の持ち主、花屋は立ち上がると、自分の前にいる道具屋の制止を無視して羊飼いと狩人の間に割って入った。

「邪魔をするな」

　必然的に銃弾の射しや線せんに入ってなお、花屋は一切怯える様子を見せず、狩人と相対する。

　睨にらみつける狩人を見据え、一度大きくため息をついた。

「根本的な部分であなたは間違っています」

「なんだと？」

　眉を顰ひそめる狩人を気にも留めず、花屋は続ける。

「今ここで知るべきことは、誰があなたのお爺さんを殺したのか、ということであって、山菜採りさんが人狼かどうかではありません」

「こいつが人狼であれば、犯人はこいつで決まりだ。人狼は人間を戯たわむれで殺す非道な存在だからな」

　狩人は視線だけを山菜採りに向ける。その目には強い憎ぞう悪おが宿っていた。

「いいですか。あなたのお爺さんはナイフで胸を一突きにされていたんですよ。そんなこと、人狼じゃなくてもできます。私には、狩人さんがその子を人狼にしたがっているようにしか思えません」

「だからその確認をしようとしているんだろ。こいつが人狼でなければ改めて犯人を捜さがすだけだ」

　花屋は未だ踏みつけられたままの山菜採りを見る。

「と、狩人さんはおっしゃってますが、包帯を取ってくれますか？」

「それは……それだけは……」

　山菜採りは力なく首を振った。

「……どうしても見られたくない理由があるのですね」

「はい……」

「それはこの場の誰にも？」

「はい……」

　わかりました、と優しく言うと、再び花屋は狩人に言う。

「ということですが……あなたは見られることを嫌がる女の子を無理やり脱ぬがして興こう奮ふんするような方なのですか？」

「ふざけるな」

「あら、道具屋さんはそういうのが好きなので男の方はてっきりそうかと」

　思わぬところで飛び火を食らった形になる道具屋は、「は、花屋？」と裏返った声を上げる。花屋はそんな道具屋をチラリと見て、意地悪が成功した時のような笑みを浮かべた。

「とにかくまずはその物騒なものを下ろしてください。山菜採りさんを庇かばった羊飼いさんをグルと疑うのであれば、私もグルと疑いますか？　そしたら道具屋さんも疑わなくてはいけないですし、キリがないですよ」

　花屋と狩人は無言でしばらく見つめ合う。狩人はきつく睨みつけ、それを涼すずしい顔で花屋が受け流す。

　根こん負まけしたのは狩人だった。舌打ちをしながら銃を下ろし、山菜採りの拘束を解とく。張り詰めていた空気が少しだけ緩ゆるみ、道具屋が大きく息を吐はいた。

「山菜採りちゃん！」

　解放された山菜採りに羊飼いが駆け寄る。

「大丈夫です、ありがとうございます」

　少しふらつきながらも山菜採りは自分の力で立ち上がる。それを確認すると羊飼いは山菜採りを庇うように一歩前に出た。

「確かに人狼が爺さんを殺したという証しよう拠こは、今のところない。だがこいつが人狼ではないという証明をしていない。人狼かもしれないと疑わしき人物と共にいることがどれだけ不安か、理解できないわけないよな？」

　拳こぶしを握りしめ、睨みつけてくる羊飼いに狩人は問う。

「だから山菜採りちゃんは……」

「それはお前の立場だからだ」

　羊飼いの言葉を狩人が遮った。

「俺達は初対面なんだ。そんな相手の言葉を素直に信じられるほど、俺は能天気じゃない」

「では、どうすると？」

　でも……と言葉に詰まった羊飼いの代わりに花屋が尋ねる。

「こいつは今夜閉じこめる。それが俺ができる最大限の譲じよう歩ほだ」

「そんな！　そんな必要なんて……」

　羊飼いは反論の言葉を必死に探す。狩人の言い分には理解できる部分もある。もちろん山菜採りのことは微み塵じんも疑っていないし、違うと断言できる。それでも、だ。

　もしも人狼ではないかと疑われたのが、山菜採りではなく、顔見知りの道具屋や花屋でもなく、初対面の相手だったら……？　自分も狩人と同じように考えたかもしれない。人狼かもしれないという疑いは無視できるものではないのだ。

　しかし、羊飼いは山菜採りが人狼ではないとわかっている。包帯を取らない理由も知っている。ゆえに山菜採りが閉じこめられる必要などない。狩人は明らかに間違っている。

　けれど羊飼いが答えを見つけるよりも先に、

「わかりました」

　と背後から声がした。驚き振り向くと、山菜採りがいつもの優しい微笑みを浮かべていた。

「山菜採りちゃん？」

「本当は私が包帯を取ればいいのですが、この醜みにくい腕だけは……本当に誰にも見られたくなくて……」

　山菜採りはうつむき、左腕で右腕を強く摑む。そして話し続ける。

「でも私が閉じこめられることで狩人さんが安心し、納なつ得とくしていただけるなら」

　山菜採りは右腕を握る力をさらに強める。誰にも悟られないために。狩人の祖父を殺した犯人がいるかもしれないこの状況で、一人になるという恐怖に震えていることを。

「山菜採りちゃん……」

　泣きだしそうな表情で山菜採りを見る羊飼いに、もう一度微笑みかける。うまく笑えている自信はあった。かつて羊飼いが無邪気な笑顔を『身につけた』のと同様に、山菜採りもそうして笑うことで自分を守ってきたのだ。

「大丈夫ですよ。何かあったら大声を出しますから」

　羊飼いは何も言えなかった。その山菜採りの完璧な笑顔が、自分と同じように作られたものなのだと『わかって』いても。

「奥に、かんぬきで外からしか鍵をかけることができない部屋がある。まあ、部屋というか物置だが」

「わかりました」

　物置へと向かう狩人に続き、山菜採りが歩きだす。

「あ……あの……山菜採りさん！」

　こうなった原因は赤ずきんが発した『人狼』という単語だ。何か言わなければ。これまで完全に蚊か帳やの外だった赤ずきんは思わず声を出した。だが、何を言えばいいのかわからない。自分が悪戯いたずらに場をかき乱してしまったという後こう悔かいに苛さいなまれ、山菜採りに対する申し訳なさで言葉が出てこない。

　狩人は立ち止まることなく赤ずきんの前を通りすぎたが、山菜採りは赤ずきんの前で立ち止まり、一度だけにこりと微笑んだ。そして再び狩人の後を追う。

　赤ずきんは何も言えずに、館の奥──これから監かん禁きんされる物置へと去っていく山菜採りを見送った。

「違う……違うよ……だって彼女は……」

　羊飼いが力なく呟く。

「大丈夫、夜が明けたら雨もあがる。そしたらこの館からも出られるし、すぐに山菜採りさんも出してもらって、皆で帰ろう」

「お爺さんが亡くなって、狩人さんも神経質になってるだけですよ」

　道具屋と花屋が羊飼いを気遣い声をかけるが、羊飼いはなんの反応もせずに、山菜採りが消えた扉をただ見つめていた。それ以上二人も何も言えず、沈黙が続く。

　そんな空気に耐えられなくなったのか、花屋が口を開く。

「こんな時だけど、せっかく料理ができたんだから食べちゃいましょう。お腹が減ったままじゃ、悪いことばかり考えてしまいます」

　そう言って台所へと向かう花屋に、道具屋が「僕も手伝うよ」と続いた。

「あ、私も……」

　慌てて駆け寄った赤ずきんへと、道具屋が小声で言う。

「君はここで羊飼いを見ててくれないかな。狩人君が戻ってきた時にまた喧けん嘩かになったら困るし、一人にするのが不安なんだ」

　なら知り合いの二人のうちどちらかが残ったほうがいいんじゃ……赤ずきんはそう思ったが、

「知り合いの僕達には言いにくいことも、君になら話してくれるかもしれないしね……」

　という道具屋の言葉に、「わかりました……」とソファへと戻った。

　しかし結局羊飼いが話しかけてくることはなく、赤ずきんもチラチラと羊飼いの様子を窺いながらも、何も言うことができずに、無言の時間が続いた。

　しばらくして、物置への通路に繫がる扉が開き、そこから狩人が一人だけ戻ってきた。

　狩人はリビングを見回した後、赤ずきんに、

「他の連中はどうした？」

　と尋ねた。

「二人は食事の準備に行きました」

「そうか……でも料理はあの女も作ったんだろ。毒どくでも入れられていたらたまらないな」

　狩人の言葉は悪意からではなく、本心からだった。しかし、今それを言うのは空気が読めないと言うほかない。もともと読む気はないのだろうが。赤ずきんが狩人を咎とがめようと口を開くよりも早く、

「お前！」

　羊飼いが狩人に飛びかかり、襟えり元もとを摑んで締め上げた。

「さっきも言っただろ！　あの包帯は火傷の痕あとを隠すためなんだ！　彼女はあの傷のせいで酷い虐いじめを受けていたんだぞ！　だから……だから人前で包帯を取れないんだ！」

　羊飼いの怒ど号ごうに気け圧おされず、狩人は淡たん々たんと返す。

「俺も同じことを言うが……それが本当だと証明できていない」

「……くそっ！」

　狩人を突き飛ばすように羊飼いが離れた。狩人はそれでバランスを崩すこともなく、なんの感情もこもっていない視線を羊飼いに向けたまま襟元を正した後、数歩下がって壁に寄りかかった。

「穏やかじゃないですね」

　赤ずきんが振り向くと、料理を載せた盆ぼんを持った花屋が戻ってきていた。

　そのまま場に充じゆう満まんする一いつ触しよく即そく発はつの空気を全く気にすることなく、テーブルに料理を並べていく。それから少し遅れて、道具屋も同じように料理が載った盆を持って台所から出てきた。花屋と違い、道具屋は張り詰めた空気に萎い縮しゆくしているようだ。花屋に盆を渡すと早足で台所へと戻った。

「私と道具屋さんが味見をしましたが、もちろん毒なんか入ってませんよ。あの子、すごく料理が上手なんですね」

　道具屋から受け取った料理も配はい膳ぜんし終えると、花屋は手を一度叩き、

「食欲はないかもしれませんが、食べられる時に食べておいたほうがいいと思いますよ」

　と未だ睨み合ったまま、いや、一方的に狩人を睨みつけている羊飼いと、それをさほど気にせずに壁に寄りかかっている狩人に向けて声をかけた後、「あなたもそう思いますよね」と赤ずきんの顔を見ながらウィンクをした。

「は、はい、私もそう思います」

　慌てながらも、赤ずきんはそう答える。とにかくこの悪い空気をどうにかしたいと思っていたが、自分ではどうすればいいかわからずにいたため、少々強ごう引いんなところのある花屋の存在は非常にありがたかった。

　それが功こうを奏そうしたのか、興を冷ましたのかはわからないが、羊飼いはようやく狩人から目を逸らした。

「僕はいらない。一人になりたいんだけど……」

「これを使え。二階の客間の鍵だ」

　狩人がポケットから鍵を一つ取りだして羊飼いに投げ渡す。羊飼いがそれを受け取ると、

「適当に取りだしたからどこの部屋かわからんが、鍵が合う部屋を探せ」

　と説明した。羊飼いは無言で二階へと上がっていく。

　その後狩人はまたポケットから鍵を二つ取りだし、「ほら」とその一つを赤ずきんに投げた。少しだけ高く投げられた鍵はキャッチしようとした赤ずきんの手を逸れ、見事おでこに当たり、赤ずきんは小さな声を出してしまうが、それに一切触れることもなく、狩人は同じようにもう一つの鍵を道具屋に投げた。道具屋は片手でそれを受け取る。

「お前達にも渡しておく。鍵が合う部屋を使え。だが客間の数は十分じゃない。道具屋と花屋は同じ部屋でいいな？」

「うん、構わないよ」

　鍵の受け渡しが終わったところで、花屋が促うながし、山菜採りと羊飼いを除のぞいた四人は食事をとることになった。当然和気あいあいとした雰囲気ではなかったが、花屋が言った通り山菜採りがほぼ一人で作った料理は、簡単なものではあるがこの異常な状況でもとてもおいしいと感じることができた。

　その中で、明日の行動を話し合う。明日、豪ごう雨うが収まり村に戻ることができ次第、警けい備び隊たいを呼ぶこと、死体は専門家に任せるため素人しろうとの自分たちが触れずにおくこと、そして後で狩人が山菜採りへ食事を届けることが決定した。

　食事が終わると、食事の準備に一切かかわれなかった赤ずきんが洗い物をすると申し出た。

　その際、

「あら、それが理由なら狩人さんも何もしてないですよ？」

　という花屋の言葉で、狩人もしぶしぶ洗い物をすることになった。

　花屋いわく、この館は狩人のお爺さんのもの『だった』が、今は持ち主不在である。

　少し立場は違うが狩人もゲストであることには変わりがなく、作業を分ぶん担たんするのは当然である。

　半なかば強引に押しきられた形の狩人は、今、赤ずきんと一緒に台所で食器を洗っていた。

　が、無言。

　気まずい！　……と赤ずきんは心の中で叫ぶ。

　もともと寡か黙もくな狩人は全く苦に感じていないが、赤ずきんは違った。会話をしなくてはいけない理由がある。内心意気込んではいるのだが、なかなか切りだせず、隣で黙々と皿を洗う狩人を横目でチラチラと見ては様子を窺っていた。

「なんだ？」

　そんな視線に気づいた狩人は、視線は手元に向けたまま赤ずきんに問う。

「えっと、あの……」

　不意をつかれた形にはなったが、向こうから話しかけてくれるという好機を逃してはなるまいと食器から手を離し、狩人のほうへと体ごと向き、勢いよく頭を下げた。

「ありがとうございます！」

　狩人も作業を止め、赤ずきんと向かい合う。

「お礼を言われる心当たりがない」

「狩人さんが私をここまで連れてきてくれたって、花屋さんに聞きました。お礼を言うのが遅くなってすみません」

　狩人は、ああ、と納得したように頷いた。

「死んでたらそのまま無視していたが、生きてたからな。気にするな」

　頭を上げて食器を洗え、と狩人は再び皿を手に取った。

　赤ずきんもそれに続く。狩人の返答は正直どうかとは思ったが、とにかくお礼を言えて胸の奥に引っかかっていたものが一つ取れた。少しだけすっきりして、先ほどまで感じていた気まずさもなくなった、気がする。

「ところでどうやってここまで運んでくれたんですか？」

　ふと気になったことを尋ねてみる。すると狩人は、

「どうやって……」

　泡あわがついたままの両手を自分の胸の高さに上げた。狩人の動作は一般的にお姫様抱っこと呼ばれるものを連想させた。
















「えっと……」

　赤ずきんも、いつかそういうことをされてみたいと憧あこがれ、寝る前に一人にやけながら妄もう想そうをしたこともある程度には純じゆん粋すいな少女であるが、当然のごとく経験もなければ耐性もない。

　顔を赤く染そめ、皿を洗う動作がぎこちなくなるのは当たり前であるが、狩人からしてみれば、銃を背負っている状態で肩に担かつぐという選択肢は存在しなかったのだから、赤ずきんの反応がどういうことなのか理解できず、気にせずにまた皿を洗いだす。

　もちろんそんな狩人の事情を知らない、思いつけない赤ずきんは、意識を失っていたことを激しく後悔した。もっとも、意識を失っていなければ確実に自らの足で歩かされていただろうが。

　赤ずきんの中で、これまでは『恩人』ではあるが、『少し怖い人』という印いん象しようだった狩人に、新たに『お姫様抱っこの人』という要素が追加される効果音が脳内で響いた。

　完全に狩人を意識してしまい、照れから萎縮している赤ずきんと、特に話す必要性を感じていない狩人の二人に、その後全ての食器を洗い終えるまで会話はなかった。

「これから山菜採りに食事を持っていくが、お前もついてこい」

　拭ふき終わった食器を棚にしまい、台所を出ていこうとしていた赤ずきんを狩人が呼び止めた。

「俺が持っていっても怯えさせるだけだろう。俺は部屋の前で待たい機きしておくから、お前が中に入れ」

　狩人の言葉に赤ずきんは、なるほどと頷く。確かに人狼だと疑い閉じこめた張本人である狩人が一人で部屋に入っていくと、山菜採りは警戒するだろう。

　狩人に持っていくように提案したのは、食器洗いの件と同様に花屋であり、山菜採りに対して一言謝罪するようにと促していたが、狩人はそれについては同意せず、そうするぐらいならば最初から閉じこめてなどいないと言った。だがそれでも、とこれまた強引に花屋に持っていくことを押しつけられた狩人だったが、しかし多少なりとも気まずさはあるのかもしれない。赤ずきんはこれに快こころよく同意した。

「あ、なら羊飼いさんにも声をかけてみます？　もしかしたら落ち着いていて、食事をする気になっているかもしれません」

　狩人は首を横に振る。

「あいつはやめておけ。俺を見たらまた突っかかってくるだろうし……」

　少し怪あやしい。と小声で付け加えた狩人の声を聞き取れずに赤ずきんは聞き返すが、

「なんでもない。準備しろ」

　と狩人は、スープが入った鍋なべを火にかけて温め直し始めた。
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　山菜採りが右腕に包帯を巻いている原因は火事だ。深夜に母親の不注意によって起こったそれは、山菜採りから両親を奪い、右腕に消えることのない火傷の痕を残した。

　村の子ども達にとっては、親がおらず、右腕に醜い火傷の痕がある山菜採りは異い端たんであり、虐めの格かつ好こうの的まとだった。それまで仲がよかった友達にすら避さけられ、気持ち悪いと罵ののしられ、石を投げつけられた。時には理り不ふ尽じんに殴なぐられることもあった。山菜採りが止めてほしいと泣くと、うるさいとさらに腹を蹴けられた。そしてそれは大人の目がある場所では決して行われなかった。

　村の大人達は山菜採りに同情の目を向けるだけだった。最初は大人に虐めの相談をしたが、どの親も、自分の子どもがそんなことをするはずがないと取り合わなかったし、また子を持たない大人も厄やつ介かい事ごとを抱えこむことを嫌い、相手にしようとしなかった。

　一人ぼっちですがるものがなく、心が壊れかけた山菜採りは自殺をしようと試こころみ、右手首にナイフを当てた。しかしどうしても刃やいばを引くことができなかった。

　死ぬことすらできない自分に心底呆れ、絶望した山菜採りの耳に笑い声が聞こえた。自分一人しかいないはずなのに、一体誰が笑っているのだろうか。そして気づいた。笑っているのは自分なのだと。それから山菜採りはしばらく笑い続けた。何も楽しいことなどないのに。

　それは悲しみに浸つかりすぎた山菜採りの防ぼう衛えい本能だったのかもしれない。

　その後、山菜採りは子ども達に暴ぼう力りよくを振るわれた際、無意識のうちに笑顔を浮かべるようになった。子ども達はそんな山菜採りを見て、不気味だと近寄ることすらなくなり、山菜採りは一人ぼっちの平へい穏おんを取り戻した。笑顔でいることが、山菜採りの武ぶ器きとなった。

　常に笑顔の山菜採りを見て、大人達は「強い子」だと称しようした。どうやら悲ひ劇げきから見事立ち直ったと思われたらしい。

　相変わらず子ども達からは避けられていたが、徐々に大人達には変化が起こった。親を失った悲しみを乗り越え、健けな気げに前へと歩みだした少女へ手を差し伸べる自分に陶とう酔すいする大人が増えてきたのだ。

　最初はその変化に戸惑った山菜採りだったが、それを純粋に嬉しいと思った。ただの大人達の自己満足だったとしても、そのことに気づけるほどの年齢ではなかったし、もともと素直な性格だったことが幸いした。

　大人が変化すれば当然子どもも変化する。大人達に可か愛わいがられる山菜採りに擦すり寄ってきたのだ。一人、また一人と謝りだし、最終的には山菜採りを虐めていた全員が謝罪した。

　それを山菜採りはあっさりと受け入れた。なぜ許したのかと問われたところで、山菜採りだからだとしか答えることはできない。

　しかし許しはしたが、決して忘れはしなかった。忘れられはしなかった。

　だから虐められる原因となった右腕にはしっかりと包帯を巻き、決して他人に見せはしなかったし、常に笑顔でいた。そうしていれば皆優しくしてくれる。そうやって山菜採りは過ごしてきた。

　ある程度歳を重ねると、子供のころの自分に対する大人の態度も、裏の部分も含め理解できるようになった。だがそうなったところで、大人達に支えられて生活してきたことには変わりなく、その裏も今ではなくなり、純粋に山菜採りを気にかけてくれていることもわかっていたため、今さらどうにかしようという気にもならなかった。

　ただ、自分は純粋に手を差し伸べられる人間になろうと、そう誓ちかった。
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　灯あかりは点っているが、それでも薄暗い物置の中で一人、山菜採りは昔のことを思い出していた。どうして今そんなことを……そう思っていると、ふいに扉がノックされ、山菜採りはビクッと体を震わせたが、

「お食事持ってきました」

　という赤ずきんの声に安あん堵どし、息を吐く。

「ありがとうございます」

　山菜採りが返事をすると、外でガチャリとかんぬきを開ける音がして、ゆっくりと扉が開いた。立てつけが悪いのか大きく耳みみ障ざわりな音が響く。室内よりも明るい廊ろう下かから入りこむ光に少しだけ目が眩くらむ。

「はい、どうぞ」

　差しだされた料理の量を見て、山菜採りは目を丸くする。

「こ、こんなにですか？」

　もともと少食である山菜採りが目の前に差しだされた量を平らげるには、軽く見積もっても三人の山菜採りが必要ではないだろうか。

「やっぱり、多すぎますよね……」

　赤ずきんは苦笑いを浮かべながら山菜採りの横に座る。

　ちなみにこれを準備したのは狩人だが、いわく、一人前らしい。確かに食事中に狩人は何度もおかわりをしていた。毒が入っているかもしれないなどとよく言ったものである。

「い、いえ、頑張ってみます！」

　そう言ってスプーンをグッと握りしめ、己おのれの胃袋の限界に挑ちよう戦せんしてみたが、当初の目測通り三分の一ほどが胃の中に入った辺りで音ねを上げてしまった。

「お……お腹いっぱいです……」

「ですよね……」

　山菜採りが食事を終えた後、二人はしばらく話をした。

　お互いの村で流は行やっていること、料理を作るコツ、将来の夢、そして……

「……あの」

　神しん妙みような面おも持もちで赤ずきんが切りだした。

「その包帯のことなんですけど……」

「これは……」

　無意識のうちに、山菜採りは右腕を押さえる。

「小さいころに火傷したって……」

　いい機会なのかもしれない、と山菜採りは考えた。これまでは事情を知らない人間から腕のことを問われても、うまく理由を濁にごして躱かわしてきたが、丁度自分の過去を思い出していたタイミングで現れた赤ずきんは、もしかして何かの思おぼし召めしなのではないか、と。

　しばらく考えを巡めぐらせた後、山菜採りは話しだした。自分の両親を火事で失ったことや、その際に右腕に酷い火傷の痕が残ったことを。

「この腕のせいで小さいころはとても酷い虐めにあっていました。だからこの包帯を人前で取るのが今でもすごく怖いんです。こんな醜い腕を見せたら……また嫌われるんじゃないかって……でも私のそんな我わが儘ままのせいで、皆さんにご迷惑をかけてしまい申し訳ありません」

　赤ずきんは最後まで口を挟むことなく聞いてくれていたが、山菜採りが最後に頭を下げると慌てたように、

「あ、謝らないでください！　むしろ私のほうこそ無神経に質問してすいません！　それに私があんなことを話さなければ山菜採りさんがここに閉じこめられることもなかったわけですし、本当にごめんなさい！　料理だって私が狩人さんを止めてれば……」

　と、ぺこぺこと何度も頭を下げた。

「いえ、狩人さんの言うこともわかりますから。謝らないでください」

　これは本心だ。自分だって明らかに疑わしい者がいたら、そんな相手と一緒にいるのは不安だし、今回はそれが自分だったというだけだ。少し過剰な気はしないでもないが、狩人のあの反応はもしかしたら過去に何かあったのかもしれない。

　しかし赤ずきんは謝ることを止めず、ついには山菜採りが台所で躓つまずいたのも自分のせいだと言いだした。

　そんな赤ずきんがおかしくて笑いがこみ上げてくるが、山菜採りはそれを必死に堪える。ついに我が慢まんができず、口を押さえて「ふふっ」と息を漏もらしてしまった。失礼だとは思いつつも、どうしても耐えられなかった。

　山菜採り自身、どうしてここまでおかしいのかわからなかった。確かに今目の前にいる少女は滑こつ稽けいであるが、それでも普段なら我慢できるはずである。

　これまで、こんなに事細かに自分の過去の話をしたことはない。もしかしたらそれができた──過去を話したところで悲しかったり辛かったり、そんな負の感情を持たなかった自分に──安堵しているのかもしれない。まさかこんなところでそんな自分を確認できるなんて。

　赤ずきんはなぜ自分が笑われているのかわからずに困こん惑わくしていたが、笑い続ける山菜採りにつられて笑いだす。

　この子に出会えてよかったと、そんな赤ずきんを見ながら山菜採りは心の中で思う。

　雨に降られたこと、雨宿りをしていた館で殺人事件が起きたこと、そして人狼と疑われ閉じこめられていること、それら全てを差し引いてもまだ十分なお釣つりがくる出会いだ。

「村に帰ったらお手紙書いていいですか？　もっと赤ずきんさんと仲良くなりたいです」

「私も書きます！　私ももっと山菜採りさんと仲良くなりたいです！」

　なら……と山菜採りは自分の小指を赤ずきんに差しだす。

　意図をすぐに理解し、赤ずきんは自分の小指を山菜採りの小指に絡からめた。

「約束ですよ？」

「はい！」

　二人は再び顔を見合わせ笑い合った。

「あ、そういえば羊飼いさんとお付き合いしてるんですか？」

　赤ずきんは何の気なしに尋ねてみる。

「え……？」

　しかし山菜採りの表情が固まる。

「どうして……ですか……？」

「だって羊飼いさん、山菜採りさんをここに閉じこめるってなった時に、ずっと反対してましたし、包帯を取らない理由も知ってましたから……」

　それを聞いて山菜採りは思い出す。あの騒そう動どうの中、羊飼いが狩人に言い放った言葉を。

　そして今落ち着いた状況で考えてみると、羊飼いのその言葉は近頃山菜採りを悩ませている出来事と繫がり、疑ぎ惑わくへと変わっていった。

「羊飼いさんとは、特に親しいというわけじゃなく、顔見知り程度で……火傷のことだってお話ししたことないんです……」

「え？　それって……」

　まだ疑惑であり、確かく証しようはないそれを、口に出すのは躊躇われた。しかし、もしそうならば知らせておくべきことなのではないか。

　確証はないのですが……と前置きして、山菜採りは切りだした。

「最近家に手紙が届くようになったんです」

「手紙……？」

「その内容が……」




──僕はいつも貴女あなたを見ています。君のことを理解できるのは僕しかいない。全て知ったうえで愛してあげる。僕の、僕だけの山菜採り──




「といった内容で……たまに部屋の中の物の位置が勝手に変わってる気もして……」

「それってストーカーってやつですか……？」

　嫌けん悪お感かんからか、赤ずきんの頰をやけに冷たい汗が流れ落ちる。
















「直接的な被害はまだないんですけど、気味が悪くって……」

「それを羊飼いさんが……？」

「わかりませんが……でも……もしそうなのであれば……」

　突然扉を強く叩かれ、赤ずきんと山菜採りは体を強張らせた。

「おい、まだか？」

　不機嫌そうな声が響き、それが羊飼いのものではないことに安堵した二人は顔を見合わせて大きく息を吐く。

　物置の前で待っていた狩人が痺しびれを切らせたのだ。確かにずいぶん長く話しこんでしまった。

「すいません！」

　赤ずきんは狩人に向けてそう言った後、山菜採りにもう一度向き直る。

「あの、私もここに残ります」

　山菜採りは首を横に振る。

「ありがとうございます。でも、大丈夫ですよ」

　山菜採りは気づいている。自分がここに一人でいることの意味を。

　可能性は低い。しかし、もしそれが起こったら、『どちらであったとしても』危険であることも。

　だからこそ、目の前で自分を心配してくれている赤ずきんを巻きこみたくなかった。

　赤ずきんはまだ何か言いたげだったが、

「ほら、狩人さんをこれ以上待たせたら申し訳ありません」

　と、山菜採りに促されてしぶしぶ物置を後にし、その後ろ姿を山菜採りは最後まで笑顔で見送った。

　赤ずきんは気づけなかった。いや、山菜採りが気づかせなかった。山菜採りが後ろに組んだ手を握りしめ、震えだしそうな体を必死で抑えていることに。

「おやすみなさい、赤ずきんさん」

　すでに閉じられた扉を見つめながら、山菜採りは呟いた。
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　物置を後にした赤ずきんは、台所で山菜採りが使用した食器を洗い、狩人と共に二階へと上がった。

　二階には六つの部屋があり、そのうちの一部屋は言うまでもなく狩人の祖父の部屋である。その横の一室は収しゆう集しゆう癖へきがあった祖父のコレクションを置く部屋として利用されていると狩人が教えてくれた。

　残る四部屋のうち、二つの部屋の扉と床の隙間からは灯りが漏れていたため、すでに使用されていることがわかった。そして最後に余った二つの部屋の片方は狩人がこの館に来るたびに利用している部屋であったため、赤ずきんは狩人から渡された鍵が合う部屋を探す必要はなく、狩人に一言「おやすみなさい」と告げると一番西の部屋へと入った。

　扉の鍵を内側から閉じ、二度三度と扉を揺さぶりきちんと施せ錠じようされていることを確認した後、赤ずきんは部屋の奥に設置してあるベッドに腰掛け、大きなため息を吐く。

　ようやく一日が終わろうとしている。赤ずきんの人生でもっとも長く、最悪な一日が。

「おばあちゃん……」

　一人でそう呟き、赤ずきんは戸惑う。とても悲しいはずなのに何も感じない。

　後ろに体重をかけ仰あお向むけに倒れこむと、ベッドが少しだけ軋きしむ音がした。

　あまりに色々なことがありすぎて、少し感覚が麻ま痺ひしている気がする。先ほど山菜採りと談だん笑しようできたことも、一種の現実逃とう避ひだったのかもしれない。そう思わなければ、自分はとても冷れい徹てつな人間だということになってしまう。

　でも今はそれがありがたい。正常なままだときっと自分は耐えられないだろう。

　目線だけを動かして窓の外を見る。

「雨……止まないな……」

　そのまま赤ずきんは引きずりこまれるように眠りへと落ちていく。

　覚えのある笑い声が聞こえた気がした。




　おばあちゃんの右腕を肩から乱暴に引きちぎると、そこから噴ふん水すいのように噴きだした血が顔にかかる。その熱さが心地ここちよくて、今度は左腕をねじ切った。左腕を自分の頭の上に掲かかげて流れ落ちる血を浴あびる。しばらくして血が落ちてこなくなると、その腕を放り捨てて両手で頭を摑み、グルグルと回した。何度も回していくと首の中央が捻ねじれて細くなっていき、それでも手を止めずに続けると、繊せん維いが切れる音がして胴どう体たいと頭が分離した。頭をボールの代わりに両手で上に投げ、落下してきたそれを受け止める。投げては受け止める。投げては受け止める。そして無邪気な子どものように声を出して笑い……




　赤ずきんは目を覚ます。

　暗い部屋の中、赤ずきんはゆっくりとベッドから体を起こした。何かとても恐おそろしい夢を見ていた気がするが内容は思い出せない。

「喉のど……渇かわいたな……」

　水を飲むためには一階の台所へ行く必要がある。赤ずきんは部屋の外へ出ていいものかと少し悩なやんだが、喉の渇きはそのわずかな時間で一層強まった。

「……行こう」

　立ち上がると少し頭痛がし、片手で頭を押さえたまま扉へと向かった。音がしないようにゆっくりと扉を開いてそこから顔だけ覗かせ耳を澄すましてみるが、窓を叩く雨粒の音以外は何も聞こえなかった。

　すでに目は暗くら闇やみに慣れているため、歩くことはさほど困こん難なんではなかった。それでも躓いてしまわないように、慎しん重ちように赤ずきんは一階へと向かった。

　途中、人影が見えて息を詰まらせることがあったが、それがただの観かん葉よう植物だったという勘違いと、階段から転げ落ちそうになったこと以外は、特に何もなく台所へたどり着いた。

　コップに注そそいだ水を一気に飲み干すと、喉の渇きは収まったが少しだけ物足りない気がした。味気ない。しかし自分が何を欲しているのかは具体的にわからず、とりあえずもう一杯水を飲んでごまかす。

　コップをすすぎ、棚にしまって自室に戻ろうと台所から出たところで足が止まる。

　一度だけ、心臓が破は裂れつしそうなほど大きく動いた。

　それは警けい告こくだったのか、それとも共鳴だったのか。どちらにせよそれは赤ずきんが自室に戻ることを止めて、物置へと向かうには十分すぎる理由となった。

　ついさっき水を飲んだばかりなのに喉が渇く。

　鼓動と共に脳裏に浮かんだ、いや、浮かび上がらされた光景。それが間違っていることを確認するために、それが起きたことを否定するために、赤ずきんは駆けた。

　そして知る。物置の扉が開け放たれていることを。

「山菜採りさん！」

　廊下よりもさらに暗い物置の奥へ、赤ずきんは悲鳴のような声で呼びかけるが、返事はない。一歩足を踏み入れると、一瞬だが薄い膜まくが体に纏まとわりつくような感覚がした。それはすぐになくなったが、赤ずきんは知っている。

　普通の人間ならば違和感で済ます程度のそれを。あの時とは違い遙はるかに薄くわずかな量ではあるが存在している、質量を持った闇を。

　しかしどうしても認めたくなくて、赤ずきんはもう一度声をかける。

「山菜採りさん……？」

　その場から逃げだしたい気持ちを必死に堪え、奥へと進む。一歩、二歩、三歩、四歩目でつま先に何かが触れた。

　自分の足元に目をやると、うっすらと見える足。赤ずきん以外の人間の足。

　それを待っていたかのように、轟ごう音おんが稲いな光びかりと共に鳴り響いた。

　その稲光は換かん気き用ようの小さな天窓から入りこみ、獣の唸うなり声のような音と共に何度も屋内を照らしては、赤ずきんに見せつける。

　──山菜採りの死体を。

「い、いや……」

　初めは小さく呟くように発せられた声はやがて悲鳴へと変わり、未だ鳴り止まぬ雷鳴にかき消されることなく館へ響き渡って窓ガラスを震わせた。

　どうして山菜採りさんが、どうして。

　目眩がする。心臓が先ほどよりも乱暴に動きだし、今にも肋ろつ骨こつを砕くだいて飛びだしそうだ。

　赤ずきんは崩れ落ちるようにその場に座りこむ。目に映る光景を信じたくなくて目を閉じてしまうと、赤ずきんの意識は内側へと引きずりこまれていった。

　決して気を失っているわけではない。現に今も山菜採りの死体は眼まな裏うらに焼きついている。しかしそれはどこか間接的で、薄いフィルターを通しているような、自分という外殻の中からそれを見ているような感覚。まるでマトリョーシカの一番内側に入っている人形になってしまったように、本来の自分が小さくなり、外側の自分から遠ざかっていく。

　だから赤ずきんは気づいてしまう。自分の中にどす黒い何かが湧わき上がり、血液と共に全身へ広がろうとしていることに。少しずつ、少しずつ赤ずきんを侵食し、支配していく。

　それは完全なる恐怖であり、だけど少し……

「どうした！」

　背後から聞こえた声で、赤ずきんは我に返ることができた。

　赤ずきんが振り返ると、少しだけ息を切らした狩人が手に持つランプを掲げて室内を照らし、そして山菜採りの惨さん状じようを目まの当あたりにして硬直していた。

　狩人の姿を確認した途と端たん、波が引くように、赤ずきんを吞のみこもうとしていたどす黒い何かが引いていく。それと入れ替わるように、再び山菜採りの死体を発見した時の恐怖と混乱が戻ってくる。

「山菜採りさんがっ！　山菜採りさんがっ！　私が来たらもう！　私がっ！」

　必死に狩人へ現状を伝えようとする言葉がうまくまとまらない。

「落ち着け！」

「山菜採りさん！　ねえ、起きてください！」

　狩人の言葉が聞こえていないのか、赤ずきんは山菜採りの名を呼び続ける。狩人は舌打ちをすると赤ずきんを無視して山菜採りの死体の状態を確認する。

　山菜採りの衣服は乱暴に引き裂さかれ、肌はだを露ろ出しゆつさせていた。もともと白い肌は温もりをなくし、雪のように輝いて見えた。こんな状況でなければ官かん能のう的てきなその姿に魅入られてしまってもおかしくはないが、首に禍まが々まがしく残っている赤黒い痕がそれを許しはしなかった。

　動どう脈みやくを圧あつ迫ぱくして意識を途と切ぎれさせるような優しいものではなく、ただ力任せに気道を押し潰つぶしただけの痕。おそらく最後までもがき苦しんだであろうことを、床に無数に残された傷と、そこに引っかかり剝はがれている爪つめが物語っていた。

　もちろんその表情にかつての聖せい母ぼのような微笑みはなく、見開かれた目とだらしなく舌が垂れている口から床へと液体が流れた形けい跡せきがあり、別人と言われても信じてしまうかもしれない。

　狩人は死体から目を逸らし、周囲が見えるようにランプを動かした。

　死体の周囲以外は特に変わった様子もない。もっとも、物置の配置を完全に記憶しているわけではないので多少変わっていたとしても気づかないだろうが、目立って不審な場所は見つけられなかった。

　もう一度赤ずきんを見てみるが、未だ山菜採りを揺すりながら名前を呼び続けている。それは山菜採りの死を認めたくないだけの逃避に見えた。

　無理もない、と狩人は思う。短時間で三つの死体を見るのはこれまで平へい凡ぼんな人生を送ってきた少女──赤ずきんにはあまりにつらすぎる。

　さてどうしたものかと狩人は今後のことを考える。どうやらこの館の中には未だ人殺しがいるようだ。それが赤ずきんが言っていた通り、本当に人狼であるのなら……

「山菜採りちゃん……？」

　狩人は振り返る。

「羊飼い……」

　赤ずきんも狩人が発したその名前に反応し、入り口を見る。

　羊飼いは物置の入り口で呆ぼう然ぜんと立ち尽つくしていた。両手が力なく揺れている。

　狩人が警戒して銃に手を掛けるが、そんな狩人の姿など見えていないかのように羊飼いはその脇をすり抜け、山菜採りの死体へと駆け寄った。

「山菜採りちゃんっ！　噓うそだろ……？　ねえ……ねえってば！」

　しゃがみこんだ羊飼いは山菜採りの死体を乱暴に揺さぶる。もちろん山菜採りはなんの反応も示さない。

　それでも何度も羊飼いは山菜採りの名前を呼び続けるが、やがてゆっくりとその体から手を離すと項うな垂だれた。

　羊飼いの目から溢れる涙が山菜採りの頰を濡らす。お伽とぎ話ばなしであれば奇跡が起きるのかもしれないが、それはそのまま床へと流れ、染みこみ、ただ山菜採りの涙と混ざり合うだけだった。

　赤ずきんと狩人はそんな羊飼いをただただ見守っていることしかできなかった。

　しばらくそうしていた後、羊飼いはふらりと立ち上がり、狩人を正面から睨みつけた。

「お前がっ！　お前が彼女をここに閉じこめたからっ！　だから彼女は殺されたんだ！　お前が！　お前が殺したんだろ！　何が人狼だ！　この人殺し！」

　羊飼いの絶叫が、悲痛な叫びが、雨音をかき消す。

　狩人は何も答えないが、それでも羊飼いは狩人を責め立てる言葉を放ち続けた。

　しかしその後うつむくと、小刻みに肩を震わせだした。

「ふふふ……」

　羊飼いは笑っていた。それに気づいた赤ずきんが小さく悲鳴を上げる。

　最初は小さな笑い声だったが、徐々に大声へと変わっていく。

「ふふふ……あはっ！　あははっ！　あははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははは！！！　殺してやる……殺してやるよ！　僕が……僕がっ！　人狼だろうがなんだろうが、僕がこの手で殺す！　ね、山菜採りちゃんもそうしてほしいよね？　そうだよね！　そうに決まってる！　だって僕と山菜採りちゃんは同じなんだからっ!!」

　狂ったように叫ぶ羊飼いを警戒して狩人は少しだけ距きよ離りを取ろうとするが、それよりも早く羊飼いが狩人に襲いかかる。全体重を乗せた羊飼いの突進を受け、身構えていなかった狩人はそのまま羊飼いと縺もつれるように後ろへと倒れこんだ。

　上を取ったのは羊飼いだった。奇くしくも山菜採りがそうされたように、体重を両手に乗せて狩人の首を押さえつける。

　狩人の喉仏が嫌な音を立てて軋む。咳せきこみそうになることすら許されない。当然ながら息が詰まる。

「死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね!!」

　狩人は腹ふつ筋きんと足を使い体を跳ね上げ、羊飼いを振り落とそうと試みるが、羊飼いの執しゆう念ねんだろうか。全く離れる気配がない。

「やめてください！　羊飼いさん！」

　赤ずきんが止めようと羊飼いの腕を摑むが、

「邪魔するな！」

　と羊飼いは片手を狩人から離して赤ずきんを振り払う。小柄な羊飼いのどこにそんな力があったのだろうか。赤ずきんは振り払われた衝撃で後ろへと飛ばされてしまい、後頭部を棚にぶつけ、そのまま意識を失ってしまった。

　それでも赤ずきんのおかげで狩人の首から片手が外はずれ、またそこに乗っていた体重も、振り払うために足へと移動した。

　羊飼いの意識が赤ずきんに向いたことで生まれた隙を狩人は見逃さず、自分の首に残っている羊飼いの手の方向へと上半身の全ての力を使って体を捻ひねった。そしてその勢いを利用し、伸ばした腕を羊飼いの頭にぶつける。

　虚きよを衝つかれた羊飼いはバランスを崩し、狩人の上から転がり落ちた。狩人の首からようやく手が離れる。しかしそれが狩人の好機とはならない。なぜなら解放された狩人は喉を押さえて咳きこんでしまっているからだ。

　羊飼いはすぐに立ち上がり、再び狩人へ襲いかかろうとするが、

「羊飼い！」

　ようやく現れた道具屋が羊飼いを羽は交がい締じめにし、静止させた。

「大丈夫ですか？」

　花屋が赤ずきんの元へ駆け寄る。

「止めるな道具屋！　こいつは山菜採りちゃんを殺したんだ！」

　逃のがれようと暴れる羊飼いを、必死に道具屋は捕つかまえる。

　その間に狩人が立ち上がり、羊飼いへと銃口を突きつけた。
















「くそっ！」

　羊飼いは抵てい抗こうをやめ、体から力を抜いた。それを諦めと受け取った道具屋も込めていた力を弱める。しかし当然のごとく考えが甘かった。羊飼いは道具屋の腕からすり抜けると、そのまま部屋から走り去ってしまう。

「待てっ！」

　狩人がその後を追い、入り口へと向かうも、羊飼いの足は速く、すでに屋敷の闇に紛まぎれてしまった後だった。

「ご、ごめんよ狩人君……」

　その背に道具屋が申し訳なさそうに声をかける。しかし道具屋が来なければ危なかったことも事実であるため、狩人は舌打ちをしただけで道具屋を責めることはしなかった。

「一体どうしたんだい……？」

　狩人は答える代わりに、羊飼いとの争いの際に消えてしまったランプを手に取り、もう一度火をつけて物置の奥を照らす。

「そ……そんな……」

　照らされた山菜採りの死体を見て、道具屋の顔色が一瞬で青く変わった。

　花屋は赤ずきんを抱き寄せたまま、死体を見ているようだ。狩人の位置からはその表情は見えなかったが、

「山菜採りさん……」

　と一言だけ呟くと、死体から顔を背そむけた。

「ま、まさか羊飼いが……？」

「それはわからないが……だがお前も見ただろ、今のあいつは危険だ」

　そんなこと……と言いかけて、道具屋が口を噤つぐむ。心情的には羊飼いを庇いたいのだろうが、実際にその場面を目の当たりにしてしまっては言葉がない。

「道具屋、お前と花屋でそいつを部屋に連れていって寝かせてやれ」

「わかった」

　道具屋は未だ意識が戻らない赤ずきんの元へと向かい、花屋に支えられながら赤ずきんを抱え上げた。

「マスターキーを渡しておくから、その後で二階の部屋を全部確認してこい。もしそこで羊飼いを見つけたら大声を出して俺を呼べ。すぐ駆けつける」

　狩人はポケットから一本の鍵を取りだすと花屋に手渡した。

「あなたは……？」

　花屋はそれを受け取ると狩人に尋ねる。

「俺はもう少しこの死体を調べた後で一階を捜す」

「わかりました。くれぐれも気をつけてくださいね」

　そう言うと道具屋と花屋は物置を後にした。その場に一人残された狩人は、もう一度室内を見回しながら呟く。

「まさか本当に殺されるとはな……」
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　羊飼いは暗闇の中で座りこみ、何度も何度も山菜採りの名前を呟く。その虚うつろな目に光はなく、ただただ幻げん想そうの中の山菜採りだけを映しだしていた。

　今から二年ほど前。羊のミルクの配達先に新しく北の村が加わり、初めて羊飼いがそこへ訪れたその日、羊飼いは山菜採りと出会い、そしてすぐに気づいた。彼女の笑顔は自分と同じものなのだと。

　羊飼いは貧まずしい家庭に生まれた。今と同じように羊の世話をして暮らしていたが、その当時はもっと羊の数も少なく、またミルクの配達などもしていなかった。

　そのため、食べるものに困る日も多く、しかし羊を食べるわけにもいかず、空腹を我慢するしかない時もあった。幼い羊飼いは、お腹が空いたとよく泣いた。母はそんな羊飼いを優しく抱きしめ、ごめんなさいと謝った。

　だが父親は、泣いている羊飼いをうるさいと殴ることがあった。殴られた場所が痛くてさらに泣くと、またうるさいと殴られる。それを母親は庇ってくれたが、そうするとその対象が母親に代わり、母親はその腕の中に羊飼いを抱きしめ、父親の気が済むまで必死に耐えていた。

　父親は弱い人だったのだと思う。その日の食事にすら困るような生活を、あとどれだけ続ければいいのかわからないという不安と、自分が家族を養わなければならないという責任感に押し潰されそうになり、暴力を振るっていたのではないか。もちろん本人ではないからわからないし、今でも父親を許す気は微塵も起きない。

　そんな中、母親が病気で亡くなった。もともと体が弱いうえに、栄養も満足に摂せつ取しゆすることができない環かん境きように、母親の体は耐えることができなかった。驚くほど呆あつ気けなく逝いってしまった。それからは羊飼いにとって地じ獄ごくのような日々だった。父親の暴力がさらに酷くなったのだ。羊飼いは父親を恐れ、常に機嫌を損そこなわないように顔色を窺いながら過ごした。

　そのころだ、羊飼いが防衛のために笑顔の仮面を身につけたのは。

　常に笑顔で父親のご機嫌を取る道化になり、言われたことを従順に守り、そして殴られても決して泣かずにヘラヘラと笑う。すると父親は興ざめして殴る回数が減る。そうしていなければ殺されてしまうと羊飼いは本気で思っていた。だからどれだけ父親のことを嫌悪していても、それは仮面の下に隠した。

　そんなことが続いたある日、父親は羊の世話をするために家を出たきり、そのまま帰ってこなかった。羊飼いはあまり覚えていないが、羊の放ほう牧ぼく中ちゆうに酒を大量に飲み、谷に落ちたらしい。谷間は川になっているため死体は発見されなかったが、その途中の木に羊飼いの父親のものと思われる服の切れ端が引っかかっていたそうだ。

　その後羊飼いは一人で生活することになったが、父親と二人きりの生活で身につけた仮面が外れることはなく、生きていくうえでも都つ合ごうよく働いた。

　童どう顔がんで可愛らしい顔つきの羊飼いが子どものように振る舞い、愛あい想そを振りまくと、人々は簡単に心を許した。生活が苦しくても少し困った顔をして誰かに擦り寄れば、ご飯を食べさせてくれた。そしてそれが一番役に立ったのは、道具屋の提案で、牛と比べて少量しか採れない羊のミルクを高級品として販売する際の顧こ客きやく集めの時だ。

　もともと羊飼いにそういう商談の才能があったのかもしれないが、驚くほど順調に注文は増え、ミルクを売ったお金でさらに羊を増やし、今では豊かな暮らしを送れるようになっている。

　それでも羊飼いは継つぎ接はぎされた服を好んで着る。同情を引きやすいからという理由で。

　そしてまんまとそれに騙だまされた人間を仮面の下では馬鹿なやつだと軽けい蔑べつした。

　そんな羊飼いだからこそ、作られた山菜採りの笑顔に気づくことができた。彼女は自分と同じ仮面をつけているのだと、決して誰にも心を許していないのだと、今でも思っている。

　実際は、今の山菜採りはわりと誰にでも簡単に心を許すし、笑顔は決して偽いつわりのものではなく、必要な時にだけ笑顔を偽っているのであり、普段から仮面をつけたままの羊飼いとは若じやつ干かん異なっている。

　それには羊飼いは気づいていない。気づいていないからこそ、どれだけ表面上で仲良くなったところで絶対に山菜採りは自分のことを受け入れてくれないと思っていた。

　それならば、と羊飼いは考える。彼女の仮面の下を暴いてしまえばいい。

　それを知っている唯一の特別な存在になってしまえばいい。

　初めは単純に承認欲求だったのかもしれない。それでも彼女の村に行き、一言二言言葉を交かわすたびに、彼女のことを知るたびに、どんどん羊飼いは彼女に魅せられていった。恋をしていた。

　すると今度は急に怖くなる。もしも彼女に受け入れてもらえなかったならば、きっとこの世界中に自分を受け入れてくれる人はもういないのだろう、と。

　そう思ったのが間違いだったのかもしれない。だが、それからは山菜採りが羊飼いの全てになった。山菜採りのためならなんでもした。いつかきっと伝わると思っていた。山菜採りに言い寄る男達ときちんと話し合いをして『自主的に』身を引いてもらった。

　徐々に羊飼いが山菜採りのことを知るための行動はエスカレートしていった。初めは村人に山菜採りのことを聞く程度だったが、ついには山菜採りがいない間に家に忍しのびこんだ。その際彼女の下着に欲情したこともある。そして彼女の日記や過去を知る人間の話を繫ぎ合わせて確信を持つ。山菜採りは自分を偽っているのだと。後はタイミングだった。いつ切りだすか。それだけだった。それなのに……

　山菜採りは死んだ。殺された。

　それならば、僕がこの手で犯人を殺すのが、彼女が救われるただひとつの方法だろう。

　ゆっくりと羊飼いは立ち上がる。

「待っててね、山菜採りちゃん……」

　ゆらゆらと揺れながら、館の中を羊飼いが歩いていく。
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「んっ……」

　自室のベッドの上でゆっくりと赤ずきんは目を開けた。誰かにずっと話しかけられていた気がする。

「私……また寝ちゃってたのか……」

　起き上がると後頭部が鈍にぶく痛んだ。その痛みで思い出す。

「山さん菜さい採とりさん……どうして……」

　羊ひつじ飼かいと狩人かりゆうどの争いと、山菜採りの死を。

　なぜかあの時に感じた悲しみや恐きよう怖ふは襲おそってこない。しかし赤ずきんはそのことに違い和わ感かんを持たず、別のことを考えていた。

　山菜採りを殺したのは、あの闇やみを残せるのは、人じん狼ろうしかいない。それならばおそらく。

「私のせいだ……」

　それは推すい測そくの域いきを出ない話。しかし、人狼が二匹存在すると考えるよりは十二分に可能性がある話。山菜採りを殺した人狼は、自分を追っているうちにこの館やかたにたどり着いたのではないだろうか。そうだとして、ただの少女である赤ずきんが、いや、ただの人間が人狼相手に何ができるのだろうか。

　とにかくその可能性を皆みなに話さなくてはと考えたところで、

「おはよう、赤ずきん」

　急に誰かに話しかけられて、赤ずきんは辺りを見回す。部屋の中には自分以外誰もいない。しかし赤ずきんはこの声を聞いたことがある。

「直接お話ししようって言ったじゃないか。もう忘れちゃったの？　ひどいなー」

「人狼……」

　それは赤ずきんがこの館に来た時に、鏡に映った子どもの人狼の声。

「思い出してくれた？　よかったー。僕って影が薄いからさ。あ、影ないんだけど。とりあえず鏡かがみの前に来てくれないかな。お話ししようよ」

　その言葉に素直に従い、赤ずきんは部屋に備そなえつけられている鏡きよう台だいの前へと向かう。

　なぜだろう、赤ずきんはこの子どもの人狼に対する警けい戒かい心しんをどうしても持てなかった。

　相手が子どもだからと高をくくっているわけではないはずなのだが。

「ここでいいの……？」

「そう、これで君と直接話せる」

　赤ずきんが自分の姿を鏡に映すと、背はい後ごにあの時と同じように人狼の姿が浮かび上がる。

「やっほやっほー」

　人狼は赤ずきんに向けて笑顔で手を振る。それを無視して赤ずきんは後ろを振り返ってみるが、やはり人狼の姿は見えない。

「ちょっと無視しないで！　寂さびしいじゃないか！」

　その抗こう議ぎする声も流して赤ずきんは鏡の中の人狼に尋ねた。

「あなたが山菜採りさんを殺したの？」

　すると人狼はニヤリと口の端はしを吊つり上げて、頰ほお杖づえをつく。ちなみに赤ずきんからは鏡越しにしか人狼の姿が見えないため、その様子は何もない空間に肘ひじをついているように見える。

「言ったでしょ、僕は何もできないの。もう忘れちゃった？　だから僕に誰かを殺すなんてことは無理だよ。本当につまんない」

　そう言って人狼はため息をついた。本心で残念がっているらしいことは、先ほどまでピンと立っていた耳が垂たれていることからも窺うかがえる。もちろん、人狼が犬と同じような感情表現をするのであれば、だが。

「でもあなたは人狼なんでしょ？　そう言って私を騙だまそうとしているのかもしれない」

「もしそうだとしたら、すでに君を殺してるよ。二人きりの今とか……絶好のチャンスだって思わない？」

　淡あわい赤色をした人狼の瞳ひとみがその濃こさを増して輝かがやく。それは赤ずきんが出会ったあの人狼と同じ色をしていた。そこにあるのは圧倒的な殺意。体を刺さされたかのような錯覚を覚え、赤ずきんの体から汗が一気に噴ふきだす。

「……なんてね。あれ？　どうしたの？」

　人狼は大きく目を開いて驚く。だがその口元には隠かくしきれない微び笑しようが浮かんでいる。

　いつの間にか瞳はまた淡い色に戻っていた。

「本当に何もできないんだよ。こうやって鏡越しに話してるのがその証しよう拠こ」

　人狼は内側から鏡を二度叩たたいた。

「なら……あなたは何がしたいの？」

　殺気に当てられ、未いまだ肩かたで息をしながら赤ずきんは問う。

　人狼は少しだけ唸りながら考えた後、人差し指を立てて、

「一番の理由は暇ひま潰つぶしかな」

　と答えた。

「とにかく暇なんだよ。ずっと鏡の中に一人きりだからさ。僕に気づいてくれる人なんていなくて、暇で暇で死んじゃいそうだったんだけど。そしたら君が来た。しかも楽しそうなことも起こってるから、これは是ぜ非ひともかかわらねばって思ってさ」

　人狼は、赤ずきんが置かれているこの惨さん状じようを笑顔で楽しそうと言い放った。

「人が死んでるのに楽しい……？」

「だって僕、人狼だし。狩かりが趣しゆ味みの人間だっているでしょ？　それと同じだよ」

　人狼と人間は異なる種であるということは理解している。しかし言葉を互いに理解できてしまうがために、人間と野生動物を同じものと考えている人狼の思想に、赤ずきんは不快感を隠すことができなかった。

「そんなに嫌きらわないでよ。僕は君の手伝いがしたくて君と話してるんだよ」

　話にならないと思った。山菜採りが殺されたのだ。それを人狼の暇潰しにされてはたまらない。

　しかし次に人狼が発した言葉は、

「僕は鏡を通してこの館で起こったことを見てたよ」

　たとえそれが噓うそだったとしても、聞き流すことはできなかった。

「それって……」

「そう、誰がお爺じいさんや、山菜採りを殺したのか知ってるよ」

　自じ慢まん気げに胸を張りながら人狼は答える。

「なら教えて！　誰が山菜採りさんやお爺さんを殺したのか」

　思わず赤ずきんは鏡に両手のひらをつけ、すがるように乞こうが、人狼はそれを意に介した様子もなく、

「それじゃーつまらない」

　と悪いた戯ずらを思いついた子どものような表情を浮かべ、赤ずきんを指差した。

「だから、君が調べるんだ」

「私が……？」

「そう！　君が調べて犯人を見つける。僕はヒントを出す。君は犯人を見つけることができて、僕は楽しめる。お互いのためになると思わない？」

　そう言って人狼は両手の人差し指、中指、薬指を立て、二度曲げた。

「winウイン-winウインの関係！」

　しばらく人狼はそのポーズを取っていたが、赤ずきんが目を閉じて考えこんでいることに気がつくと、少しだけ恥はずかしそうにゆっくりと腕うでを下ろした。

「あなたが噓を言わないという保証は？」

「んー、僕は噓をつくつもりはないけど……信じるか信じないかは君次し第だいだもんね。それにすごく危険なことだと思うよ？」

　再びしばしの沈ちん黙もく。

　ここは分ぶん岐き点てん。見ないふりをした気弱な少女のままでいるほうがいいのかもしれない。それでも、ゆっくりと赤ずきんは口を開く。

「私は……私は、山菜採りさんを殺した犯人が許せない……」

　赤ずきんはあえて先が見えない闇を選んだ。

「もしそれが人狼で、私のおばあちゃんを殺したやつだとしたら……そして私を追ってここまで来たのだとしたら、山菜採りさんが殺されたのは私のせい……」

「もし、そうだとしたら……？」

　赤ずきんは人狼をまっすぐ見み据すえる。その眼には決意が宿り、迷いはない。

「手伝って」

「よろこんで」

　そう笑顔で答える前に、一瞬だけ人狼の顔が寂しそうに見えたのは、赤ずきんの気のせいだったのだろうか。

「遅くなっちゃったけど、僕の名前はジシェだよ。よろしくね」

「ジシェ……よろしく」

　ジシェは右手を差しだすが、それは当然のごとく鏡にぶつかり鈍い音を立てる。どうやら鏡の存在を忘れていたらしい。

　ぶつけた部位に息を吹きかけながら擦さすっているジシェを無言で見つめ、赤ずきんは少しだけ自分の選せん択たくを後こう悔かいしていた。

　赤ずきんの視線に気づいたジシェは慌あわてたように両手を自分の背に隠した。

「じゃ、じゃあ、さっそく君が気になってたことを教えてあげるよ」

　どうやら、なかったことにしたいらしい。一度コホンと咳払いをしてジシェは話しだす。

「見ればわかると思うけど、僕はちょっと特別な人狼なんだ。鏡の中にいるから身体能力は他の人狼に比べたらないに等ひとしいけれど、その代わりに普通の人狼の何倍も周囲の気配に敏びん感かんなんだ。それは生き物の気配だけじゃなくて、死の気配とかそういうのにも。まあ、わかったからといって何もできないんだけどね……」

　ジシェは肩をすくめる。

　赤ずきんの人狼に関する知識は、あくまで母親や村人から聞いた噂うわさや新聞に記された人狼による被害程度のものではあるが、それでもジシェが異質であるということはわかった。

　元からそうだったのか、それとも何か原因があったのか。赤ずきんは少しだけ気になりはしたが追及はしない。そんなことよりも今はジシェの言葉の続きを聞くほうが重要だ。

「だから同族の人狼の気配なんかは相当遠くにいてもわかるんだけど、この周辺に限って言えば、ここ数年で感じた人狼の気配は一つだけだよ。それは今日も変わらない。つまり、君のおばあちゃんを殺した人狼はこいつだね」

「その人狼が山菜採りさんを殺したの……？」

「さあどうだろう。全部教えちゃうとつまらないし、明言するのはやめとこうかな。でも、山菜採りを殺したのが人狼なら、間違いなくそいつしかいないね」

　山菜採りを殺したのは人狼だと赤ずきんは確信している。ジシェの言葉を信じるのであれば、おばあちゃんを殺した人狼がこの館にやってきたということになる。

「でも赤ずきん、君が犯人を捜したいって気持ちに水を差すわけじゃないけど、犯人を捜してどうするの？　君が殺すの？」

「わからない……」

　それは赤ずきん自身も考えていた。山菜採りが殺された責任を感じて行動しようとしてはいるが、実際のところ全くの無策と言ってもいい。

　ジシェという協力者を得たのはいいが、見つけた後のことはもちろん、これからのことすら思い描けなかった。

「まあそれは追々考えるとして、とりあえず推すい理りの基本は情報収しゆう集しゆうだよ。今生きてる人間達は皆一階のリビングに集まってるから、その前に二階の部屋を調べてみたら？　何か見つかるかもしれないよ」

「それは……提案？　それともヒント？」

「さあどうだろうね。それを決めるのは赤ずきん、君だよ」

　いくら仮の宿とはいえ、プライベート空間に無断で侵しん入にゆうすることは気が引けたが、事態が事態だと赤ずきんは自分に言い聞かせる。今は山菜採りを殺した犯人を捜すことを優先しなくてはならない。

「わかった、そうしてみる」

　鏡の前から立ち去ろうとした赤ずきんを、ジシェが呼び止めた。

「ちょっと待って、あと一個。僕はどこの部屋の鏡にも現れることができるから、何か聞きたい時は鏡に呼びかければいいよ」

　そう言うとジシェは手を振りながら消えていった。鏡には今、赤ずきんの姿だけが映っている。赤ずきんは鏡の表面に手のひらで触ふれてみるが、ただ冷たく無機質で硬かたいだけ。だがこれは夢ではない。赤ずきんは一度だけ小さく頷うなずくと部屋から去った。

　赤ずきんが鏡に触れている時、鏡の反対側でジシェが重なるように手のひらを合わせ、小さく「頑張ってね」と呟つぶやいたことを赤ずきんは知るよしもない。




　赤ずきんが最初に訪れたのは、狩人の部屋だった。赤ずきんが使用させてもらっている部屋の隣となり。鍵がかかっているだろうと思っていたのだが扉とびらはなんの抵抗もなく開いた。

　少しだけ開けた隙すき間まから顔だけ入れて室内を覗のぞくが、人の気配はない。ジシェが皆一階のリビングにいると言っていたことは本当らしい。唯ゆい一いつ階段だけが階下の灯あかりを受けて明るく見えていた。

　狩人の部屋に完全に入り、部屋を見回す。ジシェとずっと話しているうちに夜目になったのだろうか、薄暗い部屋の中でもどこに何があるのかぼんやりとわかった。

　狩人の部屋の間取りは赤ずきんの部屋のものと大して変わりはしなかったが、以前からこの部屋を利用していたという話は本当らしく、赤ずきんの部屋にはないびっしりと本の詰まった棚が設置され、その正面にある机の上には一冊の本が広げられていた。

　悪いとは思いつつも、クローゼットや机の引き出しを開けてみるが、特に何も変わったものは見つからず、赤ずきんはなんとなく机の上の本を見る。細かい文字までは見ることができなかったが、他よりも大きく濃く書いてあった見出しは読み取ることができた。

　それは人狼に関するものだった。これから相手にしなくてはならない魔ま物ものに関することを少しでも知っておくべきだと、赤ずきんは机に備えつけられている灯りを点し、文章を流し読む。

　そこには人狼の生態や身体的特とく徴ちようが細かく記されていた。どれも赤ずきんにとって有ゆう益えきではあったが、知れば知るほど一度対たい峙じして今もなお生きていることが奇跡に思えるような内容だった。

　中でも特に目を引いたのが、人狼の特性に関する項こう目もくだった。

　人狼は人間の姿に化けることができ、また治ち癒ゆ能力が高く、軽い切り傷程度ならすぐに塞ふさがり痕あとも残らないと書かれていた。しかし不死というわけではなく、切断された腕は生はえてこず、心しん臓ぞうや頭を破は壊かいしてもその生命活動を停止させることができるらしい。

　それがわかったところで赤ずきんにはどうしようもなかったが、まだ続きがあった。

『人狼には銀が有効であり、触れただけでも火傷やけどのような痕になる』

　この一文を読んだ時、赤ずきんの中に小さな違和感が生まれた。その違和感を確認するために本棚に近づいてみたが、そこに並んでいるのは歴史書や専門書だらけで人狼に関する本があっても何もおかしくはなかった。

　しかし違和感はさらに大きくなる。本棚に並べられた本は整理され、隙間が開いていない。本を取りだした形けい跡せきがない。

　それならばこれは狩人が持ちこんだ本という可能性がある。もちろん他の部屋を見ていないため決めつけることはできないが、もし狩人の私物なのであれば、狩人はもともと人狼についての知識があることになる。それは職業柄当然といえば当然なのだが、ならばなぜ狩人は山菜採りを人狼だと決めつけられたのだろうか。赤ずきんが持っていたナイフが銀だとは一言も言っていないのに……。

　赤ずきんは、単にナイフが人狼の右腕に刺さり、怯ひるんだ隙に逃げだせた、としか伝えてはいなかった。

　もちろん狩人は、人狼が普通のナイフが刺さった程度では怯まないことを知っているのだろう。傷痕もすぐに治る。それならば赤ずきんのナイフが銀でできていたと推測できる。

　だから包帯の下に火傷の痕がある山菜採りを人狼だと疑うのもおかしくはない。

　だが、それは結果論にすぎないのではないか。

　狩人が山菜採りを人狼だと疑ったのは、赤ずきんの話を聞いたすぐ後だ。早計だ、とは言わない。包帯を巻いている時点で確かに疑わしくはある。

　考えすぎだと赤ずきんは思った。

　まさか狩人が『意い図と的てき』に山菜採りを疑ったなどと考えるのは、いささか突とつ拍ぴよう子しもなさすぎる。疑ぎ心しん暗あん鬼きになっているのだろうと赤ずきんは頭を軽く振った。

　本に夢中になってすっかり忘れかけていたが、この部屋には鏡台がある。あれこれ妄もう想そうするよりも、ジシェに話を聞いたほうが早い。

　赤ずきんは鏡の前でジシェの名前を呼んだ。するとすぐにジシェの姿が浮かび上がった。

「やあ、呼んだかい？」

「本当に鏡ならどこでもいいんだ……」

　狩人の祖父の部屋はわからないが、おそらく客間の間取りはどこも同じだろう。となれば、全ての部屋に鏡が設置してあることになる。鏡さえあればジシェを呼べるということが少しだけ頼もしかった。人狼ではあるが、今のところ赤ずきんに対し協力的なジシェの存在は、一人きりと比べると大きい。

「あれ？　信じてなかった？　でもこれで信じてくれたでしょ。ところで僕を呼んだってことは、ヒントが欲しいってことかな？　それともただの話し相手？」

　こんな状況でなければ、この不思議な鏡の中の人狼とゆっくりと話をしてみるのもいいかもしれないと赤ずきんは少しだけ考えたが、今はそんな悠ゆう長ちようなことをしている場合ではない。

「ジシェ、ふざけないで。狩人さんに変わった様子がなかったか教えてほしいの」

　残念、とジシェは両の肩を窄すぼめた。

「もっと心にゆとりを持ったほうがいいと思うけどね。まあいいや。えっと、狩人がこの部屋にいる間にしてることと言ったら、ボーっとするか、本を読むか、銃じゆうの手入れをするかのどれかだったよ。別に変じゃないとは思うけど。でも熱心に本は読んでたかなー」

　それくらい、とジシェは締めた。

「そう、ありがとう」

　赤ずきんがお礼を言うと、ジシェは「どういたしまして」と一言残し、再び鏡から姿を消した。どうやらジシェが赤ずきんに伝えるこの部屋の情報はそれで終わりらしい。

　特にこれといって収しゆう穫かくとなることはなかった。しかしそれは狩人の身の潔けつ白ぱくを証明しているのではないだろうか。

　なんとなくもう一度本を手に取ってページを捲めくってみる。どうやら前のページに引き続き、人狼の特性について記き載さいされているようだ。

　──人間には無害な一部の野菜（玉ねぎ等）に含まれる成分が人狼には毒どくとなる。そのため、人間に紛まぎれた人狼が口にして死亡したというケースも報告されている。

　赤ずきんは今日の食事の際に出たサラダに玉ねぎが使われていたことを思い出す。記憶しているかぎりでは、食卓を共にした皆はおいしそうに食べていたはずだ。もちろんその時に注意深く観察していれば、もしかしたら何かわかったのかもしれないが、それは後の祭りであるし、そもそも人狼が玉ねぎを食べられないということは知らなかったのだからしかたがない。

　その後山菜採りにも同じ食事を運び、彼女が食事するところを横で見ていたが、特に不ふ審しんな点はなかった。そもそも山菜採りが人狼ならば自分でそれを用意するはずがない。

　そうなると消去法で食事をとっていない羊飼いが一番疑わしくなるのだが、それよりも気になるのはやはり狩人だ。

　人狼が玉ねぎを食べられないと知っていたのならば、山菜採りが食事をとった時点で人狼である疑いは晴れ、山菜採りを解放できたはずだ。しかしそれをしなかったのは何か理由があるのだろうか。

　赤ずきんは他に何か有益な情報はないかとページを捲るが、それ以降、特に気になる記き述じゆつはなく、灯りを消して狩人の部屋を出た。

　狩人の部屋の隣にある客間は、扉に鍵がかかっていたため探索は諦あきらめ、さらに隣の部屋、狩人の祖父が殺害された部屋の扉の前で赤ずきんは立ち止まった。

　ここに入るのはやはり気が引ける。それでも何かある可能性が一番高いのはここだ。

　危き惧ぐしているのは、狩人の祖父の死体を目にした時に、再びパニックに陥おちいってしまうこと。あの恐怖が蘇よみがえってしまうこと。

　大丈夫、と赤ずきんは自分に言い聞かせる。

　物置で気絶した後、部屋で目覚めた時から、そういう感覚は未だ麻ま痺ひしたままだ。

　もしかしたらジシェが何かしたのだろうか。

　赤ずきんは扉のノブに手を掛けて鍵がかかっていないのを確認すると、深呼吸をして、ゆっくりと扉を開いた。

　予想はしていたが、部屋中に充じゆう満まんする血液の臭においが鼻び腔こうをつく。

　まず目に入るのは、扉の正面、部屋の奥に未だ放置してある死体。一番の目的であるそれから目を逸らし、赤ずきんは部屋を見渡した。

　以前この部屋に入ったのは当然ながら死体を発見した時で、衝しよう撃げきのあまり部屋の印いん象しようなど全く残ってはいなかった。

　狩人の祖父の部屋は客間よりも広く作られてはいるが、部屋の中央に配置された接客用のソファとテーブルや、二回りほど大きいクローゼットや本棚のせいでそこまで広さを感じない。

　お金持ちの人の部屋はもっと絢けん爛らん豪ごう華かなものだと勝手に思っていたが、どうやら狩人の祖父は違ったようだ。

　意を決して赤ずきんは死体へ近づく。面識がない人間といえども、やはり辛つらい。

　赤ずきんは両手を組み、目を閉じて冥めい福ふくを祈った。

　そして死体を観察する。

　胸にナイフが深く突き立てられている以外は特に傷は見つからない。つまり殺害した人物は一突きで狩人の祖父を仕留めたことになる。手には血液が付着しているが、それは狩人の祖父が、刺された箇か所しよに触れたためだろう。

　凶きよう器きとなったナイフは、赤ずきんがお守りとして渡されていたあの銀製のナイフとは違い、なんの装そう飾しよくもない無ぶ骨こつなもので、木製のグリップ部分には数字が刻きざまれているぐらいしか特徴はない。

　次に赤ずきんは死体の周りに何か落ちていないか注意深く床を見てみるが、何も発見することはできなかった。

　どうやら死体には手がかりとなるものはなさそうだ。もしかして何かあるかもと不ふ謹きん慎しんながら期待していただけに、少しだけ赤ずきんは落らく胆たんした。

　しかしそれでもこの部屋に来たことには意味がある。

「ジシェ、お願い」

　赤ずきんは設置されていた姿見に全身を映し、目もく撃げき者しやの名前を呼んだ。

　狩人の祖父の部屋には客間と同じ鏡台が設置されていたが、姿見を選んだのは位置の問題である。鏡台は部屋の角に設置されていて、死体が映る位置ではなかった。

　もちろんジシェがどうやって館の出来事を見ていたのかは赤ずきんにはわからない。単なる赤ずきんとの連絡手段として鏡を用いているだけかもしれない。それならば姿見を選ぶ意味はないのだが、上半身だけ映っていたこれまでと違い、全身が映るこの姿見ではジシェはどう映るのだろうかという、ちょっとした好奇心もあった。

　鏡に映った赤ずきんの背景が陽炎かげろうのように揺ゆらぎ、そこにジシェの姿が現れる。

「尻尾しつぽ、あったんだ」

　それが姿見に映っているジシェの全身を見た、素直な感想だった。大きくて触さわり心地ごこちがよさそうなそれを、一体どうやってハーフパンツから出しているのだろうか。

「ん？　どうしたの？」

　ジシェが首を傾かしげると、その尻尾がゆらゆらと揺れた。

　こんな状況でなく、かつジシェが鏡から出ることができたのならば、赤ずきんはその尻尾を触ったり引っ張ったり頰ほおずりしたりしたいと思ったが、頭を振って煩ぼん悩のうを振り払う。

「え、えっと、この部屋であったことをあなたは見てたのよね？」

「もちろんだよ。でも誰が殺したのか、とかは答えないからね」

「それはわかってる」

　ジシェは満足そうに頷く。これはあくまでギブアンドテイク、暇な鏡の中の人狼の単なる気まぐれにすぎないのだ。

「じゃあ、ここでの情報を一つ。お爺さんはたまに日記をつけてるんだ。毎日じゃないけど、読んでみたらいいんじゃないかな」

「日記ね……ありがとう、調べてみる。あ、あと一つ質問なんだけど、ジシェって玉ねぎ食べられる？」

「無理無理無理！　まずいどころかあんなの食べたら死んじゃう！」

　ジシェの耳と尻尾が勢いよく跳はね上がり、その毛が逆さか立だつ。それを見て赤ずきんは本心だと確信した。表情からは何を考えているのか読み取るのは困こん難なんだと思っていたが、どうやらそこは隠せないらしい。

「食べ物とかずいぶん長い間食べてないなー。多分クッキーとかケーキとか大好きだった……と思うんだけど……」

「思うんだけど……ってわからないの？」

「そういうわけじゃないんだけど……ただ今は嫌いかな。って僕のことはどうでもいいでしょ。早く調べないと、眠ってる君の様子を見に誰かが二階に上がってきちゃうよ？」

「それはわかってるけど……まあいいか。今度聞かせてね」

　うん、とか、まあ、とか歯切れが悪い返事をした後にジシェは消えていった。

　もしかしたらクッキーに何かトラウマがあるのかもしれないと見当違いのことを考えながら、赤ずきんは机を調べてみた。

　日記はあっさりと見つかった。一人暮らしをしているのに、わざわざ日記を隠す意味もなかったのだろう。

　日記の日付は不定期で、毎日書いている時もあれば、二カ月近く何も書かれていないこともあった。あまりまめな性格ではなかったらしい。

　赤ずきんは日記を逆から捲り、とりあえず一番最近の日付のページを開いた。それは半年ほど前だった。
















　孫というのは狩人のことで間違いないだろうが、どうやら良好な関係ではなかったようだ。それよりも、思いがけないところで道具屋の名前が出てきたことに赤ずきんは驚いた。

「道具屋さん……ここに来るのは初めてだって言ってなかったっけ……？」

　この館の周囲の村は、どこも変わらない規き模ぼだと赤ずきんは母親から聞いている。赤ずきんが住んでいる西の村には小さな道具屋が一軒あるのみだということを考えると、この日記に書かれている南の村の道具屋が、この館を訪れている道具屋と別人物であるという可能性は低いだろう。

　ならば道具屋は噓をついていることになる。その必要が道具屋にはあった。

　狩人の祖父が皆の前に現れた時点で、道具屋と狩人の祖父が顔見知りであることはすぐにわかってしまうのに、それを隠した理由は一つしかない。現れないということがわかっていたから。

　借金を断られたことを恨うらんでの犯行。そう考えるのが一番自然なのかもしれない。

　しかしそれならば、山菜採りを殺した理由がわからない。道具屋が人狼ならば理由もなく殺したという可能性は十分考えられるが、そんな単純な理由で片づけていいものか。

　おそらく生きている狩人の祖父に会ったのは道具屋と花屋だけ。羊飼いはこの館にたどり着いた時に、道具屋と花屋がいて驚いたと発言していたから、この館を最初に訪れたのは道具屋と花屋の二人だろう。その二人が狩人の祖父を殺したとしたら、わざわざ館に留とどまる理由はあるのだろうか。

　動機はあるが、その後の行動に説明がつかない。

　山菜採りに対する狩人の不審な行動、そして噓をついている道具屋。

　ジシェは何を思ってこれを赤ずきんに伝えたのだろうか。増えた情報は一本の線で繫つながることはなく、それぞれが単独で絡からまっていて赤ずきんを混乱させた。

　それでも、一度足を踏ふみだしたからには進まなければいけない。たとえ迷う赤ずきんを見て、ジシェが嘲あざ笑わらっているのだとしても。

　赤ずきんは自分の意志で決めたのだ。

　狩人の祖父の日記には、それ以外に大したことは書かれていなかったため、早々に切り上げて赤ずきんは次の部屋を訪れた。

「これは……」

　狩人の祖父の隣の部屋は、収集物を保管する部屋として用いられていると狩人から聞かされていた。そのため、特に何もないだろうとは思いつつも、念のためにと扉を開けて部屋の中を見た赤ずきんは絶句した。

　見渡すかぎりの山や羊ぎ。剝はく製せいから始まり、絵画、雑誌、大小様々なヌイグルミ、挙あげ句くの果はてにはキグルミまで。部屋の中央には『ひっつじー』と記載された特大サイズの山羊の人形が置いてあった。

　赤ずきんは無言で扉を閉じ、その隣の部屋へと向かった。

　二階にある最後の一部屋。鍵はかかっていなかったので、赤ずきんはそれまでと同じようにゆっくりと扉を開き、中の様子を窺ってから部屋の中へと入った。

　赤ずきんの部屋と左右対称に配置された家具。特に荷物などは見当たらなかったが、机の上に一枚のメモが置いてあるのを見つけた。

「何これ……」

　殴なぐり書きされたような筆ひつ跡せきで、そこに書いてある文章を読んだ赤ずきんは硬こう直ちよくする。
















　得体のしれない恐怖に血の気が引いていくのがわかる。おそらくこれは羊飼いが書いたものなのだと、山菜採りとの会話を思い出して、赤ずきんは判断する。

　明らかに度を超してねじ曲がった異常な好意、それがひしひしと伝わってくる。山菜採りはこんなにも気持ちの悪い思いをしていたのだろうか。

　その歪ゆがんだ想いと、山菜採りの服が乱れていたことを結びつけてしまい、慌ててそんなはずはないと否定する。しかしそれは赤ずきんの願がん望ぼうである。羊飼いがそういう行為に及んでも、なんらおかしくはない。

　そう言えば羊飼いはどうしたのだろうかと、今さらながら赤ずきんは思う。狩人と羊飼いが組み合っているあの時、薄れていく意識の中で狩人が反はん撃げきしたところまでは覚えているが、その後の情報がなかった。

　ジシェを呼んで尋ねてみるが、

「それについてはノーコメントでも面おも白しろいとは思うんだけど、君が被害を受けるようなことはなかったとだけ伝えておくね」

　と返ってきた。

　明らかに、赤ずきんが眠っている間に何かが起きたのだと言っているようなものだが、それ以上ジシェから聞きだすことはできなかった。

　その後、

「ベッドの下とか調べてみなよ」

　この部屋に関するヒントを一方的に与えて、ジシェは消えていった。

　言われるがままにベッドの下を覗いてみると、そこには白い布の袋が押しこめられていた。

　ベッドと床の隙間に手を入れて袋を引きだし、中身を取りだしてみると、入っていたのは縄なわ梯ばし子ごだった。

「なんでこんなところに……？」

　縄梯子は全体が湿しめっていた。

　湿しつ気けや雨あま漏もりならばベッドも同様に湿っているはずだが、その形跡はなく、また干ほすこともせず隠すように置かれていたことからも、意味するのはただ一つ。

　雨の中、縄梯子が使用されたということだ。

「これを使えば二階からでも外に出られる……」

　縄梯子の構造的に、外から室内へ侵入するために用いることには適さない。もしこの館で使うのであれば、二階から外へと出る時だろう。しかし下りてしまった後、縄梯子を回収しようと思うとなかなか難しい。縄梯子の上部はしっかりと固定し、簡単に外れないようにしておかなければ、使用中に落下する危険があるからだ。

　したがって外に出るために使用された形跡のある縄梯子が再び室内に戻されているということは、誰かが縄梯子を引き上げ、そしてここに隠したということになる。

　夜、皆が寝静まった後でこの部屋から中庭へ下り、一階に侵入し、山菜採りを殺害して再びこの部屋に戻ってくることは十分可能だ。一階の戸締まりの確認は誰かしたのだろうか。どこか一箇所だけ開けておくぐらい、難しいことでもないだろう。

　これが羊飼いの部屋に置いてあるということは、そういうことなのだろうか。しかし山菜採りの死体を見つけた時の羊飼いの、この世が終わってしまったかのような絶望を思い出す。あれが演技だとも思えない。




　鍵が閉まっていた一部屋を除のぞいた、全ての部屋を調査した結果としては、全ての人物になんらかの影があった。しかしそれが解決に向けての糸口になるわけではなく、単に疑心暗鬼に陥ってしまうだけでしかなかった。

　もしかしたらこうなることがジシェの狙いだったのかもしれない。互いが互いを信用せず、人間の中に隠れた犯人を暴きだすゲームの傍ぼう観かん者しや、またはゲームマスターとして。




「あら、もう大丈夫なんですか？」

　一階へと下りてきた赤ずきんに最初に気づき、声をかけたのは花屋だった。他にリビングにいるのは道具屋と狩人。羊飼いの姿は見えない。

「はい、ご迷めい惑わくをおかけしました」

　向かい合って置いてある二人がけのソファの一つには道具屋と花屋が並んで座っているため、必然的に赤ずきんは狩人の隣に座る。

　赤ずきんが意識を失ってから一時間ほどが経過していると道具屋が教えてくれた。二階の調査は体感だが三十分程度で済ませたため、実質その半分の時間を赤ずきんは眠っていたことになる。

　その間、赤ずきんを除いた三人は状況の整理と今後のことを話し合っていたらしい。

　狩人が整理した内容を淡たん々たんと語る。

「結論から言うと、山菜採りは首を絞しめられて殺されていた。抵てい抗こうしたような跡はあったが、手がかりになるようなものは特に見つからなかったな。羊飼いのほうだが、俺は一階、道具屋と花屋が二階を捜したが見つかっていない。館の外へ出たのだと考えているが、戻ってこないともかぎらない。警戒を怠おこたるな」

　その後しばらく沈黙が続いた。狩人は背中から下ろした銃を抱だくように腕を組んで、目を閉じ、道具屋はチラチラと狩人の様子を見ては、たまに一言二言花屋と言葉を交かわす。

　警戒し合っているのがわかる。もちろんその対象には赤ずきんも入っているのだろうが、それよりも武器を持った狩人と、二人組の道具屋と花屋は、互いがまず脅きよう威いとなると考えているのだろう。現状は進展なしというよりも、膠こう着ちやく状態と表現したほうが適しているのかもしれない。

「あ、あの……ちょっとトイレに……」

　そんな中、赤ずきんがこの一言を切りだすのは非常に勇気が必要だった。だが赤ずきんとしても、ただただ無為に時間が過ぎることをよしとしているわけではない。山菜採りが殺害された現場、物置へ向かう必要があった。

　狩人は手がかりがなかったと言っていたが、狩人では知ることが不可能な情報を手に入れるために、今は空気に吞のまれている場合ではない。

「花屋、一緒に行ってやれ」

「わかりました」

　これは赤ずきんにとって予想外であった。二階に一人きりで寝かされていたのだから、今度も一人で行動できると考えていた。

「ひ、一人で大丈夫です。そんな離れてないし……」

「だが羊飼いのこともある」

　二階へと上がるには、どうしても人の集まったリビングを通る必要がある。それゆえに許されていた二階での赤ずきんの自由だったのだが、一階では目の届かない窓から侵入されるおそれがある。

　羊飼いが外に潜ひそんでいる可能性がある以上、一人で行動するのは危険だと考えるのは当然だった。もちろん、監かん視しの意味もあるのだろう。

　それでも赤ずきんには、一人で行動しなければならない理由がある。しかしジシェのことを話す気にはなれなかった。仮に話したとしても信じてもらえる可能性は低いだろうし、最悪の場合、人狼の内通者だと自分が怪あやしまれる可能性がある。多少不信感を抱かれようとここで折れるわけにはいかない。

「何かあったら大声を出しますから」

　狩人の射い抜ぬくような視線が赤ずきんとぶつかる。狩人が何を考えているのか赤ずきんには想像もつかない。だがそれでも目を逸らすわけにはいかなかった。いっそ心の声が伝わってしまえばいいと思った。狩人が山菜採りを殺した犯人でないのならば、きっと許してくれるはずだ。

「……五分だ」

「え？」

　当然伝わるわけはないのだが、狩人は赤ずきんから目を逸らして言った。

「五分で戻らなかったら迎むかえにいく」

「わかりました。ありがとうございます」

　花屋と道具屋も何か察したのか、特にそれを止めはしなかった。

　単に道具屋と狩人が二人きりになるという状況を、避さけたかっただけかもしれないが。

　それでも赤ずきんは一人で行動することができた。当然周囲を警戒することを怠りはしなかったが、何者かに襲われることもなく、開け放たれたままの扉から物置の中へと入る。

　山菜採りの死体は見開いていたはずの目が閉じられていた。狩人がそうしたのだろう。それだけでずいぶんと悲ひ惨さんさが軽減されるものだと思ったが、それでも生前のあの笑顔と比べてしまう。

「山菜採りさん……」

　しかし感傷に浸っている時間はない。誰かが迎えに来る前に、この部屋で起きたことを把は握あくしてしまわなくてはならなかった。

　これで死体を見るのは何度目だろうか。狩人の祖父の死体を調べた時もそうだったが、二度目というのはどうしてこうも冷静に見ることができるのだろうか。死体を見るたびに取り乱していては目的を果たすことができないため、その冷静さはありがたかったが、冷静になるたびに心のどこかが凍こおりつくような気がした。

　死体に残された首の絞め痕を見ながら考える。道具を使わずに手で絞め殺すためには、どれほどの労力が必要なのだろうか。山菜採りも抵抗をしただろう。それは床に残された傷跡が物語っている。暴れる山菜採りを押さえつけ、首を絞めることが赤ずきんにはできるだろうか。

　小柄な羊飼いが、狩人の首を絞めるところを目撃しているため不可能ではないのかもしれないが、それでも何か道具を使おうと思うほうが普通だろう。

　よほど力に自信がなければまずやろうとは思わない。羊飼いのように衝しよう動どう的てきに行ったのであれば、可能性は否定できないが。

　それならば犯人は男性か、と思いかけて頭を振る。そう、山菜採りを殺した犯人は人狼なのだ。そのくらい容よう易いにこなすだろう。人間の理り屈くつで考えていても意味がないと思考を切り替えて、赤ずきんはジシェに話を聞くことにした。

　鏡はすぐに見つかった。それは物置の壁にかけられていた。赤ずきんの身長の半分程度の大きさの楕だ円えん形けいで、枠わくが宝石で装飾されている古びた鏡。その鏡に向けて声をかける。

「ジシェ、出てきて」

「はいはーい」

　ジシェは下から飛びでるように姿を現した。どうやら登場の仕方にもバリエーションがあるようだ。忙せわしなく左右に揺れる尻尾の先せん端たんが見えた。

「僕を呼んだってことは何かヒントを聞きたいんだろうけど、今回は僕が質問してみようかな」

「質問？」

「たまには逆のパターンもいいかなって思って。あ、もちろん君の考えの助けになると思うよ」

「……わかった」

「じゃあ一つ目。赤ずきんは山菜採りを殺したのは人狼だと思ってる？」

「うん、人狼だと思ってるけど……違うの？」

「それは肯こう定ていも否定もしないけどね。それならその人狼は、どこからこの部屋に入ったのかな？」

「それはこの部屋なら、扉を開けて入るしか方法はないと思うけど……」

　ジシェは大きく頷いた。

「そうだよね。なら赤ずきんはさ、扉から人狼が入ってきたらどうする？」

「どうするって……悲鳴を上げたり物を投げたり……」

　はっとして赤ずきんは物置を見回す。どうして気づかなかったのだろうか。物が散乱していない。

「そういうこと。曖あい昧まいなことをはっきりさせるって意外と大事だよね」

「待って、でもそれがわかったからってどうなるの？」

「それを自分で考えてよ」

　ジシェが消えてからも、しばらく赤ずきんは鏡を見つめたままだった。

　これまでは、もしかしたら人狼が外部から侵入して、山菜採りを殺したという可能性もあったが、それがなくなった。

　山菜採りを殺した人狼はこの館を訪れた誰かだということが確定した。

　襲われるその時まで全く抵抗をした様子がない山菜採り。それはなぜか。それは、見知った姿をしていたから。

　人狼や見知らぬ人間が急にこの部屋に入ってきた場合、自分ならどうするかはジシェに答えた通りだ。山菜採りもそうするに違いない。だがその形跡がこの部屋にはない。

　眠っていたところを襲われたとも考えられるが、この物置の扉は開くと相当大きな音が出ることは、山菜採りに食事を運んだ時にわかっている。二階までは届かないかもしれないが、物置内にいたら目を覚ます程度には大きい。

　山菜採りがこんな状況でそれに気づけないほど深い眠りにつくことができたとも思えない。目を覚ました、または最初から起きていた山菜採りはさほど警戒することなく相手を迎え、そして殺された。

　狩人、道具屋、花屋、姿が見えない羊飼い。この四人の中に人狼がいる。

　それが誰なのか判断するにはまだ情報が足りなさすぎた。こうなれば、直接話を聞くしかない。

　赤ずきんはそう決意し、リビングへと引き返すことにした。




「何かわかったか？」

　リビングへ戻ってきた赤ずきんに、狩人から予想外の質問が投げられる。

「何か調べてきたんだろ？」

　相変わらず表情からは何も読み取れないが、その口く調ちようは赤ずきんの単独行動を責めているわけでも、心配しているわけでもなく、事実の確認をしているだけという感じだ。

「バレてたんですね」

　ごまかす理由もなかったので、素直に赤ずきんは認めた。全員が全員を疑っているということはおそらく共通認識である以上、そういった行動を取るのも当たり前だ。

「あなたの気持ちもわかりますが、やっぱり女の子が一人で行動するのは心配です」

　それでも心配してくれる花屋の言葉が嬉うれしかった。仮に口先だけのものだったとしても。

「頼りないですが、道具屋さんでよければ貸しますから言ってください」

「そうだよ、頼りないけど僕でよければ……って、ちょっと、花屋？」

　花屋は何も答えない代わりに首を傾げた。

「そ、そんなことないよね？」

　道具屋は赤ずきんに同意を求めたが、赤ずきんはそれにぎこちない笑顔を返すことしかできなかった。

　がっくりと肩を落として落ちこむ道具屋の頭を、花屋が撫なでる。今さらながらこの二人の主従関係がはっきりとわかった。

「それで、何かわかったのか？」

　再び隣に座った赤ずきんに狩人が尋ねる。

「何かわかりそうなんですけど、具体的なことは何も……」

「だろうな」

　噓はついていない。今赤ずきんの手元にある情報は、二階で調べたことも含め、全て決定的なものではない。

「それで、よろしければ皆さんがこの館に来てからの動きを改めて確認できたらと思ってるんですけど……」

　その提案は予想以上にすんなりと受け入れられた。

「そうだな、それはお前が起きてきたらするつもりだった。わかっていると思うが、俺はお前達全員が疑わしい。もちろんお前達も同じ考えだろう。ここにいるやつら以外に人狼が潜んでいる可能性もあるが、だからこそ状況の整理をする必要がある」

　そして各おの々おのがこれまでの自分の行動を話しだした。全員に共通している部分、つまりリビングに集まっていた時の行動よりも、重要なのはそれ以外の個々で活動していた時間。そこに矛む盾じゆんはないか。噓が隠れていないか。

「つまり事件前の状況を整理すると……」

　全員が話し終え、最後に狩人がまとめる。

「この屋敷へ来た順番だが、最初に道具屋と花屋がここに来た。お前達は爺さんと話をしているな？」

「うん、僕がお爺さんに事情を説明したら、雨が止んだらすぐ帰るという条件でこの館に迎えてくれたよ。その時に、タオルの場所を教えてもらって、他に誰か来た時には迎えるようにって言われたんだ。雨の日は結構そういう人が多いけど、自分はしばらく部屋から出られないからって。話しかけるなとも言われた。だからその通りにしてたんだけど……えっと、こうやって話してみると僕達ってすごく怪しいね」

　誰もそれを否定しなかった。あまりにも都つ合ごうがよすぎる。しかしそれを噓だと言うことも不可能である以上、追及する意味はなかった。

「まあ、それを聞くかぎり、爺さんが殺されたことに関してはお前達が疑わしい。だが道具屋をフォローするわけではないが、爺さんならありえるとだけ言っておく」

　身内である狩人は祖父の人となりを知っている。確かに常識的に考えたら見知らぬ訪問者を放置するのはどうかと思うが、どうやら狩人の祖父に関してはありえないことではないと納なつ得とくもできるようだ。

　そして赤ずきんも狩人とは別の理由で納得しようと思えばできた。道具屋が借金の申しこみができる程度には狩人の祖父と顔見知りだったとすれば、ありえないことではないのではないか、と。しかし道具屋の口からは一向に知り合いだったという情報が出てくることはない。そろそろ切りだす頃合だろうか。

「あの……実は下りてくる前に、狩人さんのお爺さんの部屋を調べたんです」

　その場の皆の視線が一いつ斉せいに赤ずきんに集中する。

「お爺さんの日記を読んじゃったんですけど、道具屋さん、お爺さんにお金を借りようとして断られてますよね……？」

　赤ずきんの言葉に道具屋の表情が固まる。

「道具屋、それは本当か？」

　狩人が銃を手に取り、鋭するどい眼がん光こうで道具屋を睨にらみつけた。

「答えろ」

「えっと……」

　しばらく視線を忙しなく動かしていたが、やがて頭を下げた。

「ごめん、言ったら余計疑われると思って……でも信じてほしい。僕達は狩人君のお爺さんを殺してはいない」

「お前達は山菜採りが殺された時も来るのが遅かったな」

「それは……僕が全然目を覚まさなかっただけで……」

「ずいぶんと苦しい言い訳だな」

　狩人は鼻で笑う。

「噓じゃありません。それに借金のことは私が黙だまっているように言いました。今のような状況になることはわかりきっていましたから」

　花屋が銃から道具屋を庇かばうように姿勢を変える。

「二人で口裏合わせか」

「確かに今の時点で一番疑わしいのは認めます。隠していたことも謝ります。ですが証拠もないのにそうやって決めつけるあなたの態度は気に入りません。この際だから言わせていただきますが、あなたのその短たん絡らく的てきな考えのせいで山菜採りさんは殺されたんです！」

「貴き様さま……」

　狩人は引き金に指をかけるが、その銃口に怯むこともなく、花屋は身を乗りだして狩人を睨み続ける。

「二人共やめてください」

　それを制したのは赤ずきんだった。

「とりあえず落ち着いて話をしましょう。確かに狩人さんのお爺さんを殺せたのは道具屋さんと花屋さんしかいません。ですが、証拠がないのも確かです。まだ結論を出すには早すぎます。そうでないと、また山菜採りさんのように……それはもう嫌なんです……」

　花屋、と道具屋が肩に手を置くとしぶしぶ花屋はソファに座り直し、そっぽを向いた。

　狩人さん、と赤ずきんに促うながされ、狩人も舌した打うちをしつつも銃を下げる。一いつ触しよく即そく発はつの状況をなんとか回かい避ひすることができて、赤ずきんは胸を撫で下ろす。

「それじゃあ、続きを話していきましょう。えっと、道具屋さん達の後にこの館に来たのは羊飼いさんと山菜採りさんだと思うんですが、それはどのくらい後のことですか？」

「えっと、羊飼いが来たのがお爺さんが部屋に戻られてから二十分ぐらい後かな。羊飼いが濡ぬれた体を拭ふいている間に山菜採りさんが来て、それからまた十分後ぐらいに狩人君と赤ずきんちゃんが来たから、一時間以内に皆集まったよ」

　道具屋の話を聞くかぎり、やはり二人にしか狩人の祖父を殺すことは不可能なように思えた。しかし赤ずきんには一つだけ引っかかっていることがある。それは狩人の祖父が道具屋からの借金を断ったという点に関することなのだが、確認したくても答えることができる人物は殺されてしまっている。そしてそれが解決したからといって、道具屋と花屋の疑いが晴れるわけではなかった。

　とりあえずそのことについて考えるのは後回しにして、赤ずきんはその後の動きを確認していく。

　各々が食後、赤ずきんが山菜採りの死体を発見するまでの間に何をしていたか答えていくが、結論としては誰もが山菜採りを殺すことができたということになった。

　狩人は襲撃を警戒して眠ることはせず、銃の手入れや読書をして朝を迎えるつもりで、道具屋と花屋は部屋に戻った後すぐに寝てしまったらしい。

　赤ずきんも同様で山菜採りを見つけるまでは部屋から一歩も出ていないため、この場にいない羊飼いも含め、誰にも目撃されずに山菜採りがいる物置へ向かうことは可能だったということになる。

　先ほど狩人は、道具屋達が物置へ来るのが遅かったと指摘していたが、その順番はさほど重要ではない。いくらでも理由をこじつけることはできる。

　結局その後の全員の行動からは大した成果を得ることはなかった。念のため山菜採りとの関係も聞いてみたが、山菜採りと面識があったのはこの場にいない羊飼いだけで、他は全員が初対面だった。

　完全な手詰まり。または膠着。

　その後も打開策などは何も出ず、ただただ時間が過ぎていく。このまま朝がくるまで、雨が止むのを待つだけというのも一つの手なのかもしれない。牽けん制せいし合い、身動きが取れないままのほうが、安全とも言えるのかもしれない。

　緊張した状態がずっと続いていたからだろうか、赤ずきんは無性に喉のどが渇いてきた。

「あ、あの、喉渇いてませんか？　私ちょっと台所から飲み物持ってきますね」

「あ、一人じゃ大変だろうから僕も行くよ」

　赤ずきんと同時に道具屋も立ち上がる。狩人と花屋を二人きりにしていいものかと思いはしたが、台所とリビングは一枚扉を隔へだてているだけだ。声も届くし、そこまで心配する必要もないだろうと、道具屋と連れ立って台所へ向かうことにした。

「紅茶の葉がありますけど、どうします？」

　ホットミルクにしようと考えていたが、なんとなく自分以外は珈コー琲ヒーや紅茶のほうが似合う気がして道具屋に尋ねてみた。

「僕はそれでもいいんだけど、花屋は紅茶とか珈琲が苦手なんだよね」

「じゃあホットミルクと紅茶、二つずつ用意しちゃいましょう。きっと狩人さんも紅茶派です」

「ならそうしようか」

　お湯と羊のミルクを別々の容器に入れ、火に焚くべる。その間に赤ずきんは棚からカップを取りだしたが。

「ホットミルクにはこっちのほうがおいしそうに見えるよね」

　道具屋が棚の奥から木製のカップを二つ取りだして、赤ずきんが用意したカップの二つと取り替えた。道具屋なりのこだわりがあるのだろう。確かになんとなく素そ朴ぼくなおいしさが強調される気がして、そうですねと赤ずきんは同意した。
















　お湯が沸わくにはまだ時間がかかる。椅い子すに腰こし掛かけてそれを待っている間に、赤ずきんはどうしても道具屋に聞いておきたいことがあった。

「あの……」

「なんだい？」

「失礼なことを聞きますが、お爺さんにお金を借りようとして断られたことについて……」

　そのせいで自分が狩人の祖父を殺したのだと疑われているにもかかわらず、道具屋は大して気分を害した様子もなく、ああ、そのことね、と話しだした。

「半年ぐらい前にね、ちょっと急にお金が必要になっちゃってさ。ちょうどその時期に大量に発注しちゃって資金に余裕がなくって。情けない話だよ。それで駄だ目めでもともとって感じで頼んでみたんだけど案あんの定じよう断られちゃって……結局羊飼いに助けてもらったよ」

　その後大きなため息をつき、

「年下に頼ったりするから、花屋にも頼りないって言われちゃうのかな……」

　と、苦笑いを浮かべた。

「確かに頼りになる道具屋さんは想像できないかもしれません……」

「出会って間もない君にまでそう言われちゃうんだからよっぽどだね……」

　確かに頼りないかもしれないが、道具屋の花屋に対する気き遣づかいや優しさは行動の端々に表れていることを、短期間でも赤ずきんは感じている。

　山菜採りの時も、道具屋の時も、銃を持った狩人に立ち向かったのは花屋だが、それは道具屋がいたからではないだろうか。きっとそういう部分で頼られているのだろうが、それはあえて言わない。

　言ったところで道具屋の性格から考えて、そんなことはないと否定されて終わりだろう。

　すっかり話は逸れてしまったが、道具屋に話を聞いたかぎりでは、借金を断られたことは狩人の祖父を殺害する動機としては少し弱い気がする。そのことで窮きゆう地ちに追いやられたというわけではなく、結果として金銭の工く面めんは成功しているのであれば、そこまで激しく恨む理由にはならないのではないか。

　羊飼いがいない今、事実確認を行うことはできないため、その場逃のがれのための噓だと疑うこともできる。なのであくまで赤ずきんの感想にすぎないのだが。

　その後とりとめもない会話をしている間にお湯が沸き、道具屋と共にリビングへと戻った。

　非常に空気が重い。赤ずきん達が台所へ向かった時と変わらず、二人共決して視線を合わせずにただ座っている。どうやら一言も会話をしていないらしい。

　ホットミルクを花屋に差しだすと、ようやく「ありがとうございます」と険けわしい表情を崩した。

「狩人さんも、どーぞ」

　狩人は無言でカップを受け取り、紅茶が注そそがれているのを確認するとわずかに顔をしかめた。

「どうかしましたか？」

「……なんでもない」

　赤ずきんの予想に反して、実は狩人は珈琲や紅茶が苦手である。飲めはするのだが、その際は大量の砂糖を投入する。せめてミルクが入っていればまだいいのだが、残念ながら差しだされたのはストレート。だからといって、横でにこにこと笑いながら狩人が口をつけるのを待っている赤ずきんの手前、砂糖を入れてくれと言うのはなんとなく躊躇ためらわれた。

　狩人は諦め、カップに口をつける。

　苦い。

「初めて淹れたんですけどいかがですか？」

「……飲めれば問題ない」

　苦いものをおいしいと思う感性が狩人には理解できなかった。そもそも苦いと感じるのは、舌がそれを害があるものと判断しているからだと聞いたことがある。わざわざ好き好んで飲むやつの気がしれなかった。

「うん、初めてにしては上手だと思うよ」

　狩人の目の前で道具屋がおいしそうに飲んでいる。

　お前のようなやつがいるから苦いものがなくならないんだと若じやつ干かんの恨みを込めた目で道具屋を睨んだ後、狩人はカップが空になるまでしばらく紅茶と戦い続けることになった。

　しばしの休息の時間が終わると、道具屋が部屋に戻りたいと言いだした。

　狩人が理由を聞くと、どうやら部屋に大事なものを置いているらしい。このリビングで皆で朝を迎えるのならば、長時間手元に置いておけないのは不安だということだった。

　狩人は渋しぶったが、

「すぐに戻るから」

　と半なかば強引に花屋と連れ立って、二階へと上がっていった。

「大事なものって何なんでしょうか」

「知るか」

　リビングに残った赤ずきんは、場繫ぎ的に狩人に尋ねてみたものの、それをものの見事に一蹴されてしまい、がっくりと首を垂れた。そのまま会話もなく道具屋達が戻ってくるのを待つのだろうと思っていたが、意外なことに狩人のほうから赤ずきんへ話しかけてきた。

「お前は……人狼が恐おそろしくないのか？」

「え？」

　それは狩人が口にするにはあまりにも予想外の内容だった。それではまるで自分は怖いと言っているようなもので、これまで一切そんな素そ振ぶりを見せなかった狩人からわずかに漏れた弱よわ音ねだった。

　赤ずきんの返事を待たずに狩人は続ける。

「俺は人狼に両親を殺されている。だから怖い。だがそれ以上に人狼が憎にくい。人狼は皆殺しにしてやりたいほどにな」

　狩人は握にぎった拳こぶしに力を込める。これまでの人狼と疑わしきものに対する過か剰じようなまでの反応は、誰よりも人狼の恐ろしさを知っているからこそだったのだろう。

　自分はどうなのだろうか、と赤ずきんは考えた。

「私は……」

　狩人と同じように、身内であるおばあちゃんを人狼に殺された。それは許せない。

　しかし、人狼だから許せないと思っているのだろうか。いや、仮に人間だったとしても同じように憎んだはずだ。

　ジシェの顔が脳のう裏りに浮かぶ。赤ずきんに犯人捜しをさせることを、暇潰しと称しようした人狼。だがそれは赤ずきんも望んだことであり、ジシェは協力をしてくれているのだ。彼も同じ人狼だからという理由で憎めるかといえば、『今のところ』不可能だと思う。

　ジシェのような存在は例外中の例外なのかもしれない。だが赤ずきんはそういう人狼がいるということも知ってしまっている。それゆえに赤ずきんは言葉に詰まった。

　もちろん狩人のような考えの人間は多い。狩人と同じように大切な人を殺された人間も多い。むしろ赤ずきんのように考えることができる人間のほうがごく少数だろう。

「いや、くだらないことを聞いて悪かったな」

　失言だったと狩人は自分の言葉を後悔した。無意識のうちに赤ずきんは人狼ではないと油断してしまっていたのではないだろうか。どうも赤ずきんといると色々うまくいかない。

　ずっと、森の中で倒れている赤ずきんを見つけた時から思っていることだった。

　普段の狩人ならば、確実に見捨てていた。他人にかかわることを極限まで省はぶいて生きてきた狩人にとって、そのような優しさは持ち合わせていないものだと思っていた。

　単なる気まぐれにすぎなかったと狩人は自分に言い訳しているが、実際はその理由もわかっていた。

　それはまだ狩人が子どもで、両親が人狼に殺される前の記き憶おくに基もとづくものだった。

　物心がついたころ、狩人は父親に尋ねたことがある。部屋に飾ってある写真の女の人は誰なのかと。

　どこかの海で撮とられた写真だった。肩まで伸びた金色の髪かみを包むように赤いフードを被り、はにかむような笑顔をこちらに向けている少女に、狩人は心を奪うばわれた。

　思えば初恋だったのだろう。

　父親は嬉しそうに、「見る目があるな」と写真を手に取り、狩人に渡してくれた。

　直後、それが若いころの母親の写真だと知り、狩人の初恋はあっという間に終わってしまったわけだが、父親はそれからも口くち癖ぐせのように「お母さんのような人と結婚しろよ」と狩人に言い聞かせ、その横で恥ずかしそうに母親が笑っていたのを覚えている。

　赤ずきんはその写真に映っていた母親によく似ていた。

　もちろん一ひと目め惚ぼれなどではない。単に母親によく似た少女が、母親と同じように、『目の前で』死のうとしていることを見逃せなかった。

　無意識に心を許してしまっている事実を狩人は認めざるをえない。

　赤ずきんがもしも人狼だったら……そう考えて狩人は心の中で否定する。自分には関係ない。

「それにしても少し遅いですね……」

　道具屋と花屋が二階へ上がってから十分ほど経たっている。『すぐ』という範はん囲い内ないではあるかもしれないが、荷物を持ってくるだけにしては遅い。

「様子を見にいくか」

　狩人は立ち上がり、銃を背負う。なんらかの理由があるのだとしたら、警戒すべきことだった。

　赤ずきんもそれを理解し、気を張りながら頷いた。

　できるかぎり足音を忍しのばせながら二階へと上がる。道具屋と花屋の部屋の扉と床の隙間から光が漏れているが、話し声はおろか、物音さえ聞こえなかった。

　狩人は扉を数回叩くが、反応はない。外から声をかけてみるも同じだった。

　扉を開けようとするが、内側から鍵がかかっているようで開かない。狩人はポケットから鍵を取りだす。それはこの館全ての扉が開くマスターキーだった。

　カチャリと解かい錠じようした音が廊ろう下かに響ひびく。未だ室内からなんの反応もないことを警戒しつつ、ゆっくりと扉を開く。

　蛻もぬけの殻から。

　開いた窓から吹きこんだ雨風がカーテンを濡らし、動かしているだけ。

「いない……？」

　部屋を見渡した赤ずきんは気づく。クローゼットから見覚えのある液体が滲にじみでていることに。

「狩人さん……あそこ……」

「血……だな……」

　銃を構えながら狩人が、クローゼットへと近づいていく。

　一度だけ振り返り、赤ずきんに目め配くばせをすると、勢いよくクローゼットを開き、中へと銃を向けた。

「なに……？」

　しかし、クローゼットの中から何かが飛びだして襲いかかってくるようなことはなかった。危険なものは何も入っていない。

　中に入っていた羊飼いは、もう動くことはない。

　右側頭部前面が陥かん没ぼつし、その勢いで零こぼれ落ちた右目はクローゼットの床に落ちていた。

　クローゼットから外に染しみだしていた血はそこから流れ落ちたもので、それ以外は特に外傷はないように見える。

「あ……」

　羊飼いの死体を見た赤ずきんは、思わず声が零れそうになったが、手で口を押さえつけて無理やり吞みこんだ。

　訳がわからなかった。混乱して頭がうまく働かない。

　どうして羊飼いがここに入っているのか。どうして死んでいるのか。

　それはすぐに答えが出た。

　それよりもわからない。どうして自分は……

　──咆ほう吼こう。

　狼の遠とお吠ぼえにも似た声が外から聞こえてきた。

　その声に素早く反応した狩人が、窓から体を乗りだす。

「中庭か！」

　すぐに頭を引っこめ、赤ずきんを置いて部屋を駆けでていく。

　赤ずきんも追いかけようとするが、それを制止する声が聞こえてきた。

「待って赤ずきん！」

　声のほうへ振り向くと、そこには鏡台があり、ジシェの姿が映っている。

「ジシェ、今は構ってる時間はないの！」

「そう言わずに一言だけ聞いてよ。これは結構大事なことなんだ。えっと、お爺さんの胸に刺さったあのナイフ、持っていったほうがいいよ」

「武器にしろってこと……？」

「あ、そういう使い方もあるか。うん、それでもいいよ」

　ジシェの姿が霞かすんでいく。

「待って、どういうこと……？」

　ジシェは答えない。

「ずいぶんと進んでる。多分これが最後の分岐点。どっちになるのかは僕にもわからないけれど、それでも……」

　最後の言葉が赤ずきんに聞こえることはなかった。

　考えている時間はない。もう何も映さない鏡に背を向けて、赤ずきんは走りだす。

　まっすぐ中庭へは向かわずに、赤ずきんは狩人の祖父の部屋へやってきた。

　そしてそのまま死体へ駆かけ寄ると、

「ごめんなさい！」

　一気にナイフを引き抜く。

　そこから新たに血が流れだすことはなかったが、凝ぎよう固こした血の塊かたまりが飛び散り、赤ずきんの髪に付着した。

　ナイフを右手に握りしめる。狩人の祖父の命を奪ったナイフの刀身は若干黒ずんでいるものの、暗くら闇やみの中でなお輝き、赤ずきんの顔を映しだした。

　誘われるように刃やいばの側面を左手の指でなぞろうとして、

「熱っ！」

　と、赤ずきんは触れた手を引っこめた。ナイフの刃に触れた瞬しゆん間かん、焼けるような熱さを感じた。

　恐おそる恐おそるもう一度触れてみるが、何も感じない。

　気のせいだったのだろうか、そのまま赤ずきんは中庭へと走りだす。

　赤ずきんは気づかなかったが、刃に触れる前の赤ずきんの顔は、

　──嗤わらっていた。




　階段を駆け下りたところで耳を劈つんざくような音が館を震ふるわせた。何かが弾けるような高い音、銃声。

　狩人が発はつ砲ぽうしたのだと赤ずきんは瞬時に理解し、中庭へと飛びでる。

「狩人さん！」

「それ以上近寄るな！」

　狩人の怒声に赤ずきんは足を止める。

　外は未だ雨が降り続いている。しかし不自然なほどに一部分だけ穿うがたれた雲の間から、月が覗く。

　月明かりが照らしだすのは、狩人の背中。そしてその向こう側にあるのは、胸を貫かれている道具屋の死体。傍かたわらで道具屋の返り血を浴あびて立っているのは……

　花屋だった。

　力なくダラリと下げた両手のうち、右手は指先から肘辺りまで赤く染まっていた。

　淡い緑色だった瞳は燃えるような赤に変わり、月の光に負けずに輝いてはいるが、虚うつろで焦しよう点てんが合っていない。

　赤ずきんにはその眼に見覚えがありすぎた。

　おばあちゃんを殺した人狼だ。

「花屋さん！　なんで……」

　なんでおばあちゃんを、なんで、

「なんで道具屋さんまで！」

　道具屋という言葉に花屋はピクリと反応した。

「なんで……？」

　花屋を中心に、赤ずきんには周りの空間が歪んでいくように見えた。だがすぐに勘かん違ちがいだと気づく。夜の闇とは別の黒い何かが花屋の周囲に現れて、吸い寄せられているのだ。それはあっという間に花屋の姿を覆おおい隠し、時折陽炎のようにゆらゆらとした闇が噴きでてはまた戻る。

　まさに赤ずきんがおばあちゃんの家で出会った姿そのもの。

　辺りの空気がビリビリと振しん動どうする。赤ずきんの心臓が何度も鷲わし摑づかみされたかのように大きく伸しん縮しゆくを繰り返し、血液を無理やり体内に巡めぐらせていく痛みに思わず膝をつく。

　狩人もその雰ふん囲い気きに圧倒されているようで銃を突きつけてはいるものの、指先が言うことを聞かなかった。

　本能は逃げろと警けい鐘しようを鳴らしている。

「人間を殺すのに理由なんていりますか……？」

　花屋を覆っていた闇が一気に体内へと引きこまれ、血に染まった花屋の姿が現れる。

　しかし先ほどまでと異なり、頭部には狼のような耳が、そしてその背後では大きな尻尾がゆっくりと揺れていた。

　人狼は嗤っていた。最初は口を吊り上げ、やがて堪こらえきれなくなり肩を震わせて、

「人間を殺すのに理由なんてねーよ！」

　花屋だった時の面おも影かげはない、狂ったような人狼の嗤い声が響き渡る。

「だって、だって人間だぜ？　そこら辺の虫けらと同じじゃん！　蟻あり踏み潰すのに理由なんているのかー？」

　大きく開いた口から犬けん歯しを覗かせ、時折苦しそうに空気を吸いこむ音を鳴らしながら、楽しそうに人狼は嗤う。

　一通り嗤い終えた後、人狼は大きく深呼吸をして息を整えた。そしてそれを見ていることしかできなかった赤ずきんと狩人を、品定めするように何度も見る。

「というわけでー……」

　一度大きく背伸びをしたかと思うと、次の瞬間には狩人の目の前に現れた。

　至し近きん距きよ離りでにこりと嗤う人狼に、ようやく何が起きたのか反応できた狩人は後ろへ飛ぼうとするが、それよりも早く人狼が腕を払う。その一振りで狩人の体は大きく吹き飛ばされた。地面を抉えぐりながら狩人が静止したころには、人狼はもうすでに赤ずきんの目の前に移動していた。

「死んどけ！」

　振り上げた腕が振り下ろされることはなく、人狼は大きく後ろに飛び退のく。ほぼ同時に銃声が聞こえた。

　それまで人狼がいた場所を弾だん丸がんが通過していく。

「あら、邪じや魔ますんの？」

　倒れたままの姿勢で人狼に向けて銃を撃った狩人が、その銃を杖つえのようにしてゆっくりと立ち上がっていた。

　地面で擦こすれ傷ついた左頰から血が流れ、地面へと滴したたり落ちる。

「逃げろ！」

　狩人が赤ずきんに向けて叫ぶ。

「で、でも！」

　自分だけ逃げるわけにはいかないというありきたりな赤ずきんの思考とは全く関係なく、物理的に人狼がそれを許さなかった。

「逃がすわけないじゃん！」

　もう一度赤ずきんに飛びかかろうとする気配を察し、それよりも早く狩人が銃を撃うつ。

　人狼はそれを難なく避よけ、舌打ちをしながら狩人を見る。

「お前がいると邪魔だ！」

　狩人は続け様に二発弾丸を放つが、それも人狼に当たることはない。

　赤ずきんは駆けだす。狩人が言った足手まといという言葉が本当だとしても、自分を逃がすための噓だったとしても、ここにいると邪魔にしかならない。

　人狼は赤ずきんを追いかけはせず、その背中を見送る。

　やがて赤ずきんの姿が見えなくなると、ゆっくりと狩人を振り向いた。

「男よりも女のほうが殺しがいがあるんだけど……ほら、私って好きな食べ物は最後まで取っておくタイプだし？　てなわけで、まずはお前から殺してやるよ！」

　怪しく光る二つの眼が弧こを描くように歪んだ。
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　赤ずきんは森の中を走る。少しでも遠くへ。

　おばあちゃんの家を飛びだしたあの時と同じだった。ただ逃げるだけ。

　ジシェに協力してもらって、館を調査して、自分は何がしたかったのだろうか。人狼と話し合いでもするつもりだったのか。

　思えば最初からそうだ。場を引ひっ搔かき回すだけ引っ搔き回した末に何もできず、今もこうやって狩人に逃がしてもらうだけという結果。

　誰も救われず、報むくわれず、こうして惨みじめに生き残るだけ。

　いや、生き残れるかどうかすら怪しい。

　赤ずきんは足を止める。先ほどまで聞こえていた銃声が聞こえなくなっていた。おそらく決着がついたのだ。生き残ったのは狩人か、それとも人狼か。

　振り返り、走ってきた方向を見る。道なき道をただ夢中で走ってきたため、どっちが館の方向なのかわからない。

　戻ったほうがいいのだろうか。狩人が勝っていても無事では済まないだろう。もしかしたら大おお怪け我がをしている可能性もある。しかし、再び館にたどり着けるかという不安もある。

　それよりもまずは森を抜け、どこかの村に逃げこんだ後で警けい備び隊たいと一緒に館へ向かったほうがいいのかもしれない。

　それでも、赤ずきんは決意する。やっぱり戻ろう。

　再び駆けだそうとした瞬間、

「みぃつけたー」

　すぐ後ろで声がした。背中の毛が逆立つような悪お寒かん。

「花屋……さん……」

　勝利したのは人狼だった。そして人狼はその後、赤ずきんを追ってきていた。

「狩人……さんは……？」

　振り向くことができないまま赤ずきんは声を絞りだす。

「動かなくなったから死んでるんじゃない？　知らないけど。それよりもー」

　人狼は自みずから前に回りこみ、赤ずきんの視界に姿を現した。

　その場で踊おどるように一回転して、

「私的には、赤ずきんちゃんを可か愛わいがってあげるほうが大切かな」

　ウィンクをしながら赤ずきんを指差した。

　思わず赤ずきんは、握ったままのナイフを人狼に向ける。

「あ、それ銀でしょ？　また刺してみる？　おばあちゃんの家から逃げた時みたいに。超油断してたから滅め茶ちや苦く茶ちや痛かったんだよね、あれ」

　そう言いながら袖そでをまくり右腕を擦る。そこにはくっきりと火傷の痕のようなものが残っていた。

「だからさ、あんたが右腕刺したーって狩人に言った時は内心ヒヤヒヤだったんだよ？　あいつ知識ありそうだったしさ。あ、やべー、皆殺しにしなきゃみたいな。まあ結果として皆殺しなんだけどねー」

　それは決して虚きよ勢せいではなく事実なのだと、あの場の人間を同時に相手にするぐらい人狼には可能なのだと、人間離れした動きを見た赤ずきんにはよくわかった。

　偶ぐう然ぜん、右腕に包帯を巻いた山菜採りがいて、偶然、狩人がそれを疑ったから、なんとなく楽しそうだったから傍観していただけ、と人狼は言う。

　赤ずきんのナイフを持つ手が震える。人狼と対峙するにはあまりにも頼りないナイフだが、それでも落としてしまわないように、両手で握りしめた。

「あなたが皆を……殺したんですね……」

　いつ殺されてもおかしくはない。だが赤ずきんは残っている勇気を振り絞り、声を震わせながら人狼に尋ねた。

「え？　そんなこと今さら聞いちゃうの？」

　目を見開き、口元を片手で押さえて驚く人狼の姿は明らかに演技であったが、そうやって会話に乗ってくれているうちは、まだ赤ずきんの命は繫がるのだろう。それすらいつ切れてもおかしくない糸のようなものだろうが。

「では優しい花屋さんが教えてあげるよ。冥めい土どの土産みやげってやつ？」

　人狼は一度わざとらしく咳をした後、演技がかった言い回しで語りだす。

「私達人狼が人間を殺すのに、特に理由などありません。それでも赤ずきんさんが納得いかないのであれば、一つだけ理由をあげましょう。それは、殺したいから殺す。ただそれだけです。あなたのおばあちゃんだってそうです。今日は道具屋さんとの楽しいハイキングでした。そのハイキングをより楽しくしようと、道具屋さんとわざとはぐれて、あなたのおばあちゃんを殺しました。そしてその場にあなたが来たので殺そうと思ったのですが、赤ずきんさん、運がよかったですね。あの時私はとりあえず一人殺したし、満足をしていたのです。だからあなたを見逃してあげたのです」

　そこまで話した後、人狼は「あ、これ結構面倒くさい」と呟き、話し方を元に戻して続ける。

「それなのにさー、まさか私がいるところに来るなんて思わないじゃん！　棚からぼたもち？　あ、違うか、飛んで火にいる夏の虫だ。もう運命だと思わない？　それでどうやって殺してやろうかなって考えてたら、なんか狩人が勝手に勘違いして山菜採り閉じこめちゃうじゃん？　だからありがたく殺させてもらったよ。だってあれってそういうことだったんだろ？　あの子いい体してたよ。まだ処女なんだってさ！　いやー、私も鬼じゃないからさ、あんまり酷ひどいことしちゃ可か哀わい想そうだって思ったから一思いに殺してやったんだけど、それでも涙目で恐怖に怯おびえる姿とか本当たまらなかったなー！　羊飼いは道具屋と一緒に二階であいつを捜してる時に私達を見て、襲ってきてくれてさ、これも丁度よかったから殺しちゃった！　あ、そんとき道具屋も一緒にいたんだけどさ、死体隠したのあいつだよ。もちろん私が人狼ってことも知ってた」

　赤ずきんは道具屋と共に飲み物を準備した時のことを思い出す。あの時道具屋は赤ずきんが準備した銀のカップと木のカップを交換した。当然だ、花屋が使えないのだから。もしかしたら紅茶ではなくホットミルクを花屋に用意したのも、紅茶に含まれているカフェインを犬が分解できないように、人狼も分解できないからなのかもしれない。

　思えば食事の時もそうだった。花屋と共に台所へ向かったのは道具屋だった。花屋と道具屋ならば、堂々と玉ねぎを避けて盛りつけることも、それを素知らぬ顔で自分の元へと持っていくこともできる。常に花屋のフォローをするように動いていたのは道具屋だ。

　花屋が人狼と知ったうえでの協力者、それが道具屋だった。

「それなら道具屋さんはどうして……」

「道具屋……あいつは……」

　先ほどまでと変わらずに笑いながら言葉を繫げるが、その前に一瞬人狼の表情が曇ったのを赤ずきんは見逃さなかった。

「な、なんか山菜採りを殺したのも私だって言ったらさ、もうやめろとか言ってきたの！　あいつの前で人間殺したことはなかったけどさ、でも今までも私が定期的に人殺してんの知ってたんだぜ？　それなのに、もう人を殺すのはやめろって……村には戻らずこのまま逃げて、どこかで二人でひっそりと暮らそうって……馬ば鹿かかよ！　何様のつもりだよ！　私があいつと一緒に暮らしてたのは、ただ単に人を殺しやすいからだっつーの！　あと人間って飯だけはおいしいじゃん！　あいつが作る料理もおいしくてさ、だから今さらまた山奥なんかで暮らせるかよ！」

　そう一気に吐きだした後、しばし間を置いて最後に人狼は呟いた。

「だから殺した……」

　人狼が人間を殺す理由。殺したいから殺すのだと、そう人狼は言った。

　道具屋もその理由に当てはまっていたのだろうか。人間である赤ずきんには人狼の考えがわからない。

　それでも今の人狼の言葉からは、少なくとも一緒に暮らしていた理由が、それだけではなかったのだと感じられた。

「道具屋さんのこと……愛していたんじゃなかったんですか……？」

「はあ？」

　殺したくないけれど殺す。そんな矛盾を抱かかえていたのではないだろうか。

「わ、私が人間を？　何言ってんの？」

　目の前の人狼かのじよは多くの人間を戯れに殺してきたのだろう。それだけ多くの人間と出会い、殺してきたのなら、例外があってもおかしくないのではないだろうか。

　人狼と寄り添うことを選んだ人間の例外が道具屋ならば、その逆が目の前の人狼だというのはできすぎた話なのかもしれない。

「だから道具屋のことは利用してただけだって！　わかんないかな！」

「だったらなんで……」

　人狼は噓をついている。それが手に取るように、赤ずきんには、いや、誰が見ても手に取るようにわかるだろう。なぜなら、

「なんで、泣いてるんですか？」

　透とう明めいな涙が、人狼の赤い眼から流れ落ちているのだから。

「あ……」

　人狼はそこで初めて気がついたように自分の頰に触れ、濡れた手を見つめる。

「はは、これかよ……あいつが言ってたのは……」

　鋭い爆ばく発はつ音おんが森の木の葉を揺らし、やがて静せい寂じやくが訪れた。

　人狼の腹部、内側から服を突き破った何かが地面にころりと落ちた。その何かが出てきた部分には穴が開き、徐々に赤い液体が流れ落ちて服を染そめ上げていく。

　人狼はその穴を眺ながめた後、振り返る。

「てめえ！」

　人狼が飛びかかるより早くもう一度同じ音、銃声が鳴り、放たれた銃弾が今度は人狼の胸を貫いた。

　それでも人狼はゆっくりと歩みを進める。

　一歩、二歩、三歩、そして糸が切れたように崩れ落ちた。

　地面に赤い水たまりができあがっていく。

「大丈夫か……？」

　人狼の代わりに今赤ずきんの前に立っているのは、狩人だった。

「狩人さん……」

　冷たい眼で人狼を見る狩人の肩には血が滲み、額ひたいからも出血している。骨こつ折せつしている箇所も多いのだろう、赤ずきんへ近づこうと、足を引きずりながら一歩進むたびに、痛みを堪えるように顔をしかめている。

「とりあえず館に戻るぞ……」

　赤ずきんに手を差しだしてくるが、赤ずきんの両手はナイフを握りしめたままでその手を取ろうとはしない。

「あ……」

　それどころか後ずさり、怯えたような眼で何かを見つめている。

「どうした？」

　狩人は後ろを向く。そこには先ほどと変わらず倒れたままの人狼。違うのは血だまりが広がったことぐらいだ。

「お前の婆さんや、俺の爺さん、それに館に来たやつらを殺した人狼はもう死んだ。もう大丈夫だ」

　赤ずきんは首を振る。赤ずきんはもう人狼に怯えているわけではない。

　目の前にいる人間に怯えているのだ。

「違います……」

　人狼は赤ずきんの前で、自じ慢まん気げに自分が殺した人間のことを話した。だがその人間は、狩人が挙げた人間と比べると、一人足りない。

　言い忘れたとでもいうのだろうか、隠す必要があったのだろうか。いや、違う。

「狩人さんのお爺さんを殺したのは人狼じゃありません」

　狩人は差しだしていた手を引っこめる。

「ほう……どういうことだ？」

　知らぬ存ぜぬでいることが、一番賢かしこい選択なのだと赤ずきんは知っている。それでも最後の最後、皮肉にも人狼に襲われなければたどり着くことができなかった真相を、告げなくてはいけない。

　それをしなくては、『囮おとりとして使われた』山菜採りに申し訳がない。

「あなたなんですよね、狩人さん……」

　狩人は肯定も否定もせずに、一度だけ鼻で笑った。

「花屋さんは自分が殺した人のことを話してくれました。私のおばあちゃん、山菜採りさん、羊飼いさんに道具屋さん。でもその中にあなたのお爺さんはいませんでした。花屋さんが話し忘れていただけの可能性もありますが、でも狩人さんのお爺さんと、他の方では明らかに異なる点があります。それが、犯人が花屋さんではない紛れもない証拠になるんです」

　ずたずたに引き裂さかれていたおばあちゃん、ナイフで胸を刺されていた狩人の祖父、首を絞められていた山菜採り、頭を殴おう打だされていた羊飼い、そして胸を抉られていた道具屋。

　実は羊飼いの殺され方にはまだ違和感が残っているのだが、それは今関係ない。

「暗くてよく見えないのかもしれませんが……」

　赤ずきんは握ったナイフが狩人にも見えるように掲かかげる。

「これは狩人さんのお爺さんの胸に刺さっていたナイフです。これって銀でできてるんですよね。そんなもの、人狼が使うわけがないんです」

「なるほど……確かに人狼の弱点は銀だ。よく知っていたな」

「狩人さんの部屋にある本を読むまでは知りませんでしたよ、そんなこと。でも狩人さんはもちろん知っていたんですよね？」

　沈黙。これを赤ずきんは肯定と受け取り、話を進める。

「道具屋さんは、花屋さんのことを常つねに気にかけていました。人狼だと知ったうえで、花屋さんの正体がばれないように、銀に触れることがないように、常にフォローしていました。それがいいことだとは言いませんが、そんな道具屋さんだからこそ、彼も銀のナイフを持ち歩くとは思えません」

「それはただの推測だな。持っていなかった証拠にはならない」

「そうですね……あくまで私の妄想かもしれません。ですが、銀のナイフって結構珍めずらしいですよね。でも狩人さんなら持っていてもおかしくないと思ってしまうのは、普通ではないでしょうか」

「確かにそうかもしれないな。実際俺はいくつか所持している。だが手に入らないものではないというのはお前も知っているだろ。現にお前は銀のナイフのおかげでこの館まで逃げてこられたんだからな。その程度の理由で、俺が犯人だなどという言いがかりをつけるのはやめろ」

　もういいだろうと狩人は、赤ずきんに背を向け歩きだそうとするが、赤ずきんは話すことをやめない。

「縄梯子を見つけたんです」

　狩人の表情は赤ずきんからは見えないが、歩き去るのを止めることはできた。

「羊飼いさんの部屋に隠されていたんですが、これを使えば狩人さんにもお爺さんを殺すことができます。というか、狩人さん以外には無理なんです」

　雷鳴が鳴り響き、二人の影を地面にくっきりと映しだす。

「これからお話しするのはただの私の妄想です。多分警備隊の方に話したところで取り合ってもらえず、花屋さんのせいになるでしょう。なので狩人さん、私はあなたに聞いてもらいたいんです」

　心臓は先ほどから不自然なほどに激しく動いている。覚悟を決める時だと、赤ずきんは大きく息を吸いこんだ。

「館に来た順番は、道具屋さんと花屋さん、羊飼いさん、山菜採りさん、そして狩人さんと私、ということになっていますが、私はこれが間違っているんだと考えています。一番最初にこの館に来たのは狩人さん、あなたです。道具屋さんと花屋さんが館に来た時はすでにお爺さんの部屋にいたんです。お爺さんがどんなに変わり者だったとしても、道具屋さんを一階に残して自分は二階に籠こもるなんておかしいんです。だってお爺さんは遺い産さんを全て孤こ児じ院いんに寄付すると、日記に書いていました。少しでも減らすわけにはいかないって。それなのに、高価そうなものをたくさん置いた物置がある一階に、借金を頼みに来た相手を残そうとは思わないでしょう。それでもお爺さんは部屋に戻った。そこには狩人さんがいたから。そこで狩人さんはお爺さんをナイフで刺し殺さつした。お爺さんの死体が正面から一突きにされていたのは、完全に油断していた証拠です。その後あなたは縄梯子を使って、館から出た。そしてもう一度館に戻る途中で私を見つけた」

　狩人は振り向かない。ただ黙って赤ずきんの言葉を聞いている。

「館に戻ったあなたは、縄梯子を回収する必要がありました。でもお爺さんの部屋には鍵がかかっています。だからあなたは最初から鍵を持っていたにもかかわらず、一度お爺さんを呼びにいくふりをして、お爺さんの部屋に入り、縄梯子を回収して羊飼いさんの部屋に隠した。その後、道具屋さんと一緒にお爺さんの死体を見つけた……」

　証拠など何もない、全てが推測。狩人が違うと一言否定するだけで破は綻たんしてしまう脆もろい論理。しかし赤ずきんは止まらない。もう引き返すことはできない。

「そして、山菜採りさんですが……あなたは誰でもよかった。ただ都合がよかったから山菜採りさんを閉じこめたんです。ひとまずもっとも疑わしい人間を作りだすことで、自分から目を逸らせればよかったんです。雨が上がって警備隊の人が来るまでにいくらでも証拠は隠せますから。そしてもう一つ、理由があったんですよね」

　赤ずきんにはその理由が許せなかった。人狼に言われるまで気づけなかった自分も許せなかった。

　山菜採りはわかっていたのだ。それをあえて受け入れ、そして人狼に殺された。

「私の口から人狼という言葉を聞いて、山菜採りさんを餌えさとして利用したんですね。本当に人狼が紛れているのなら、あんなところに一人で閉じこめられている人間なんて、格かつ好こうの的です。そして……あなたの思惑通り、山菜採りさんは殺された。それであなたは人狼がいることを確信した……」

　赤ずきんは狩人の背に向けて叫ぶ。

「どうして……どうしてそんなことをしたんですか！」

　狩人はしばらく何も答えなかったが、やがてゆっくりと振り向いた。

　その表情は、それまで無表情だった狩人からは考えられないほどに大きく口の両端が吊り上がり、嗤っていた。

「ふふふ……はは！　あははははははは！」

　狩人のあまりの豹ひよう変へんぶりに赤ずきんはたじろぐ。

「狩人さん……？」

「いや、すごいよお前。その通りだ！　お見事というべきか、馬鹿というべきか」

　狩人は赤ずきんに向けて拍はく手しゆをする。しかしそこに込められているのは決して賞しよう賛さんの意ではないことは、相手を見下したような、蔑さげすんだような表情から明らかだった。

「どうしてお爺さんを……」

「どうしてかって？　わからないのか？　あのじじい、遺産は一切俺には渡さないとか言いやがる！　誰が世話してやってると思ってるんだ？　金がなかったらあんなじじいの世話なんてしたいわけないだろ。それでも我慢してやってたのは、あいつが死ねば全て俺のものになると思っていたからだよ！」

「そんな理由で……」

「そんな理由だと？　あいつが金を出さなかったせいで両親の葬そう式しきも、墓はかすら満足に建ててやれなかったんだ。それなのに今さら何が寄付だ！　反へ吐どが出る！　善人ぶりやがって……ふざけるな！　だから殺してやったんだよ」

　狩人には狩人の理由があった。赤ずきんの計りしれないところで追いこまれていたのかもしれない。祖父の件については、全て狩人が悪いと責めることは事情を知らない赤ずきんにはできない。それでも、

「あなたのせいで山菜採りさんは……」

　山菜採りは本人とは全く無関係の理由で、狩人に利用された。

「ああ、そうだな。山菜採りが殺されて嬉しかったよ。人狼が思惑通り餌に引っかかってくれたわけだからな。俺の父さんと母さんを殺した下げ劣れつな人狼をこの手で殺す機会を俺にくれたわけだ」

　確かに人狼はいた。しかし狩人がそんなことをしなければ、山菜採りが死ぬことはなかったのかもしれない。その後の全てのことも起きなかったかもしれない。

　一度狂った歯車は、連れん鎖さ的てきに他の全ての歯車も狂わせてしまった。

「さて、ここまで素直に話してやったんだ。どうなるかわかってるよな？」

　狩人は銃口を赤ずきんへと向ける。赤ずきんは思わずナイフを狩人に向けて突きだし威い嚇かくするが、そこから放たれる明確な殺意に怯み、後ずさってしまう。

　こうなることは赤ずきんも予想していた。それでも今話さなければ、臆おく病びような自分は永久にその機会を失ってしまうということもわかっていた。

「もう一つだけ……聞いてもいいですか？」

「なんだ？　まさか今さら命いのち乞ごいってわけじゃないよな？」

「あなたが館にわざわざ戻った理由は……」

　色々と杜ず撰さんな犯行から、衝動的なものだったと推測できる。おそらく狩人は館から逃げていたのではないかと赤ずきんは考えた。だとしたら、わざわざ自分を助けるためだけに館へ戻ったのだろうか。

　狩人は何も答えない。その通りなのだと言うことはもうできない。

　赤ずきんが何も知らずにただ怯えているだけの少女だったなら、あるいは別の場所で出会っていたら、違った形になっていたのかもしれないということを、赤ずきんは知るよしもない。

「おしゃべりは終わりだ」

　狩人は引き金にゆっくりと指をかける。思わず赤ずきんは強く目を閉じた。

「死ね」

　──衝撃。

　狩人の体が後ろから強く押され、体勢を崩したまま前へと進む。

　その先にあるのは突きだされたままの赤ずきんのナイフ。

　鋭えい利りな刃は易やす々やすと狩人の胸から侵入し、心臓を貫き、狩人は赤ずきんもろとも倒れこんだ。

　発砲されることがなかった銃は地面に落ちた後、少しだけ転がり、やがて止まった。

「こいつ……くそっ……」

　狩人が最後の力を振り絞り、首だけを動かして後ろから『押した』者の姿を捉とらえようとするが、狩人の視界にはその足元しか映らない。

　それだけで十分だった。その尻尾を見ただけで、狩人は全て理解した。

　人狼が腹と胸に開いた穴から血を流しながら、狩人を見下ろしていた。しばらくそうしていた人狼だが、やがて興味がなくなったのか、静かに去っていった。

　赤ずきんは何が起こったのかわからず、ゆっくりと目を開ける。

「狩人さん……？」

　自分の上に覆い被さり、どこかを見ている狩人に声をかけると、赤ずきんの声に反応し、狩人が首を動かす。

　今にも触れてしまいそうなほど、顔の距離が近い。

　狩人は赤ずきんに笑いかけた。初めて赤ずきんが目にしたその表情は、これまでの無ぶ愛あい想そうな狩人からは考えられないほどに、とても幼おさなく見えた。

　そして狩人は、赤ずきんに最後の言葉を紡つむぐ。

「これで……お前も俺や人狼と同じ……人殺しだな……」

　そのまま狩人は赤ずきんに全ての体重を預けるように、死んだ。

　未だ握ったままのナイフを伝って、生温かい液体が手へと流れる。

　自分のナイフが狩人を貫いているのだと、赤ずきんはやっと理解した。理解したが、なぜそんなことになったのか、訳がわからない。

「殺した……？　私が……？」

　これまでで一番大きく、強く、激しく、乱らん暴ぼうに、一度だけ心臓が鼓こ動どうした。

　まるで合図だったかのように、これまで少しずつ赤ずきんの体を侵しん食しよくしていた何かが一斉に芽め吹ぶき、全身に根を張り巡らせていく。

「あはっ……」

　羊飼いの時は必死に我が慢まんしたその感情が、堰せき止められ圧力を増しながら放出される時を今か今かと待っていたその感情が、勢いよく溢あふれだす。

「ふふ……ふふふ……あはっ！　あはははっ！」

　それは愉ゆ悦えつ、それは快感、それは欲望。
















　赤ずきんは狩人の下から這はいでた後、うつ伏せに倒れたままの狩人を仰あお向むけの体勢へと動かす。

　そして狩人に口づけをした。

　狩人の口を無理やり自分の舌でこじ開け、その中へと侵入し、唾液を垂らしながら蹂じゆう躙りんする。獣けものが獲物を貪むさぼるような、乱暴な口づけであり、愛する人を本能的に求めるような口づけでもあった。

　狩人の胸からナイフを無理やり引き抜くと、そこから勢いよく血が噴きだす。それを全身に浴びながら、赤ずきんは何度も何度もナイフで狩人の体を刺す。

「おばあちゃん、褒ほめてくれるかな？　悪いやつら全員死んだよ……」

　顔に飛び散った血を舌で舐なめとる。

「お母さん、今から帰るからね」

　淡い赤色のフードが狩人の血を吸い、どす黒い赤へと変わっていく。

「ふふふ……」

　赤ずきんは楽しくて楽しくてたまらない。何が楽しいのかわからないが、そのわからないことすら楽しかった。

　しばらく狩人の体を貫く感触を楽しんだ後、ナイフを握ったまま、ゆっくりと赤ずきんは立ち上がる。

「あはっ！」

　未だ雨は降り続いているにもかかわらず、月明かりが赤ずきんを照らしだす。

「人狼だーれだ？」

　ふらふらと、何かに導かれるかのように赤ずきんは森の奥へと消えていった。
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　花屋はゆっくりと森の中を進む。

　一歩歩くたびに体に開いた穴からは血が噴きだし、草木を赤く染める。どうやら狩人は銀の銃弾を使っていたらしい。傷が治る気配が全くなかった。

　花屋は人狼という生物の生命力の強さを初めて実感する。銃弾は心臓を貫かん通つうしたにもかかわらず、まだ動けるものだとは思わなかった。

　だが、動けるだけで、これから花屋はゆっくりと死んでいく。それはわかっていた。

　それならば、と花屋は歩き続ける。

　死ぬのなら、最さい期ごはあの場所がいい。

　そう思ったのは、おそらくあの少女、赤ずきんのおかげなのか、仕し業わざなのか。

　花屋は目的の場所にたどり着き、立ち止まる。間に合ってよかった。あと少し距離が遠ければ、体が動かなくなるのが先だっただろう。

　花屋はその場に寝転がる。

　道具屋の死体の横に。

　そして道具屋の手を握る。

　まだ死ぬまで時間があるようだ。少しぐらい昔を思い出してみよう。

　花屋はゆっくりと眼を閉じた。




「私が愛したのは、人間だった」




　花屋は初めて道具屋と出会った時、なんとも冴さえない顔をした人間だと思った。

　それは丁度、森へ一人で訪れていた少女にとどめを刺した時だった。

　殺したいから殺す。それ以上の理由はない。

　花屋は人間を殺すことを心から楽しんでいたし、その思いは今もずっと変わっていない。

　特に女性を殺すのが好きだった。男と比べて肉質は柔やわらかいし、いい匂いもしたし、悲鳴も可愛い。だからその性的快感にも似た行為の邪魔をした道具屋を見た時には、すぐに殺してやろうと思ったが、道具屋はそんな花屋の姿を見て、驚きはしたものの、恐怖におののくことはしなかった。

　これまで花屋が出会ってきた人間は全員、人狼時の花屋の姿を見ると悲鳴を上げながら逃げだそうとしたので、そんな道具屋の反応は花屋には新しん鮮せんだった。

　だから少しだけからかってみようと、人間の眼には捉えられない速度で目の前に現れて、

「お前、ずいぶんと冴えない顔してんなー！」

　と笑うと、道具屋はなぜか顔を赤らめた。

　その後の展開は、なんとも不思議な光景だったと言える。人間が人狼を必死に口く説どこうとしたのだ。

　花屋の第一印象通り、冴えない男だった道具屋はそういうことに慣れていなかったのだろう、しどろもどろになりながら花屋に色々と語りかけていたが、要約するとこうだ。

「料理には自信があるから食べにおいでよ」

　あまりにも一生懸命な道具屋の姿が面白くて、まずかったら殺すという条件で道具屋の家についていった花屋は結果として、見事胃袋を摑つかまれてしまったことになる。

「やべー、これうまいな！」

　おいしそうに料理を食べる花屋を、道具屋は嬉しそうに見守っていた。

「この村に住むのはどうだい？　僕が料理を毎日作ってあげるよ」

　人間からしたらなんとも恐ろしいことを道具屋は易々と言いのけ、

「そうだな、村に住んだほうが人間も殺しやすそうだしな」

　花屋もそれに同意した。

　それからはトントン拍びよう子しだった。いつの間にか道具屋が花屋の家や家具一式、さらには働き口も全て探し、花屋は訳ありのお嬢様がこの村に越してきたという設定で、住居を構えることになった。

　道具屋に言われて、口調や性格も人間に溶けこみやすいように直した。

　その後、花屋は村に堂々と住みながらも村人を殺すということを繰り返した。

　もともと周辺の村人は人狼による被害をすでに災さい害がいのようなものだと諦めているふしがあり、誰かが殺されていたとしても、それが人狼の仕業だとわかると深追いすることはなかった。

　そんな環境は花屋にとって居心地がいいものだった。

　道具屋は花屋に人間の生活について色々なことを教えてくれたが、その中で花屋が一番気に入ったものは、入浴という習慣だった。

　森に住んでいたころは、返り血を川や泉の冷たい水で落としていたのだが、冬場は寒さに震えることもあった。それがお湯になっただけでこんなにも快適だとは。

　それ以来、人間を殺し、返り血を浴びた日は道具屋の家を訪れて入浴するのが花屋の習慣となった。自分の家ではシャワーで済ませた。浴よく槽そうを洗うという行為が面倒くさかったのだ。

　血まみれで訪れる花屋の姿を見ると、道具屋は少しだけ悲しそうな顔をしたが、すぐに笑顔になり、入浴を勧めてきた。

　そのころから道具屋の態度が少しずつ変わってきた。以前は花屋の言いなりのようなものだったのだが、花屋をからかうような言葉が出るようになってきたのだ。

　いつものように返り血を浴びたまま道具屋の家を訪れた花屋に、道具屋が言う。

「人を殺した日には必ず来るよね。それって、なんか狩った獲え物ものを見せに来る猫ねこみたいじゃない？」

「猫じゃねーよ！」

「じゃあ犬かな」

「狼だ！　って違う！　人狼だ！」

　腹は立つのだが、不思議と嫌ではないと花屋は思っていた。そんな舐めたことを言う人間がいようものなら、おそらく問答無用で殺していたはずなのに。

「ほら、早くお風呂に入って血を流しておいで」

　だから花屋も少しだけ道具屋をからかう。

「一緒に入るか？」

　道具屋は声を裏返しながら面白いように動どう揺ようした。

「噓だよ、ばか」

　その後一人で浴槽に浸つかりながら、別に一緒に入っても構わないと考えた後に、訳がわからない恥ずかしさに見まわれ、お湯の中に頭まで潜もぐってのぼせてしまったということは、花屋だけの秘密である。




　花屋は道具屋がたまにつける眼鏡めがねが好きだった。それをつけるだけで、冴えない道具屋がなんとなく知的に見えた。

　一度だけ借りてかけさせてもらったことがあったが、目の前の世界が歪み、酷い目め眩まいに襲われた。人間の数倍の視力がある人狼がかければそうなるのは当然だった。

　それを見た道具屋が、伊だ達て眼鏡を花屋のために用意してくれた。花屋はとても気に入り、ずっと身につけていたが、それをつけたまま人間を殺しに行き、人狼の姿になった際に耳の位置が変わって地面に落ちた眼鏡を踏みつけ、壊こわして以降、眼鏡は愛めでるものだという認識になった。

　道具屋が新しい伊達眼鏡を買ってくれたが、それは自分の部屋に飾っている。




「やっほーいるかなー？」

　たまに羊飼いが道具屋の家に遊びに来た。

　花屋は羊飼いが嫌いだった。いつも笑顔でいるものの、何を考えているかわからない人間は本能的に警戒してしまう。

　しかし、花屋がこの村に住むにあたり必要だった住居や家具を用意するお金を、道具屋に貸したのは羊飼いだということもあり、道具屋の体てい裁さい上じよう、友好関係を築いておく必要があった。

　羊飼いはいつも花屋がいる時にやってきては、二人に尋ねた。

「二人はいつ結けつ婚こんするの？　僕ずっと待ってるんだけどー」

　そう言われて道具屋は、苦笑いをしながら話をはぐらかすだけだった。

　結婚という概がい念ねんは人狼にはない。単にツガイとなった雄おすと雌めすが子孫を残すためだけに性行為を行い、そして雌がその子どもを育てるというのが、人狼の生態だ。

　道具屋とツガイになるということに対して花屋は別に悪い気はしなかったが、人間と人狼、種が違う。それは不可能な話だった。




　そんな話をしてから数カ月が経ったころ、花屋が人を殺すペースが上がった。それまでは月に一人だったのが、月に二人、週に一人と増えていった。さすがに村の人達も警戒するようになった。丁度その辺りになると、道具屋も花屋を見るたびに悲しそうな顔をすることが増えた。

「人を殺すことをやめてくれないかな……」

　ある日、人間を殺して帰ってきた花屋に、道具屋が尋ねた。

「それは無理だな」

「じゃあせめて前と同じように、月に一度に戻すだけでも……」

　道具屋の言い分は十分に理解できた。少し殺しすぎている自覚は花屋にもあった。

「……それも無理だ」

　人間を殺したいという衝動が、以前よりもどんどんと強くなっている。

「私は……私は人狼だからな……人を見ると殺したくなる。殺すのが楽しい」

　花屋はそう理由をつけることしかできなかった。

「わかった……ごめんよ」

　道具屋は花屋を抱きしめようとするが、花屋がそれを拒こばみ、突き飛ばす。悲しそうな顔の道具屋を見たくなくて、花屋は道具屋から顔を逸らした。

「最近……変なんだ……」

　花屋は自分の体に湧わき上がる殺人衝動に異変を感じ、同時に不安も感じていた。

「どうしたの？」

「殺したくなる」

「人間を？」

「違う、お前をだ！　前は別にお前じゃなくてもよかった。殺せるなら誰でも関係なかった。でも最近はお前を殺したくてしかたがないんだ。他の人間じゃ駄目なんだ！　道具屋、お前じゃなくちゃ！　でも……」

　矛盾しているのはわかっている。それでも花屋は、

「殺したくないんだ……」

　道具屋を殺したくなかった。

　そんな花屋を見て道具屋は何かを悟さとったのか、微笑ほほえみながらそっと花屋の頭を撫でる。

「こんな時に言うのもなんだけどさ……明日、ハイキングに行かない？」

　その時すでに道具屋は、花屋のその状態がなんなのか気づいていた。そしてその結末がどうなるのか予想していたし、そうなることを望んでいた。

　覚かく悟ごしたうえでの決断だったことを、花屋は知らない。




　そして時間は山菜採りを殺した後の館まで進む。

　道具屋と花屋は狩人から、二階に羊飼いが潜んでいないか捜すように言い渡されていた。

　赤ずきんを部屋に運んで寝かせた後、探たん索さくも程々に道具屋は花屋を二人が使用している客間へと連れてきて切りだした。

「赤ずきんちゃんのおばあちゃんと、山菜採りさんを殺したのは君か？」

　質問というよりは、確認だ。道具屋は気づいている。花屋もそれを否定しない。

「そうそう、ちょっとお前を殺したくなったからさ。紛らわすためにばあちゃん殺してきたんだけどね、やっぱお前といるとお前を殺したくなるみたいなんだよ。だからもう一度それを山菜採りで紛らわしてきた。お前の代わりに」

　花屋が人を殺すことを欲すれば欲するほど、それが道具屋にとって、嬉しくもあり、そして悲しくもあった。だからこそ、

「もうやめよう。ここから逃げよう」

　もう終わりにしたかった。これ以上は道具屋が耐えられそうになかった。

　道具屋は後悔していた。それは決して花屋と一緒にいることを選んだことではなく、花屋が人を殺すことに罪悪感を感じてしまうようになった自分に対して。

「は？　なんで私が逃げなきゃいけねーんだよ。大丈夫だって、ちゃんと全員殺すから」

　花屋は両手を振り回して、余裕余裕と笑顔を見せた。

「違うんだ！　僕は君にもう人を殺してほしくないんだ！」

「なんだよそれ……」

　花屋の眼の色がすっと赤く染まる。その眼は人狼である証あかし。

「私は人狼だって言ってんだろ！　人狼は人間を殺して楽しむもんなんだよ！　……お前はわかってくれてると思ってたのに」

　その時、部屋の扉が勢いよく開かれ、羊飼いが部屋へと飛びこんできた。そしてそのままの勢いで花屋に摑みかかり、部屋の壁へと押しつける。

「花屋！　お前が人狼だったのかっ！　お前が山菜採りちゃんをっ！」

　ぐいぐいと花屋の首を絞めながら、羊飼いは怒ど鳴なる。

「羊飼い！」

　道具屋の声に羊飼いが振り向く。その眼は虚ろで完全に正気を失ってしまっている。

「道具屋……お前も後で殺す……まずはこの人狼からだ！」

　さらに花屋の首を絞める手に力を込める。道具屋に意識を集中させていたため、花屋は完全に不意をつかれてしまっていた。

　人狼を殺すには不意をつくのが一番だ。

　それでも人狼である花屋が少しでも本気を出せば、羊飼いの頭と体を切り離すなど造ぞう作さもないことだったが、それよりも先に羊飼いの手から力が抜け、羊飼いは床へ力なく横たわった。

「だ、大丈夫かい……？」

　椅子を持った道具屋が、肩で呼吸をしていた。

「は……？」

　羊飼いの頭を殴った椅子を置き、道具屋は花屋を抱きしめる。

　その道具屋の腕の中で花屋は激げき怒どしていた。なぜこれほどまでに腹が立っているのか、花屋には全くわからなかったが、

「なんでお前が殺してるわけ？　こんなやつに私が殺されるわけないだろ？　なんでお前が殺す必要があるんだよ！　人狼の私が殺すのとは訳が違うだろ！」

　何か道具屋の大切なものを奪ってしまった気がした。

「……なんでだろうね。もしかしたら、嫉しつ妬とかもね」

　道具屋は花屋から体を離すと、頭を撫でた。そうされると花屋はなんとも言えない心地よさで、怒る気もなくなってしまうことを自覚していた。そしてそれをする道具屋をズルいとも思っていた。

　道具屋は羊飼いの体を引きずって、クローゼットの中に入れた。

「今から逃げる時間はなさそうだね。とりあえず部屋の鍵を閉めて皆のところに戻ろうか」

　いつも通りの道具屋の笑顔すら、その時だけは悲しそうに見えた。




　そしてこれが、花屋と道具屋との最後の記憶。

　道具屋に連れられて、花屋は再び客間へとやってきていた。

　花屋はまた逃げる相談でもするのだろうと思い、多少うんざりしていたが、道具屋はなかなか話を切りださなかった。

　それでも花屋からは何も言わず、待っていると、一人で何か決意したように頷いて道具屋は切りだす。それは花屋の想像とは全く違うものだった。

「今まで僕を殺さないでいてくれてありがとう」

「え？」

　それは感謝だった。

「今まで僕の側そばにいてくれてありがとう」

「ちょっと、何言ってんの？」

　道具屋が何を言っているのか理解できない。側にいるのは花屋自身の意思であり、感謝される覚えはなかった。

「僕は多分、君が僕を殺したいという気持ちが何か知っているよ」

　道具屋は花屋の手を握る。

　なんとなく、その手の温かさは、そのまま道具屋の心の温かさなのだろうと思った。

「知っているというか……僕と同じだと嬉しいな」

　少し照れたように道具屋は花屋に笑いかける。

「なんだ？　教えろ」

「それは内ない緒しよ」

「は？　なんでだよ」

　一人で悟ったふうの道具屋に少しだけ苛いらつく。

「ちょっと恥ずかしいから……かな」

「訳わかんねーよ」

　そっぽを向く花屋を見て、道具屋がまた笑う。

「いつかきっとわかってくれると信じてるよ」

　道具屋は花屋の手を離し、今度は優しく抱きしめた。

　花屋はそれを受け入れ、自分からも道具屋に手を回して大きく息を吸う。

　嗅かぎ慣れた匂い。花屋はこれが一番安心する匂いだと思っている。まだ理由はわからないが。

　耳元で道具屋が囁ささやく。

「ねえ、僕から一つだけお願いがあるんだけど、聞いてくれるかな」

　聞き慣れたはずの道具屋の声なのに、この時はなぜかいつもと違って聞こえた。少しだけ色っぽく、心臓の鼓動が速まる。

「お、おう、なんだ。私にできることか？」

　しばらく道具屋は何も言わなかった。花屋は自分と同じように、普段より速まっている道具屋の鼓動を聞いていた。

　そして道具屋は、

「僕を殺してくれ」

　そう言った。

「……殺していいのか？」

　顔を押しつけていた道具屋の胸から離れ、道具屋の顔を見上げる。道具屋も花屋を見つめていた。

「僕は君に殺されたい」

「我慢しなくていいのか？」

「うん、いいよ」

　少しずつ道具屋の顔が近づいてくる。

「でも、殺したくないんだ。殺したいけど……殺したくなくて……苦しい……」

　花屋もそれを避けようとはしない。

「大丈夫、僕を殺せば苦しくなくなるよ。そして願わくば……」

　唇くちびるが触れる直前、眼を閉じた花屋が最後に聞いた道具屋の声は、

「君が殺す最後の人間になれますように」

　意外かもしれないが、それが二人の初めての口づけだった。




　花屋はゆっくりと目を開ける。もうその瞳に景色は映らない。体の感覚もほとんどなくなっているが、握りしめた道具屋の手の感触だけは最後まで失いたくないと力を込める。

「お前を殺したら余計苦しくなったぞ、道具屋……」

　花屋は声に出したつもりだったが、耳もすでに聞こえなくなっているため、きちんと発せられたのかどうかすらわからない。

「赤ずきんが言ってたけど、これが愛してるってやつなんだな。初めてだからわかるわけねーよ……」

　人狼の雌は繁はん殖しよく期きに入ると殺人衝動が強くなると言われている。より強い雄の遺い伝でん子しを得るために、自分に勝った雄とツガイになる。

　だが花屋は違った。自分よりも圧倒的に弱い道具屋とツガイになりたかった。いや、それは人間のような、家族になりたかったのかもしれない。

　花屋は残っている最後の力を使い、体を起こすと、手探りで道具屋の顔を探す。

「お前も私と同じ気持ちって言ってたよな。じゃあ、お前も私を愛していたのか？」

　そして口の位置を確認すると、二度目の、そして最後の口づけを交わす。

　重なった二人の死体を雨が濡らし続けていた。
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　赤ずきんは座りこみ、頭を抱えて震えていた。館の物置の中で。頭と胴体、そして手足が綺き麗れいに分割された山菜採りの死体の横で。

　自分が恐ろしくて恐ろしくてたまらなかった。

　狩人を笑いながら滅めつ多た刺ざしにした自分が。山菜採りの死体を歌いながら弄もてあそんだ自分が。

　自分の別の人格などではない。自ら望んでそうしたことを、はっきりと覚えている。その時はとても楽しくて、なぜ自分は今までこうしなかったのだろうかと、後悔しながら山菜採りの首に何度も何度もナイフを往復させながら切断した。

　そしてその頭をボールのように、天てん井じように向かって投げては、自分でキャッチして笑い転げた。

　今でもその最中を思い出すと楽しい気持ちになり、すぐにでもそうしたいと思っている自分が怖い。一体自分はどうしてしまったのだろう。

「ジシェ……いる……？」

　赤ずきんは小さな声で呟く。

　物置の壁にかけてある鏡に、ゆっくりとジシェの姿が浮かび上がり、何も言わずに赤ずきんを鏡の中から見つめる。

　赤ずきんは鏡を見ることもなく話し続ける。ジシェに話しかけているというよりは、独ひとり言ごとに近かった。

「私……私……どうしちゃったのかな……おかしくなっちゃったのかな……怖いよ……」

　赤ずきんはガタガタと体を震わせながら、「怖いよ……」と何度も繰り返す。

　ジシェは悲しそうな表情でしばらくそれを眺めているだけだったが、やがて語りだした。

「君は最初からおかしかったんだよ、赤ずきん。だって、僕が見えていたんだもん。僕は普通の人間には見えないんだよ。僕が見えるのは人狼だけさ。『隔かく世せい遺伝』って言葉を知ってるかい？　多分君の先せん祖ぞのどこかに、人狼が混じってたんだろうね。本来ならば薄まり眠っていたその血は、おばあちゃんの死、そして本物の人狼に出会ったことで刺し激げきされて活性化した。そしてこの館で君はいろんな死を経験して、完全に目覚めつつあるわけだよ。つまり、君は人狼になっている途中だ」

　赤ずきんはなんの反応も示さない。

「もちろん避けることはできたはずだよ。逃げだすことも、かかわらないこともできた。でもそれをしなかったのは君だよ、赤ずきん。自ら望んで進んでいったんだ。まあ、そうなるように仕向けた僕にも責任は少しだけあるかもしれないけどね」

　赤ずきんはなんの反応も示さない。

「君が人狼になることを止めることはもうできない。君はもう引き返せない。でもね、ここで君に特別なおまけの選択肢をあげるよ。僕の暇潰しに付き合ってくれたお礼にさ」

　赤ずきんはなんの反応も示さない。

「僕が用意する選択肢は三つ。一つは今ここで人間として死ぬ。一つはそのまま人狼になって生きていく。そしてもう一つは……鏡の中においでよ、赤ずきん」

　赤ずきんはゆっくりと顔を上げて、初めて鏡を見る。

「鏡の中……？」

「そう、鏡の中は逆さまの世界。今赤ずきんが辛かったり悲しかったりする感情は、全部楽しかったり嬉しかったりする感情に変わってしまうよ。もしも今赤ずきんが辛くて怖くて、そして死ぬのも人狼になるのも嫌ならば、鏡の世界で僕が夢を見せてあげる」

　赤ずきんの意識が少しずつ遠ざかっていく。眠たくて眠たくてしかたがなかった。

「大丈夫、眼を覚ますころには全てが逆さま。嬉しいことも、悲しいことも、好きなものも、嫌いなものも。生きていると楽しいことより、辛いことのほうが多い。嬉しいことよりも悲しいことのほうが多い。それが全て逆さまになる。いいことのほうが多いんだ。それはなんて素す晴ばらしいんだろうね」

　赤ずきんが最後に聞いたジシェの声は少しだけ寂しそうだった。

「おやすみ、赤ずきん」
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「起きなさい、赤ずきん」

　体を軽く揺ゆすられ、赤ずきんは目を開いた。何か悪い夢を見ていた気がする。

「ごめんなさい、ちょっと寝ちゃってたみたい」

「ここ数日は忙しかったからね。ほら、もう皆さん待ってるよ」

　おばあちゃんは優しく微笑ほほえみながら、赤ずきんを促うながす。

　赤ずきんは目の前にある鏡に映る、自分の姿を見た。

　普段はあまりしない化け粧しようを施ほどこされ、純白のウェディングドレスを着た自分の姿は、少しだけ現実味がない気がした。

「じゃあ、行ってくるね、おばあちゃん」

　赤ずきんは立ち上がり、外へと繫つながるドアの前へ向かう。そしてドアノブに手をかけると、大きく深呼吸をした。

　ゆっくりとドアを開く。

「おめでとう！」

　外へ出てきた赤ずきんを、大勢の村人達が拍はく手しゆと共に出で迎むかえた。そして祝いわいの言葉を口にしながら、村の中央まで続いている赤い絨じゆう毯たんの上を歩く赤ずきんへ花びらを投げる。

　赤ずきんはお礼の言葉を口にしながら、一歩一歩確実に進んでいく。

　そして、その道の中程でよく見知った顔ぶれを見つけた。

「赤ずきんちゃんおめでとう！　うわ、すごく綺き麗れいだよ！」

　ひときわ大きな声でそう言っているのは羊ひつじ飼かいだ。

「おめでとう、赤ずきんちゃん。素す敵てきだよ」

「あらあなた、浮気は駄だ目めですよ？」

　道具屋と花屋が寄り添うように立っていた。

　花屋のお腹なかはずいぶん大きくなっていた。予定では来月辺りに子どもが生まれるらしい。

「おめでとうございます。本当にお綺麗ですよ」

　その隣で山さん菜さい採とりが言う。その『左手』には包帯はもう巻かれていない。

　羊飼いが至いたる所を駆かけまわり、山菜採りのために薬を探してきてくれたと手紙で読んではいたが、本当に火傷やけどの痕あとはすっかり消えてしまっていた。

「皆さん、わざわざ足を運んでいただいてありがとうございます」

　ゆっくりと会話をしたいところではあったが、そうしているわけにもいかず、赤ずきんは一度だけ立ち止まり頭を下げると、また歩みを進める。

「山菜採りちゃん、僕たちもそろそろ結婚とか！」

「何言ってるんですか？　気持ち悪い人ですね」

　後ろからそんなやりとりが聞こえ、思わず笑いがこぼれた。

　そして、村の中央へとたどり着く。

　この日のために作られた祭さい壇だんの前では、一人の男が赤ずきんの到とう着ちやくを待っていた。

「遅い」

　タキシードに身を包んだ狩人かりゆうどは、赤ずきんへと手を差しだす。

「第一声がそれですか……」

　赤ずきんは自分の手を重ねた。

　思いの外ほかしっかりと握にぎりしめられ、さっきの台詞せりふはただの照れ隠かくしだということを赤ずきんは悟さとった。

　だから赤ずきんも強く握り返した。決して離さないという思いを込めて。










　祭壇の前で向かい合う二人を、少し離れた場所でジシェは見守っていた。

　そして一言だけ呟つぶやく。

「……いい夢を見てね」
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　この「りるれふ」は表紙やイラストを担当した春はる太た郎ろうと、むらさき（私です）の二人が春はる紫むらさき名義で制作したフリーゲームが元の小説となっています。

　小説化のお話をいただいた時は半はん信しん半はん疑ぎだったのですが、「いまドキッ乙女おとめライトノベル」というビーズログ文庫アリスさんのキャッチフレーズを目にした時に、これは巧こう妙みような詐さ欺ぎなのだと確信しました。

　登場人物のほとんどが死んでしまうような話が『いまドキッ』ではないだろう……と。

　なので、初めての打ち合わせに出向く時は、屈強な男達に囲まれ、色々と脅おどされた場合に逃にげる方法だけを考えていたことを、この場を借りて謝罪させていただきます。

　素人しろうとである私が文章を担当するということは、私にとって、そして出版社さんにとっても挑ちよう戦せんだったのではないでしょうか。

　しかし、そんな無む謀ぼうな挑戦にゴーサインを出していただいたおかげで、この小説版「りるれふ」も、自信を持って春紫の作品であると言うことができます。本当にありがとうございました。

　さて、折角なので少しだけ、本編の内容にも触ふれておきましょう。

　ゲーム版「りるれふ」では、赤ずきん＝プレイヤー。つまり赤ずきん視点での「りるれふ」だったのですが、小説版「りるれふ」は、神の視点。ただそれだけでも、ゲームの内容を知っている方には、新鮮に感じてもらえたのではないでしょうか。

　私自身、ゲームを作っている時は全く考えていなかったシーンや、会話、キャラクターの心情を考えるのはとても楽しかったです。

　しかし、ゲームを作った当時から時間が経たってからの執しつ筆ぴつでしたので、「お前この時何考えてたの？」と聞きたいシーンが何個も。

　ジシェ、君のことだよ。

　彼に関してはゲームと小説でずいぶんと印象が変わるのではないでしょうか。

　ゲームにしろ、小説にしろ、色々と謎が多いジシェなのですが、あえて謎のままにさせていただきました。だって……

　春紫が現在製作中のゲーム「オオカミのしっぽ」（２０１６年春公開予定）の主役はジシェで、彼が鏡の中に入るまでのお話なんだもん!!

　最後になりましたが、今回担当してくださった山内さん、藤井さん、多大なご迷めい惑わくをおかけしたにもかかわらず、最後までお付き合いいただきありがとうございます。

　そして、この本を手に取ってくださった方に多大な感謝を。

　また何かの機会でお会いできれば幸いです。





むらさき



















著者

むらさき

Murasaki




春紫の紫担当。あとシナリオとかも。

実際の人狼ゲームでは、存在しているだけで怪しいと疑われるタイプです。理不尽。

最近２キロ瘦せたことを友人に話したら、「最終的には消滅するんじゃない？」と心配されました。なので今年の目標は、『肉を食う』にしようと思います。










イラスト

春太郎

Harutarou




はじめまして、春太郎です。

好きなものはお魚と猫です。




この度は「りるれふ」ノベライズおめでとうございます！
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